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1.は じ め に

カガ ン

シネ ウス碑 文 とは,モ ンゴル国 に現存 す る,東 ウイグル可 汗国第2代 可 汗

で ある葛勒 可 汗 こ と磨 延畷(在 位747～759年)の 紀功碑 であ る.本 稿 は,

1999年 刊 行 の森安 孝夫/オ チ ル(共 編)「モ ン ゴル 国現存 遺蹟 ・碑文調 査研究

報告』(大 阪大学 文学部 ・中央ユ ー ラシア学研究 会)=T.Moriyasu&A.Ochir

(eds.),ProvisionalReportofResearchesonHistoricalSitesandlnscriptionsin

Mongoliafrom1996to1998,(OsakaUniversity,FacultyofLetters,TheSociety

ofCentralEurasianStudies)に 掲 載 され た森安 孝 夫 「シ ネ ウス遺蹟 ・碑 文」

(pp.177-195/本 稿 では これ を旧版 と呼 ぶ)の 増補 ・改訂版 で ある.旧 版の テ

キス トは ラム シュテ ッ ト(Ramstedt1913)の 写 真 とテ キス ト,な らび に1996～

1998年 度 日本モ ンゴル合 同の ビチェー ス=プ ロジェ ク トに よ り採取 した3部

の 日本式拓 本(1996年 ・lgg7年 度 に採拓.2部:大 阪大 学大学 院 ・文学研 究
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科所蔵/1部:モ ンゴル科学アカデミー歴史研究所所蔵)を 底本にして,新 た

に作成 した突厥文字(テ ユルク=ル ーン文字)の 翻字 と古代 トルコ語のローマ

字転写であった.そ こには,現 地において実際に碑文を調査 し,採 拓中の墨入

れ前に,森 安 とモンゴル国の トルコ学者であるバ ットルガが判読 した結果 も反

映されでいた.

ところで,森 安は大学卒業以来,ウ イグル史の根本史料 としてシネウス碑

文に注 目し研究を続けて きたが,あ くまでテキス ト底本はラムシュテ ット版

だけであり,限 界を感じていた.し かるに1991年 のソ連崩壊により,碑 文

が現存するモンゴル国で現地調査をしうる国際的環境が生まれたため,森 安

は日本モンゴル合同の調査団を結成 し,当 時のモンゴル科学アカデミー歴史

研究所のオチル所長の全面的協力のもと,新 たな碑文拓本 を入手することが

で きたのである.そ の最初 の成果が,冒 頭に掲げた1999年 刊行の旧版で

あった.

その後 も,大 阪大学所蔵拓本 を森安ゼミ(古代 トルコ語演習)の テキス トにし

て再解読を重ねてきたが,こ の間,森 安のみならず共著者であるゼミ生のアイデ

アを基に旧版のテキス トを改めたり,訳 注に増補 ・修正を施すことがで きた.

そこで,こ こに旧版に掲載 されていた遺蹟 と碑文の状況に関す る記事(第2章)

を残 し,凡 例 を示 しつつ(第3章),最 新のテキス トと翻訳(第4章)な らびに

それに伴 う訳注(第5章)を まとめて提示することにする.図 版については,

旧版のものを一部増補 し,FigureA-Fと して稿末に再録する.

今回の訳注 における共著者の最大の功績は,北 面の行数が,ラ ムシュテッ

ト版以来旧版 まで一貫 して踏襲 されてきたテキス トのように12行 ではなく,

13行 であったことを発見 したことである.従 来は,北 面 に続 く東面 ・西面が

それぞれ12行 であるため,北 面 もそれと同じであろうという前提 のもと,

北面10～12行 の行末付近 に僅かに残 る文字列 を,残 存状態の よい行の前半

部分 と単純な推定で繋げていた.し か し,原 拓 を虚心に見ればそこに1行 の

「ずれ」が生 じているのであ り,実 際には北面は13行 とみて復元すべ きなの
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である(旧 版 のPlatelleを 改 めたFigureEを 参 照).

こ の 結果,以 下 の新 事 実が 明 らか に な った.従 来 の テ キス トで は,北 面

トトク ヤ ブ グ

11行 目末尾の 「タイ=ビ ルゲ都督を」が,北 面12行 目冒頭の 「葉護 に彼が任

命 した」に直結すると信 じられていた.そ のため,ウ イグル可汗国初期 にお
トクズ

いてどうして九姓オグズ(九 姓鉄勒)中 のバイルク/バ ヤルク(抜 曳固/抜

野固)部 のリーダーであるタイ=ビ ルゲ都督(大 眦伽都督)が ウイグルか らヤ

ブグの称号を与 えられるのか,歴 史的に誰 もうまく説明がで きず,解 釈に苦

しんできた.し かしなが ら,復 元 された新テキス トによれば,タ イ=ビ ルゲ

都督はヤブグになど任命 されていないことになり,こ れまでの大 きな疑問の

一部が氷解する .そ ればかりか,後 述するように,タ リアト碑文の読み直 し

と合わせるならば,磨 延畷が父である初代可汗か らヤブグに任命 されていた

ということも判明するのである.

2.遺 蹟 と碑文の状況
アイマク ソム

遺蹟の所在地:ボ ルガン 県,サ イハ ン郡のモゴイン=シ ネ ウス.実 際 にはサ

イハ ン郡 とハ イルハ ン郡の境 界付近 にあ る.現 地調査 隊はハイルハ ン郡 の宿舎

よ り,ジ ープで40～50分 か けて現地 に到着.北 緯48度32分28秒,東 経102

度12分46秒(FigureF).Aalto1966,p.15;MSSP,p.59に 概 略地 図あ り.

調 査 日時=1996年8月30日 ～9月1日;1997年8月24～25日.

調 査者:森 安孝夫,松 田孝一,林 俊雄,吉 田豊,片 山章雄,大 澤孝,松 川節,

松 井太,オ チ ル(A。Oqvap),ボ ル ド(ll。Bo叩),バ ヤ ル(八.EaSiP),バ ッ トルガ

(II。BaTTyJIra).

調 査 方法=碑 文 の上 にテ ン トをかぶせて採拓.1996年 に 拓本 を2セ ッ ト,

1997年 に も1セ ッ ト作成.各 年度 とも大 阪大学 に拓本1セ ッ トず つ を将来.

あ との1セ ッ トはウラ ンバー ・トルの歴史研究所 に保管.全 面の写真は林が撮影,

ビデオは森安 が撮 影.部 分 的には各 自が撮影.採 拓 に も撮影 に も,重 い碑 身を

大勢 で転が した.1997年 度 は森安 とバ ッ トルガが採拓 中の墨入れ前 の状態 で,
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テキス トのチェック作業.遺 蹟全体については巻尺 による簡単な計測と撮影

のみ.碑 身と亀趺 については丁寧に計測.

遺蹟の状況;各 辺が約50mの 正方形の低い土塁の中に円形の積石塚がある.

土塁の内側に浅い周溝がある.南 側に門があったらしく,土 塁 も周溝 も切れて

いる.土 塁 と塚は元はもっと高かったはずである.塚 は地表から1～15mの

高 さまで ゴロ石が積み上げられている.そ の中央には大きな盗掘穴があ り,

その窪みの深 さは1.9m.積 石塚 はシヴェー ト=オ ラー ン遺蹟のそれ より小さ

いが,一 つ一つの石は逆にこちらの方が大 きく,一 抱えほどの大きさの石が 目

立つ.塚 は四角い土塁の中央にあったのではなく,南 側の門の方に偏っている

(Fig騒reA).積 石塚 と土塁 との問の東北寄 りの空間に,石 碑 と亀趺が横たわっ

ている。

遺蹟の景観:こ の遺蹟は,東 西1.5～2㎞,南 北4～5㎞ と思われる/J・さい盆

地状草原の,中 央部の南寄 りのところにある.こ の盆地状草原全体は緩やかな

斜面をなしてお り,シ ネウス湖の方(低 い方)以 外の三方はきわめて低い丘に囲

まれている.こ れらの丘は草のみで覆われ,樹 木はない.も う一方の,湖 の向

こうの遠 くてやや高い山には森林あ り.そ こに1ま1996年8月31日 に初雪が

降った.あ ちこちにゲルが2～3家 族分ずつ点在 している.ハ イルハ ンとシネ

ウスとの問には似たような規模の小盆地状草原がい くつもあるが,シ ネウスの

ものはとりわけ形がよい.周 囲の丘 には古い遺蹟 らしいものは何 もない.

碑文の状況=碑 石はやや赤っぽい花崗岩のようである.碑 身は従来の報告通

り2つ に折れている.上 部の三分の一を小 断片,下 部の三分の二を大断片 と

呼ぶことにする.か つて碑文を支えていた基台は,頭 部は欠けているが,亀 甲

の紋様 と4本 の足は残っているれっきとした亀趺である(Fig"reB).た だし

亀趺の出来栄えは,同 じ東ウイグル可汗国時代(744～840年)の タリア ト碑

文の亀趺 と同程度で,後 世のモンゴル時代のそれに比べてはるかに見劣 りする

ばか りか,先 行する突厥第二可汗国時代(682頃 ～744年)の キ ョル=テ ギン碑

文の ものにも劣る.あ えていえば,突 厥第一可汗国時代(552～630年)の ブグ
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ト碑 文の亀趺程度 にプ リミティブで ある(FigureC).碑 身 のサ イズ につ いては

スケ ッチ に細 か く記入 した(FigureD).文 字 の彫 りは浅 くはないが,そ れほ ど

深い わけで もない.ラ ム シュテ ッ トが調査 した時点 と比較 して,碑 文の風化 が

わず かなが ら進んだ ようで ある.

遺 蹟 ・碑文 の写真=Ramstedtl913;AJ伽 〃2,pp.235-244;蒙 古 国,pp.202-205.

遺 蹟 の図面:MSSP,p.59;Bo伽oB1996,p.38;MSSP,p.59に あ る図面 を借

用 し,そ れ に我 々の計測 結果 を記 入 した(FigureA).

碑 文 のス ケ ッチ ・復元 図:片 山が ラムシ ュテ ッ トの写真 を基 に,ス ケ ッチ

を作 成.そ こに計測 値 を記 入 した(FigureD)。 か つ てサ ンク ト=ペ テルブ ル

グ に,コ トヴ ィチ作 成 のス ケ ッチ(テ キス トの模 写 か?)が あ っ た とい う

(cf.Tryjarskil981,PP.348-349).

拓 本 所蔵機関:① フィンラン ド,ヘ ル シンキ国立文書館:フ ィノ=ウ ゴール

協会 旧蔵SUS2.20(c£Aaltol971,p.106;Hal6nl978,p.99).ラ ム シュテ ッ トと

パ ルシが採取 した西洋式 の押 し型拓本6枚 が現存す るが,小 断片の北面 と大 断

片 の東面 の拓本2点 は紛失 している.② ロシア科学 アカデ ミー東洋 学研 究所

サ ンク ト=ペ テ ルブ ル グ支 所:ラ ム シュテ ッ ト採 取分(cf.Klja蓉tornyj1988,

p.75).③ モ ンゴル科 学 アカデ ミー言語文学研 究所(cf,Boπ 八1990,p.64).

④ モ ンゴル科学 アカデ ミー歴史研究所.⑤ 大 阪大学大学院 ・文学砺究科:1996

年 ・1997年 度 に採 拓 した2部 を所 蔵.

本 稿 は,ビ チ ェース=プ ロジェ ク ト参加 メ ンバ ーが1996年8月31日 に採拓

した シネ ウス碑 文の拓本写真8枚 §ine-UsuN1,N2,E1,E2,S1,S2,W1,W2を,

巻 頭 にPiateI-XIIと して分載 した.な お,こ れ らの拓 本写真 は大 阪大 学総

合学 術博物館 の 「総合学術 博物館 統合資料 デ ータベー ス」上 で も閲覧す る こ と

がで きる[http:〃wwwmuseum.osaka-u.acjp].同 デ ー タベ ース 「モ ンゴル国現

存 遺蹟 ・碑 文調査拓 本」の 「シ ネウス碑 文」を参照.

考 察:シ ネ ウス遺蹟 は,1909年,フ ィンラン ドの フィノ=ウ ゴール協会が派

遣 した調査隊 に よって発見 された.そ して,本 シネウス碑文 は調査隊の隊長で
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ある ラム シュテ ッ トによって初 めて学 界 に紹介 された.Ramstedtlgl3は 碑 文

本体 の写真 とともにテキス トと ドイッ語訳が発表 され た もので あるが,そ の段

階で既 に相 当の研究水準 に達 していた(cfPaMcTe即1914).そ の後,オ ル クン,

王 静 如,マ ロフ,ア イダロ フら も現代 トル コ語 ・中国語 ・ロシア語の全 訳 を

発表 したが(ETYI,pp161-186;王 静 如1938;PDPMK,pp.30-44;韻 耳apoB1971,pp.

339-352),テ キス ト部分 についてはオ リジナルな研究 とはいえない.そ の理由の

一端 は
,ラ ムシュテ ッ トが拓本の写真 を掲載 しなか った ことにあ ろう.ク ロー

ソン もその古 代 トルコ語辞書(ED)の 中で この碑文 か らの引用 を頻繁 に行 な っ

ているが,や は り拓 本.がなか ったため に苦 労 した ようで あ る.そ の意味 で,

ビチ ェース=プ ロジェク トに よ り採 取 され た拓本 と,そ れ に依拠す るテキス ト

と和訳 ・英訳 は,こ れか らの学界 に大 い に裨 益す るはず であ る.

た だ し,20世 紀 初 め も今 も,碑 文が よ く残 っているの は小 断片 の北面 と大

断片 の東 面,比 較的 よ く残 ってい るのは小 断片 の東面 ・南 面 と大 断片の南 面

で あ り,全 体 と して は約 半分が読 み取 れる に過 ぎない.そ の ため しば しば文

脈 を追 うこ とさえ困難 であ る.そ れ に もかか わ らず,そ の1青報量 は決 して少

な くはない.と くに同 じ東 ウイグル可汗 国第2代 可 汗,葛 勒 可汗(磨 延 啜)の

紀功碑 で あ り,1970年 代 に初め て発表 された タ リア ト碑文 な らび にテス碑文

と相互 に補完 し合 うこ とに よって,ラ ムシュテ ッ トの時点 よ りも「読 み」を進

め るこ とがで きる.

と ころで,シ ネウス ・タリア ト ・テスの3遺 蹟 は,い ず れ も磨延 啜のた め

に造営 され た もので ある.し か し,1人 に3つ の墓が造 られる はず はな く,

また タ リア ト遺蹟 とテス遺蹟 には埋 葬儀礼 と関係 す るよ うな遺構 が存 在 しな

か った ことか ら,現 在 では シネウス遺蹟 こそが磨延 啜の墓所 で あった と考 え

られ てい る(cf.林1994,p.8;林2005,pp,103-104).そ れ ゆえ,シ ネ ウス碑

文 は彼 の死後,す なわち759年 な い しその直後 に建立 された もの と見 るのが

妥 当であ る.
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3.凡 例

(1)突 厥文字ローマ字対照表

母音yo脚'

前 舌front

U(f・rU/6)卜

両 舌double

a(fbra/a)↑

i(fori/i/a/e)『L

後舌BACK

.W(foru/o)》

子 音Co那oπ α漉

前 舌front

b(fbrb/v)∫ ～

×

G

↓

η

d

g

k

甑

lY

n伊

r↑

s(£・rs/蓉)1

h

?

t

y

両 舌double

6人

iご マ

ltN

mゆ

3

闇

0

多

1

》C

†
し

n

O

n

創n

D
▲

蓉(fors/蓉)1F

z申

(7)

後 舌BACK

B(わrb/v)δ

謬

り

H

↓

ぐ

J

D

G

Q

⑩

P

L

N)

RLl

S(fors/蓉)写

Tお

YD



(2)翻 字(Transliteration)の 原 則

#碑 石 が 折 れ て い る そ の 破 断 部 を 示 す.Severedpointoftheinscription.

:句 読 点.Punctuation.

[aB乙 】 完 全 に 破 損 し て い る 文 字 を 推 定 で 補 っ た も の.Letterswhollyrestored.

(aB6)残 画 が 見 え る の を;補 っ た も の.Letterspartlydamagedbutrestored

withcertainty.

///完 全 に 破 損 し て い る 文 字.Damagedandillegibleletters.

....残 画 が 見 え る 文 字.111egibleletterswithsometraces.Numberknown,

indicatedbypoints.

(3)転 写(Transcription)の 原 則

孝 碑 石 が 折 れ て い る そ の 破 断 部 を 示 す が,1つ の 単 語 が2断 片 に 跨 が る

場 合 は そ の 単 語 の 後 に こ れ を 入 れ る.Severedpointoftheinscription

(placedafterawordwhenitextendsovertwofragments).

[aB司 単 語 全 体 が 破 損 し て い る も の を 推 定 に よ っ て 復 元 し た も の.Words

whollyrestored.

〈aBこ〉 本 文 に 破 損 は な い が,碑 刻 者 が 彫 り忘 れ た た め に 脱 落 した と 思 わ れ る

部 分 の 推 補.Lettersomittedbymistake,butrestoredbytheeditors.

///復 元 不 能 の 破 損 個 所.Damagedandmegiblep煎s.

a壁 下 線 部 は,そ れ に 対 す る 訳 注 の あ る こ と を 示 す.Underlininginthe

鋤shptionin㎝ca紀s血at血e卿 血questionisdiscussed血theco㎜en噂

(4)翻 訳(Translation)の 原 則

[aBこ 】 単 語 全 体 が 破 損 し て い る も の を 推 定 し て 復 元 した も の.Wordswholly

restored.

(aB乙)訳 文 の 補 足 説 明.WordsnotinthetextbutaddedtoimprovetheEnglish,or

explanatoryremarksbythetranslators.
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4.テ キス トと翻訳

(1)翻 字 と転 写Transliterationand漁nscription

N1(上 部 が 狭 い 碑 石 の 形 状 に よ り,本 行 の 最 上 部 に テ キ ス ト は存 在 し な い)

tη(r)i[daB]W(L)[m]sltmsblgaQGN:(b)#〃 〃/〃/〃

〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃//(t)Ul[s】 〃/〃/〃 〃///〃/〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃

////////////////////////////////////////.

taηridabolmi蓉eletmi忌bilgaqaγan///#/〃/〃/〃 〃/〃

//////ノ/t61is(?)//////ノ/ノ///ノ/////////ノ///ノ/ノ///////////ノ ノノ/

/////////

N2U(ωk)nl(iU)grsili:kin(Ra)W(L)R(m)[s1(蓉)WBi:slηarms:nta:1(i)#/〃/

〃/〃/〃/〃/〃 〃/〃//〃 〃[r](m)s:B(R)ms/〃 〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃//〃

/////////ノ//////////////////////ノ////ノ////////////ノ

6tUkaneli6gra蓉eliekinaraolurmi惹suvlsalaqa㎞iヨantaeli(?)痒////ノ/

///////ノ//////////erlni蓉barm欝//////////////////////////////

////////////////

N3蓉W〃 〃(nt)a:QLmsi:BWDN:WNWYGWRTuQzWGzuza:yuzY(i)

幸L.〃.〃//〃/〃///〃 〃//〃//.a:WRuQW(N)ugz:W/〃 〃/〃 〃///

/////////////ノ////////////////////////////////////////ノ///

su-////一ntaqalm揃bodunonuyγurtoquzoγuzUzayUzyi1#/〃/////

/////////////0rqun6g鷲z/////ノ ノ/////////////////////////////

/////////////////

N4t(urukQGN:)こQ:lgYiL:wLRm.s:ωrukilηa:ltiwTzY蓉ma:inこ

#uQ/..z.〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃.i(rt)i:nt負:BW/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

///////////////////////////////////ノ////////////////////
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tUrnkqaγanこaqaligyllolum1'蓉t廿rUkeliηaaltlotuzya蓉imael1こ#〃 〃/〃

/////////////////////berti(?)anta////////////////////////////

/〃//////////////

N5YN(a)/〃iTWQzwGzBWDNmN:tir廿QWBRTi:ltmQOm:kn(1)

#b〃(g)/[Q](GN)〃 〃/〃///〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃

〃/〃 〃//〃 〃/〃/〃////〃 〃 〃//〃/〃/〃 〃/〃 〃/〃//〃/

yana〃 〃toquzoγuzbodunuminter聾quvratlaltimqaηfmk614bilgaqaγan

〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃

〃/〃 〃 〃/

N6sUYWRiDilOzmnUηra:Biηa:B舊i:iTi:kyrda:UOdn:Ynt6#(m)D

a:(Q)WiLGTW(Q)[LiLG】 〃/〃 〃/〃///〃 〃/〃//〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃

/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃//〃 〃 〃/〃///〃/〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃

s廿yori'df6zUmUn6ηrabiOaba蓉 買dtlkayrada6ηdUnyanta乙imda孝qofiluγ

toqhliγ//ノ////ノ////ノ////ノ//////////ノ/////////ノ ノ////ノ/////ノ/////

〃 〃 〃 〃 〃//〃/

N7iこgrp:YNaYWRiDmkyra:B蓉inta:Uこbirk茸da:QNsusi#[b

r](1)a:QTltm:nta////////〃 〃///〃/〃/〃 〃///////〃 〃/〃 〃/〃

//〃 〃////〃///〃//////〃 〃/〃/〃 〃////〃//〃 〃//〃//〃/

iこgaripyanayod●dimkayraba蠢intaU6birkhdaqansUsi孝[birl司qatiltim

anta//////////////////////////////////////////////////////

〃///〃 〃//〃/〃/〃

N8irtmQRa:QWm:蓉ms:kugrda:k廿mrTGDa:YRugzda:n6TW(G)#

LG:t(u)r廿k:BWDN(Qa)〃 〃 〃///〃 〃 〃 〃/〃 〃///〃 〃 〃 〃//〃////

〃 〃 〃 〃/〃///〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃/〃/〃

ertimqaraquma蓉miヨk6gardak6mOrtaγdayar6gUzd蕊 Ωこtuγluγ#t廿rUk

bodunqa////////////////////////////////////////////////ノ//

///〃//〃////〃///〃/
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N9Wzms:tign:QNBWLms:QW五YiLQa:YWRiDm:kinti:s蘭s:(lt)

列n司Y:lti:YηiQa:T(WuQ)〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃/〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃

//////////////////////////////////////////////////////////

ozmi恙teginqanbolm1善qohyilqayoridimekintisUηU蓉altlnこ#ayalα

yaりiqatoqidim(?)////〃 〃 〃/〃 〃////〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃//ノ

////ノ//////////ノ////ノ//

N10TWTDm:QTWNiN:nta:ltm:turukBWDN:nta:iNGRW:YuQBWlt

i:nta:k#sra:TQGW:Yi(L)[Qa】 〃 〃 〃/〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃

///////////////ノ//////ノ ノ//////ノ///////////////////ノ ノ//ノノ/ノ////

tutdimqatun茎nantaaltimtU血kbodunantainγaruyoqboltiantakesra素

taqiγuyllqa/////////ノ/ノ////////ノ///////ノ//////////////ノ//1ノ!

///////////////////

N11(冒 頭 に2文 字 分 の ス ペ ー ス あ り)

祕QRLuQ:YBLQ蓉QNp:tza:BRDi:QwRYa:wNuQa:kir

ti:LG叙z)iN:YiLQa:T[uQzTWTuQ】//〃 〃///〃///////〃///〃

////////////〃/〃 〃//〃//BWD,/〃//////////〃 〃///〃 〃/!

/〃 〃/〃 〃./N:TW(Y)p

n～lqarluqyavlaqsaqinfpt証zabardiqu㎡yaonoqqakirtilaγzfn#yflqa

toquz[totoq]//////////ノ ノ///////////////////////////bod/////!

///////////////-fn(?)tuyup

N12(冒 頭 に3文 字 分 の ス ペ ー ス あ り)

YB(GwT)Di:nta:kisra:QqmQGN:wのi:QRaBwDN:iQiL

nこ:¢).素kusgu:YiL[Qay〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃

〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃(TYbil)gaTWTuQG

yabγuatadlantakesraqaηfmqaγanuこ(hqarabodun(亜ihn乙 〃#kUsgUyilqa

//////////////////////////////////////////////////////////////

//taybilgatotoquγ
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N13(冒 頭 に16文 字 分 の ス ペ ー ス あ り.)

〃 〃_.〃/〃.:T_BWDN〃 ギ〃 〃 〃Ti/〃 〃

〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//

〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃//〃 〃 〃/Dm

//〃..../〃 〃.:T..。bodun〃#/〃 〃/-ti〃//〃 〃

〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃///

〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃///〃 〃一dfm

EITWTDm〃 〃/mU(》C)n6Ybi(r)[Yη](iQa)bU(kg廿k)[da]yt(d)m:ki乙(a

Y)R(W)[Q亅 孝BTRrkli:suηsdm:nta:(蓉)n乙(Dmk)UnR[TTLms]tU(n)廿 囘r

lms[b]u[kg]ukda:skzwGz:TwQzTTR:QLmDuQ:kiYηiQ(a):ku(n

T)WGRW:sUηsdm:QWLm:kUηm:BWDNG:tηri:

tutdim/////U乙Un6aybiryaηfqabUkag廿kdayetdimke甜yaruq#batar

ariklisUη 龍dimantasanこdimkUn[artatilml蓉?】tUn6こ 廿rilmi蓉bUkagUkdas註kiz

oγuztoquztatarqalmaduqekiya填qak廿ntuγurusUηU恙dimqulumk助 廿m

bodunuγtaηri

E2yr:YW:bir(ti:nta):菖(n乙D)m:YzuQLGTLG(G)W〃(D)/(tη)ri:TWTa:b

ir酵i:QRa:igl:BWDNG:Y(uQ)Qi(Lm)Dlnbin(B)R[Q亅iN:(Y)iL(Q)[i】(蓉

iN)[Y]W(L)m(D)m:(Q)i(Y)N:Y(Dm)TWRGWRW(Q)WTm:kntU(B)W

D(N)m:tid(m):(w)Dw:(k)1(り)tidm:QWDp:BRD皿lklmdi:yi6al

yerayubertiantasan6dfmyazuqluγatliγiγ//ノtaOritutabertiガqara

egilbodunuγyoqqllmadlmavinbarqfnyllqfsinyulmadimqlyinaydim

turγuruqott1mk註ntUbodunumtedimudukaliqtedimqQdupbardfm

kalmadiyiこa

E3irtln:BWRGWDa;ytdm:turtnこY:TwQz(YηiQ)a:suηsdm恙nこD

m:Y孝iLQi舊iN:BRmiN:QiziN:QwDziN:kIrt(m):bisnこY:wD(w)k
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1ti:skzwGz:TuQzTTR:QLmTi:klti;slηa:kid(n):Yi(Lw)N:QWL:b

rdn:蓉iηR:蓉ipB蓉iηa:tgi:こrgitdm

ertimburγudayetdimt6rtUn6aytoquzyaηiqasU⑳ 蓉dimsanこdfm

yllqisin孝barfminqizfnqoduzinkalUrtimbe恙inこayudukaltisakizoγuz

toquztatarqalmaαkaltisala弓akedinyilunqolberdinsiηar蕊pbaヨi口atagi

こarigetdim

E4krgun:蓉Q蓉iN:菖ipB菖iN:kOra:klti:(Y)GW乙i:slηka:tgi:6r[g]荊di:b

isnこY:TWQzwTzQa:su勾sdm:nta:ヨn6Dm:slηka:蓉iQa:首n6(D)m:Y

ziQiltm:nksi:slηa:QWDi:BRDi:bn:slηa:k(　 ca):WDW:YWRiDm:s

Uηsda:TWTp:WNriTm:

k瓢rg且nsaql蓉ln蓉ipba蓉ink6rakaltiayγu～5isalaζ1akatagi乙arigladi#

besin乙aytoquzotuzqasUη 擁dimantasanこdimsalaηakaslqasan乙dimyazI

qiltimUk鰭isal鋤aqodibardib蕁nsalaηak飴auduyorldlms助U蓉datutup

onaridtim

EsTYbilga:TwTuQ:YBLQiN:uこn:birkiTLG:YBLQiN:u乙n:QRa:B

W#DNm:Oltη:ytdη:YNa:iこk:Ulm乙i:ytmこi:sntidm:yi6a:isg:kU己

gbirgl:tidm:kiYkutmklmdi:skzn6Y:birYηiQa:suYWRiYiN:t

id皿:TWG:T蠢iQR:rkli

taybilgatotoqyavlaqfnUこUnbirekiathγyavlaqfnUこUnqarabodunum#

61tUηyetd均yanai乙ik61ma6iyetma乙isalltedimyiこai蓉igk廿 こ茸gbergil

tedimekiaykUttimkalmadisakizinこaybirya垣qasUyoriyhltedimtuγ

ta舊lqararikli

E6ylma:ri:klti:YGi:(k)[1](i)r:tidi:YGiN:B蓉i:YWRiYW:klti:skzn6[Y]

#:kiYηiQa:6iGltR:kulta:Q舊WY:≧zu:soOsdln:nta:導n己Dm:nta:WD

W:YWRiDm:WLY:bisygrmika:kyra:B蓉i:Uこbirk廿da:TTR:birl

a:QTi:TWQiDm:ヨiηRi:BWDN
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E7

E8

E9

yalm註arikaltiyaγikalirtediyaγlnba蓉iyoriyuk豼isakizin乙[ay]#eki

yaηlqaこfγlltlrk61taqasuykazUsUη 龍dimantasan6dimantauduyoridlmolay

be蓉yegirmikakayraba蓉iU乙birkUdatatarbirlaqatitoqidlms功ari'bodun

iこkdi:恙iηRi:B(WDN)/〃 〃a:kirti:nta:YNa:tusdm:Utoknirin:#(Q)i

蓉LDm:YGDa:BW蓉Na:BW蓉NLDm:ki:WGLma:YBGW:恙D:Tbirt

m:TRD蓉:tuls:BWDNQa:birtm:nこp:BR忌:YiLQa:こikTpa:YWRiD

m:(k)intY:tUrt:ygrmika:kmda:

iこikdis功a【ibodun/////卜q]a(?)kirtiantayanatU舊dim6tUka且irin孝

qi蓉1adimyaγidabo蓉unabo恙unildlmekioγlumayabγu蓉adatbertimtardu舊t61is

bodunqabertimanこlpbarsyilqaこiktapayoridimekintiayt6rtyegirmika

kamda

TWQiDm:WLY〃 〃/(ut)[ukn亅:(kd)n:Wこ(inta):tiz:B忌i[nt】(a)Q(蓉)RQ

WRD【N]紬rgnnta:ittdm:こiTnta: .TuQiTDm:YYnta:YYLDm:YQ

a:nta:YQLDm:blgumn:bitgmnnta:YRTTDm:nこp:WLY(i)L:kuzn:i

lgrO:YWRiDm:TTRG:YTDIn:TB蓉GN:YiL:

toqfdimolay/////6tUkankedinuこintatezba蓉lntaqasarqurldfn孝6rgin

anta弓titdimこitantatoqftdimyayantayayladimyaqaantayaqaladimb翆lgUmin

bitigiminantayaratitdlmanこipolyllkhzUnilgarUyoridlmtatarfγayltdlm

tavi蠶 γanyil

bisn乙YQa:tg[i]/〃/〃 〃 〃/〃[WLW](YiL)Qa:U〃 〃 〃B蓉:/#〃(恙)u

ηzB蓉i:nta:iDuQB首:kidnta:YBヨTWQ蓉:bltrint(a):(nta)YYLDm:u

rgn:nta:YRTTDm:こiTnta;TuQiTDm:BiηYiLLQ:tumn:kunlk:b

itgmn:blgUm
、nnta:Y忌iT蓉Qa:

be蓉in～layqatagi//////////[ulu】yllqa/////ba蓉//孝//a蓉6η{izba恙inta

iduqbaヨkedintayava忌toqu蠶baltirintaantayayladim6rginantayaratitdlm

こitantatoqitdimbiηyilliqt廿mankUnlUkbitigiminbalgUminantayasi

ta蓉qa
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E10YRTTDmTW(uQiT)[Dm]〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃/____#//〃 〃

〃 〃/〃N(y)ma:._YG(i).〃..ms:urη[b]ggQRa[Q]WLuQG:NiWLR

ms:QiRQz:Tpa:riDms:sizT蓉iQq:6ikgT忌GRo:timsimnT訌QYi

N:tims:kurBWDQLiDa:

yaratftdimtoqitdim//////〃/〃///〃//〃 〃#///〃 〃yama/〃 〃/

/〃/-mi醐rUηbagigqaraqulluquγanl<hza>olurmi'蓉qlrqiztapaaridm1'蓉siz

ta蓉iq功 乙ikigta導 γari'Otemi蓉manta蓉iqayfntemi蓉k6rbudaqahda

EllQB蓉Lm:tims:氓 〃 〃 〃 〃 〃///〃/〃 〃/ti皿s_..孝////〃 〃//〃

//〃///〃/〃 〃//(T)[W](Qz)[Y】(η)i(Q)[a]:suYW(RiD)[m]/〃..(T)WT

uQ:B蓉N:6ikTpa:Biηa:iTm:isiyrTpa:zriTm:kurtidm:QiRQzQN

i:k賈gmH:irint(a)

qaマ踏alimtemi酬/〃//////〃//〃//temi蓉//〃#〃 〃 〃 〃///////

〃 〃 〃/〃toquzyaηlqas茸yo且'dim〃 〃totoqba蓉inδiktapab功aidtime蓉iyer

tapaazarIdt1mk6rtedimqirqlzqanik6gmanirinta

E12(小 断 片 の 形 状 か ら,こ の 行 は 大 断 片 の 途 中 か ら始 ま る)

/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃R/.rms:ylmsin:is:yriqr賈=iDms:ylms

in:m岡rnta:B蓉m忌;TiLTWTms:QNiq(a)

////////////////amli蓉yalmasine蓉yeriO缸Uidmi'蓉yal皿asin

manigarantabasmi蓉tiltutmi蓉qaniηa

S1〃//rklti:QRLuQ:isiη(a):klmduk:tidi:rn.(tu)QRLuQ:T〃/#////

〃 〃/〃Gmbh(R)〃 〃.rtsn[gzg]:RQRB(ヨ)[i]:Tw薈i:nta:r:Qm(蓉)ltN(Y)nt

aヨ 〃 〃:kこdm:(b)irygrmn乙Y:s(kz)ygr[mika]〃//(Y)WLuQD[mBW】L

こW:ugzda:u乙QRLuQG:

/〃arkaltiqarluqe蓉iηakalmad廿ktediaran/〃qarluq/〃#〃 〃///〃

〃 〃 〃artiヨ6g紅zUgarqarba蓉ito忌intaiirqami'蓉altlnyanta/〃/kaωimbir

yegir皿inこaysakizyegirmika///yoluqdimbol乙u6gUzdaU乙qarluquγ
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S2

S3

S4

S5

nta:(T)uQiDm:nta:YNa:tus[dm]:(乙)ikBWDNG:Biηam:s茸ra:klt[i】:/

/#"/〃 〃(t)izB蓉i:6iTmnYYLDm:YQa:(nt)a:YQLDm:(6)ikBwD

NQa:TWTuQ:Tbirt(m):i蓉BR蓉:TRQT:nta:nこWLD[m]//〃 〃/〃 〃 〃

〃//〃r(k1)ti:QzLuQ:kulta:

antatoqfdlmantayanatU営dimこikbodunuγblηamsUrakalti〃#//〃/

tezba恙16賁fminyayladfmyaqaantayaqaladim6ikbodunqatotoqatbertim

i蓉barastarqatantaanこuladim〃/〃 〃 〃//〃//〆arkaltiqazluqk61ta

〃[TjG[D】a:k"r[ti]:YGi(kl)ir(t)ip:YW:k(1)ti:bisygrmika://孝 〃 〃/〃

(T)YGN:k削ta:tirltm:bidgu乙ir:nta:iT(m)国(k)lti;QRa:YwTLQN:k

6p:klirti:[ηR1:WTRW(Y)WR(iD)[ml/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃BW

LTi:QRLuQ

//taγdak6rtiyaγIkalirtΦayukaltibe蓉yegirmik誤//#///tayγank61ta

teriltim註vedgU6iarantafdtim[ar]kaltiqarayotalqanka乙ipkalirti[aOar]utru

yori'dlm//〃 〃//〃///〃/〃//〃boltiqarluq

[Tp](a)ri(D)ms:T〃 〃//tims:iこra:b(nB)WLGYiN:tms:T蓉DntN素 〃

〃 〃 〃/(Yi)N:tms:B蓉miL:YGiDp:bmrUBRDi:N【iiこ 亅(g)rmdm:T恙D

ntN:u乙QRLuQ:aこiDuQT(Gut)ukn〃/〃 〃 〃 〃/〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃

,.[U}tUkn[ta](b)n

tapaaridmi'舊/〃///temi恙i6rabanbulγayfHtemi蓉ta蓉dlntan#〃 〃/-ayfn

telni善basmflyaYidip註vimarUbardianh6garmadimta恙diHtan況qarluq況iduq

taγ6tUkan////////////////////////////6t廿kant註ban

..i:nta:T〃 〃 〃(lt)[n司(Y)【b]i(rW)TzQa:s助sdm:nta二(蓉)n乙Dm:驚nyk#

[こP]〃 〃 〃 ・9:TwGWRW:忌n6Dm:nta:utru:t廿rgs:QRLuQGTBRiN:Lp:b

in:YWLip:BRm蓉:bma:ωs[dm】 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/.。 。

〃/anta/〃 〃a1直n6aybirotuzqasUηU蓉dimantasan6dimi6Uykadp#〃/-g

toγurusan乙dlmanta6trUt怠rgi舊qarluquγtavarillalipavinyulipbarm冗 蓉avima

tU舊dim〃/〃 〃/〃//〃//〃//////////////
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S6(Y)[Gi]BW(L)〃//〃 〃/〃/〃 〃TWRp:yri(n)Tpa:(B)RDi:Ni.#〃//

/(YG)RW:YGRDQN:skznζY:bnWDW:YWRiDm:bmn:rsgunta:Y

WLa:kulta:QWTm:nta:irt(m)〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃//〃////〃

〃 〃/〃 〃

yaγfbol一//////////////turupyerintapabardianl孝///////////////

sakizin乙aybanuduyorl'dfmaviminarsagUntayulak61taqottlmantaertim/〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 ノ〃 〃/〃//〃/

S7B蓉mLGQw///////////////nδ(Y)birw(T)zQa:QRLuQG:Y

Q(nt)#【aW1(D)iYWGRa:YR導Da:sUsin:nta:恙nこDm:bi:WNkUn:Uqra:U』

rkpBRm導:nta:YNa:YWRip:tUsdm:R/〃 〃//〃/〃 〃/〃/〃/〃///

〃//〃 〃/〃//〃 〃

basmiliγqodup(?)///////////aybirotuzqaqarluquγyaqinta素utdi

yoγrayari忌dasUsinantasan乙dlmavionk藤n6ηraUrkUpbam1鶯antayanayori'p

t廿蕁dim///////////〃//////〃 〃//〃///〃////

S8birygrm(nこ)[Y]//〃////〃/〃///..D(m).../W..BWD(N)#[ηa](k)i

rtm:ir揃nta:TLQ(m)nta:ytdmヨNwQi二TBG6DQilWGzlt"r

uk:T[蓉Q]ms:nta:QTLm葦:nta:bgl[r]〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃/

biryegi㎜inδ[ay}/〃//////〃///sanこdim(?)〃///bodu血'qa孝kirtim

irlUntatalaqfmi'ntayetdima蓉nuqltavγaこdaq1oγuztUrUkta讖qmi'蓉antaqatnmi'蓉

antabaglar///////////////////////////////

SgmnOsU(m):驚_.〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃.,__〃#/〃a:bisyUz:kdm

lg:YDG:birki:蕊p:klti:kuηm:QWLm:BWDNG:tηr(i)yr:nta:YW(b

ir)ti:nta:舊nこD(m)〃///〃///〃/〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃////〃//〃/

maniqsUm配///〃/〃 〃//////////////〃/#//be恙yUzkadimlig

yadaγbirekisa蓉ipk瓠tikUηUm.qulumbodunuγtaηriyerantaayubertianta

san乙dlm///〃//〃//〃////〃//〃///〃///
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S10ntaBWDN:i6k(ti)〃 〃//〃 〃 〃//〃r〃/dg〃 〃 〃#〃/(QRL)uQTp

a:tzp:kirti:nta:YNa:tusp:WRuQWN:BLQLG:bltr[i]nta:lUrginin:nt

a.:Ur(g)[p](n):itt(dmこ)./〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/ノ 〃 〃//〃/〃 〃 〃 〃 〃/

antaboduni～iikti//////////////////////////#///qarluqtapatazip

kirtiantayanatU導Uporqunbahqlfγbaltirintael6rgininanta6rgipanetitdim//

/////////////ノ//ノ ノ/////ノ/

S11(上 部 が や や 狭 い 碑 石 の 形 状 に よ り,最 上 部 に は テ キ ス トが 存 在 せ ず)

〃/こY.〃 〃 〃 〃 孝/〃 〃/〃 〃 〃bir[yg](r)m

nこY:ygrmika:QRa:BwLuQuηdn:善WuQQ:YWLi:nta:こiglTWTuQ

〃///(Q).(i)/〃(b)〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃//〃//〃/

///〃//〃////孝//〃//////biryegi㎜in乙ay

yegirmikaqarabuluq6ηdUnsuqaqyulianta～iigiltotoq/////////////////

/////////////

S12(上 部 が や や 狭 い 碑 石 の 形 状 に よ り,最 上 部 に は テ キ ス トが 存 在 せ ず)

〃 〃 〃 〃/〃#〃 〃 〃 〃/〃/〃.〃/.RN:TWGR

GWG:k6UrU:(b)〃ynk(i)〃(WR).:蓉nこDm:(QR)LuQ:B蓉mL〃/〃..:tir

lp:(W).〃 〃/〃/〃//〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃/

/////////#////////////////tuγruYuγ

ka甜rU/〃/////〃san6dimqarluqbasmil//////tirilip///////////

/////////

wlk(lti)/〃.QRLuQB(wDN)/////〃//〃//〃 〃 〃/〃//〃 〃/〃//

/b〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃#/〃 〃/〃m〃 〃.〃/〃.di:QN./〃//〃 〃(d)p(s

k)[z]n6(Yu)こYOiQa:(Y)WR(iD)[m]/〃//〃//〃//〃//〃//mTN//

/〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃//〃//〃 〃//[Q亅RLuQtirgi:BRi:turgska:k[i

rti]//(Y)Nat(U)sp
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kalti///qarluqbodun//////ノ/ノ///ノ////////////ノ////////ノ///

〃//#〃//〃/〃 〃 一di///〃 〃/〃/sakizin6ayh乙yaηiqayo直 ●dim〃 〃 〃

/////////////////////////////ノ////////qarluqtirigibafi'<p>t廿rgi蓉ka

kirti//yanatU蓉 廿p

W2(W)Nn6Y(ki)YOiQa:B..〃/〃//〃/〃//〃/〃/〃 〃 〃///〃 〃..ms

i.〃 〃 〃 〃 〃/〃#/〃 〃///:.b...s:...。//〃 〃 〃//〃/(k)1(ti):YiR(iYa)/

/ms:〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃////〃 〃 〃Y.1こ 〃a:T.(ソS)〃/〃//〃/〃 〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃【tu]sdm:nta(Y)QGRw:B首ml:QRLuQ:Y(uQB)[wL]Ti:uQw

hYiLQa

o且un6ayekiyaηiqa〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃////〃//〃 〃/temi蓉i(?)

廿こ(?)〃/〃/孝/ .〃/〃////〃/////////////////k瀬iyl直ya//-mi蓉 〃 〃

/〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃tU蓉dimantayaqaγarubasmnqarluq

yoqboltiqohyilqa

W3〃/daWL(R)T(m):(YY)LD(m):b〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃///〃/〃 〃 〃//〃

/〃 〃 〃 〃ms:TBGこQNi(Q)W(R)#[i](Yat)zpBR(m)s:W/〃.si:br/tz(a

蓉)〃/WGLin:Q(WTDm):i〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃Y/〃 〃 〃 〃/〃(k)i

BW(D)N.〃....〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃//_.g:TWQiDm:nta:WLRp:b

iqa:i(t)m:uQWTYRTGTWGiN

/〃 一daolurtfmyayladim//////〃 〃/〃///////////〃 〃/〃//-mi蓉

tavγ 麟qaniquriya孝t註zipba㎜i蓉 〃/〃/〃 〃/oγlinqotdim/////〃/〃//

/〃///〃/////〃//-kibodun//////〃/〃//〃////〃/-gtoqidlmanta

olurupaviqaettimqutyaratlγtuγin

W4bmkO:/LQW〃 〃BR(Dm)〃/〃/[B]W(D)NG:uQW(T)/〃 〃 〃//〃 〃

〃 〃 〃 〃/(m):LG.///BW./〃 〃#〃 〃 〃(b)ma:kintiY:LTiYOiQa[t

司sdm:TQGWYiLQa:W(LR)Tm./〃/〃/〃 〃/〃 〃 〃//.:k〃 〃/〃 〃

〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/.WGLibirdi:(W)n乙(W)G蓉hGY

wuQfQiLms:n6P:klti:kiiQizin:
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avilnkeη////////bardlm///////bodunuγqut//ノ////〃/////〃/

//////////////孝/////avimaekintiayaltfyaηiqatU舊dimtaqiγuyllqa

olurtlm/〃 〃/〃 〃 〃//〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃////〃/〃 〃/〃 〃 一γahberdi

on6uγu蓉ahlγyoqqflmi蓉anこipkaltiekiqizin

W5(T)pGb(r)圓 〃 〃 〃 〃 〃r//〃pB(R)[T](6)i:/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/i/ .(b

m)W(L)./〃////////〃 孝〃//〃 〃 〃/(uQW)Tηa:YzmYi(n)tdi:Y(η)L

m(Y)田(n)tidi:[y]iこ(a):BW(LY)i(n)//〃/〃 〃//〃 〃/〃k///〃//〃 〃//

〃 〃/〃 〃_./〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃..6g(n)蓉W(GD)QTBG乙Qa:s1ηda:B

YBLiQ:YpTibrtm:

tapiγber[ti(?)]〃 〃/〃//〃//〃 一pbarta乙i〃////〃/////avimol(?)

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 孝〃 〃//〃qutiηayazmayintediyaηnmayintediyi6abolayln

///〃////////////////////〃////////////////////〃/////

suγdaqtavγa乙qasalaφdabaybaliqyapltfbertim

W6.i/〃 〃/〃/〃 〃 〃//〃 〃 〃ylW/..〃//.//〃i/////〃 〃 〃////m

/〃/〃/〃 〃/孝 〃/〃 〃////〃 〃//〃TW(Gin)〃//〃 〃//:QB蓉(p):klt

i,。n〃 〃 〃//〃//〃//birWT(z)Qa/〃/〃 〃 〃//〃/〃..〃 〃../

//////〃/////〃//〃///(Qa):nta:話nのm:YR蓉GWLG:R(a);(y)tUkB

蓉intRa:

/////〃/〃//////〃///〃//////〃/〃/////////〃/〃//〃///

//嵳//////////////tuγln/////////qavlヨlpkalti////////////birotuzqa

////〃///////////////ノ 〃/〃/〃///-qaantasan6dfmyaffヨaγuluγara

yatUkba蓉lnt<a>ara

W7〃/〃 〃/〃 〃/〃////〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃/〃 〃#〃 〃 〃 〃 〃///〃/.tUmn..R(Q)/〃 〃 〃 〃 〃 〃///恙11こDuQy

rd[a]////////////////////////////ノ/////////////////////////////

/〃///〃/〃/〃6(U)[ki]ntiY:(lt)i:yigrmika:醗TWGLG
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/////ノ///ノ/////ノ///////////////////////////////////////

//#/〃///////////tUman/〃 〃/////〃//sanωuqyerda//////〃//

////////////////////////////////////////////ekintiayaltiyegi】 ㎜ika

u～ltuγluγ

W8(tu)[rUk]〃/〃1/〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃//〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//

////ノ///ノ 孝////////////////////////////////////////////////////

.//////////////////////////////////////////////////////////////

〃 〃 〃 〃/〃(nta):QTWN:yigniUzblgab雌i:

tUr廿k///////////////ノ//////////////ノ////////////////////

///#//////////////////////////////////////////////////////

ノ/////////////////////////ノ/////////////antaqatunyegani6zbilga

bUfii

w9〃QwYi/..。.〃 〃 〃//〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃

//////////孝///////////////////////////////////////////////////

/////////////////////////////////////////////ノ////////////////

〃/〃 〃 〃 〃 〃 【Biη 亅Ywnt:Q(Lms)ωmN:(uQ)wi:Q(Lm)s

///////////////////////////////////////////////////////

ノ/#/ノ///////////////ノ///////////////ノ/////////////////////

/〃//〃///〃/〃//////〃/〃////〃/〃//[b幻]yuntqalmi蓉tOmanqo五

qalmi蓉

Extm・a(BetweenEast-sideandSouth-side.=S,abyRamstedt)

〃 〃.gG〃 〃 〃/〃 〃 〃//〃 〃Qa):/kidt/〃Ga:Bam舊Ti:WLTW(m)/

〃 〃 〃/〃bilm[z]〃 〃iN:B(R)乙a:tUkp:tza:

〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃//〃/〃////〃 〃bamiヨatlol(?)〃 〃/〃 〃bilmaz(?)

//////bar～iat茸kaptaza
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Extra・b(BetweenEast-sideandSouth-side.=S.bbyRamstedt)

/〃 〃 〃 〃 〃 〃yUgr:g.〃 〃 〃(b)gnig:b(n)〃 〃 〃/〃 〃T。 〃.g:T...d

m:BWnこa:btgg/〃 〃/〃

/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃bagnigban(?)/〃/〃//〃/////-dimbun乙abitigig

/〃/〃

Extra・c(BetweenSouth-sideImdWest-side.=AmRande+S.13byRamstedt)

〃[s司B菖ib(ny)/(i)tb(r):biOYWntt(u)mn:uQW螽:b(nQ)W〃 〃/(蓉)nこ

Dm:WQ.〃 〃RTGヨ 〃 〃 〃/〃(nt)〃/(W)/〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃t茸s(d)m

////..a

//[sUIba蓉Ibiin/////biηyunttOmanqo五ban/〃/sanこdlm//////////

〃/////////////////////////〃t鰭dim〃//

ExIra・d(BetweenSouth-sideandWest-side.

West-slde)

〃 〃 〃/〃dm:[k]1(r)tm

〃 〃/-dimka1血tim

BetweenupperpartofExtra-cand
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(2)英 訳Englishtranslation

NITaηridaBolmi菖('∫ ∫.:havingcomeintoexistencefromheaven,orheavenly-

bom)ElEtlni蓉 伽.:havingorganizedtherealm,orstate-founder)Bilg註(wise)

Qaγan〃///////〃/////////〃///〃/////T61is(?)/〃.///〃//////

///.///////ノ///////ノ/////////////ノ////////ノ ノ////ノ1///////ノ/

///ノ//

N21heardthathehadbeensittingonthethrone(orhadrcigned)betweenthetwo

lands,i.e.,landofOtUkanandthatofOgra蓉.Iheardthattheriver(inquestion)was

Salaηa,Therethatcountry〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/イ/〃 〃./1heardthattheylivedand

behavedinanindependentstate///////////////////////////////ノ//////

/////////////////////

N3(someYaγlaqarnoble).menwhohadremained(orsurvived)at*****/〃/

overthepeopleofOn-Uyγur(``Ten-Uyγurs")andToquz-0γuz(``Nine-0γuz")

forahundredyears///////////////////////////////theriverOrqun/

////////////////////////////////////ノ/////////////ノ/////////////

/////ノ//////////ノ/////ノ

N41heardthattheT廿rUkQaγanshadsatonthethrone(or.hadreigned)exactlyfbr

fi負yyears.Atmy(i.e.磨 延 啜Moyanchuo)ageoftwenty-six(A.D.739),duhngthe

reignoftheTUr直ks,one***edpeacefむ11y〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃.There〃 〃/〃 〃

////ノ///ノ////////////ノ/ノ//ノ/ノ////////////////ノ/1///ノ/////////.///

/ノ////////////////

N5Havingcomeback(orOnceagain)/〃/〃 〃 〃 〃Icollectedandassembled

mypeople,theNine-0γuz,andtook(controlof)tkem.MyfatherK61Bilga

Qaγan〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃//〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃

//ノ//////////////////ノ/////////////////.///////ノ/////1//////ノ//

///ノ/〃
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Nll

thoughtsagainstus),andescaped(orranaway)(ffommyrule) .Theyenteredinto

(ortookrefugein)(thelandof)theOn-Oq("Ten-Aπows",i.e.WestemT舳ks)in

(24)

N6The㎜yst飢edacampaign .Hesentmeasaleaderofaregimentconsisting

ofathousandmentotheeast.WhenIretumbackffomtheeasttoKayra ,〃 〃

〃/〃/withsheepandlambs/〃/〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃//〃 〃 〃/

〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃///〃 〃 〃///〃 〃/〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃

/〃//

N7havingsubdued/〃Imarched(withmyanny)onceagain .AtO乙 一BirkUin

theriver-headareaofKayra,Ijoinedup[with亅thegα η(=myfather)'sa㎝y .

Then〃/〃/〃 〃 〃///〃//〃/〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃///〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃//〃/〃 〃 〃 〃

//////

N81reached////.TowardstheTUrUkpeoplewiththreestandardswhohad

(already)passedovertheQara-Qum(i.e.Black-sallddesert)andsettledat

K6gar,mountK6mnr,andtheYarriver,〃//〃////〃 〃///〃///〃////

〃///〃 〃/〃/〃///////////〃///〃///〃 〃///////〃//〃///〃

〃/〃//〃/〃 〃/〃

NgIheardthatOzmi首Teginhadbecomeg伽(oftheTUrUks).IntheSheep

Year(A.D.743),Imarched(withmyamly).Onthe6thdayofthe6thmonth ,

[1]beat(theenemy)[il1]thesecondbattle.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃

/〃 〃 〃(A.D.744)〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃/〃/〃//〃/〃 〃//「 〃//〃 〃/〃 〃

/〃/〃/

NlOIseized(Ozmi蓉Qaγan).ThereIcapturedhisgα ∫μη(hiswif6) .Thereafterthe

TUrUkpeoplehasceasedtoexist.ThereuponintheHenYear(A.D.745),〃 〃 〃 〃

/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃//

〃 〃 〃 〃(A.D.746)/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃//

theU乙 一Qarluq(``Three-Qarluqs")contemplatedevil(orindulgedinhostile



thewest.InthePigYear(A.D,747),nine['o∫ogs】 〃//〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

/〃/people(?)〃/〃 〃//./〃 〃 〃 〃Havingperceived〃 〃/////〃 〃/,

M2he(myfather,K61BilgaQaγan)nominated(me)asyα わγ砿Afterthis,myfather,

theQaγan,died./〃//theactionsoK?)theco㎜onpeople,intheMouseYe訂

(AD.748),〃/〃//〃///////〃////〃 〃/〃/〃/[Weexpectaroundhelea

descriptionoftheaccessiontothethroneofMoyanchuo,]/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃

〃TayBilgaTotoq

N13〃 〃///〃 〃//〃/people/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 ノ

〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃/〃[IntheOxYear

(AD.749)】 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃/〃!/〃/〃 〃/〃////〃//〃/〃 〃/〃

ノ////1***edand

E1

E2

E3

Itook〃/〃 〃 。〃 〃 〃ollthelstday.ofthethirdmonth(A,D.749),Iovertook

(theenemy)atBUkagUk.Intheeveningwhenthesunwassetting,Ifoughtand

defbated(them).there.AtB廿kagUkwherethedaywas[destroyed亅andthenight

wasextinguished,theS顏dz-0γuz(``Eight-0γuz")andtheToquz-Tatar(``Nine-

Tatars")didnotremain(orsurvive).Atthedawnofthe2ndday,Istartedthe

battle.Theheaven-god

andtheearth-goddeignedtotell(me)thatthe(Tufkic)peopleweremy(i.e.the

Qaγan's)slaves.ThereIdef6ated(them).The*****heaven-goddeiglledtocatch

thesi血1notables(角rme).1丗dnotextinguish(ordesαoy)theordi町co㎜on

people.Ididnotpluckout(ortakeup)theirtents,householdgoodsorlive-

stock.Iprescribed(their)punishment.(However)Imade(them)standupand

settled(themindailylif6).Itold(them),"(You),myownpeople!",and"Come

andfollow(me)".IIeft(them)aloneandwentaway.(But)theydidnotcome.

Ipursued(them)asbefore

andcaughtup(withthem)atBurγu.Onthegth(or29th)dayofthe4th
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E4

E5

E6

E7

month(A.D.749),If6ughtanddefeated(them).Icarriedofftheirlivestock,

movableposessions,(unmarried)girlsandwidows.Inthe5thmonth,they

cametofollow(me).(Thepeopleof)theEight-0γuzandtheNine-Tatarscame

entirelyover(tome).Isetthearmyinthewestof(theriver)Salapaasfaras　
theriver-headareaofSiponthesouthsideofYilun-Qol.

They(theenemy)came*****andcalculativelyscoutedtheriver-headaleaof　
Sip.Theα)ノ γ躍三ガdeployed(?)theannyupto(theriver)S瓠aηti.Onthe29thofthesth

month(A.D.749),Ifoughtanddefeated(theenemy)there.Idrove(theenemy)into

the(edgeoftheriver)Salallti,andIdefeated(them).Isuplessed(them)(lit.lmade

且attened).ManyofthemwentdowntheSalaηa.IcrossedtheSalaηaandmarched

pursuing(them).Icaptured(someofthem)inabattle,andIsenttenmen(outof

themasmessenger).

Isaid,``BecauseofthewickednessofTayBilgtiTotoq,alldbecauseofthe

wickednessofoneortwonotables,mycommonpeople!,youhadtodieorgotlost,

submit(tome)agail1.(Then)youwillnotdieorgetlost."Isaid,``Servemeas

bef6re."Iwaitedfbrtwomonthsbuttheydidnotcome.Onthelstdayofthe8th

month(A.D.749),Isaid,"Iwillsetoutwiththeamly."Attheverymomentwhen

thestandard(ofmyarrny)wasgoingtosetout,

reconnoitringmencamein.Theysaid,"Theenemyisco血ng."Theco㎜ander

marchedwiththeenemyandcamenear.Onthe2nddayofthe8th[month], 　
Imarchedalong(theriver)QasuyfromthelakeCfy1'1ti'r,andfoughtanddefeated

(them)thele.FromthereIchased(them).Onthe15thdayofthesamemollth,we

(lit.:`1')fbughtajumblingbattlewiththeTatarsandbeat(them)atU6-BirkUinthe

river-headareaofKayra.Halfofthepeople

surrendered(tome)andhalfofthepeopleelltered【into]*****.Iturned

backfromthereanddismounted(tosettledown).Ispentthewinteronthenorth

sideoftheOtUkiin(mountains).IgotridoftheenemyandbecamefI-ee.Igavemy
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twosonsthetitleofyα わγ配and諏4.IgavethemtothepeopleoftheTardu9-section

andoftheT61is-section(astheirleaders).Somuchforthat,intheTigerYear(A.D.V、
750),ImarchedtowardstheCiks.Onthe14thdayofthe2ndmonth,Ibeat(them)at

the(riversideof)Kiim.

E8【Onthe.***thday]ofthesamemonth,Ihad(my)thronesetupthereatthe

westernextremityoftheOttiktin(mountains),attheriver-headareaoftheTez,

andtothewestofQasar.Ihadastockadedrivenintotheground.Insummer,

Isettledoursummercampthere.Ifixedthefrontier(ofmyrealm)there.Ihad

mysignandmemorialrecordinscribedthere.Somuchforthat,intheautumn

ofthatyear,Imarchedeastwards.IcompelledtheTatarstoinquiry,

Eguntilthe5thmonthoftheHareYear(A.D.751),〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃.Inthe

[Dragon]Year(A.D.752),Ispentthesummeratthecon且uenceoftheYava蓉

andToqu首(rivers),inthewestofIduq-Ba9(whichis)intheriver-headareasof

〃 〃 〃 一Bagand〃/A首Oηtiz.Ihad(my)thronesetupthere.Ihadastockadedriven

intotheground.Ihad.mymonumentalrecordandsigntolastforathousandyears

andtenthousanddaysinscribedonaflatstonethere.

E101had(thememorialstone)drivenintotheground.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃

〃 〃 〃/〃andIheardthat/〃 〃 〃 〃 〃Iheardthathe(theYabγuoftheQarluqs?)

ruled<ove>white(noble)Bagsandblack(common)slaves.Iheardthathesenta 　
man(asmessenger)totheQ的fzandsaid,"You,setoutandbringouttheCiks!

ThenIwillsetoutmyself."Ihealdthathesaid,"Look!

EllLet'sassembletogetherattheBudaqalforest!"/〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃 〃

ノノ/Iheardthathesaid!!/////////////////////////0nthegthday,ソ
Imarchedwithmyarrny.IsenttotheCiksaregimentofathousandmenwith

****Totoqas(their)commander .Isentafewpeople(asmessengers)tothe

landofhiscomrade.Isaid,``Look!(or,Obeyme!)"IheardthattheQl'rql'zQan

///〃/〃 〃/〃 〃/〃onthenorthsideoftheK6gman(mountains).
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E121heardthathesenthisreconnoitringsoldierstothelandofhiscolnrade.Iheard

thatmymenmadeasurpriseattackonhisreconnoitdngsoldiersthereandcaptured

asoldierwhoinfb㎜s:"*****menc㎜etohis(Qilqfz's)Qan.

S1

S2

S3

S4

(However)theQarluqsdidnotcometotheircomrade(or,theydidnot

cometothecomradeoftheQarluqs)."(Thus)he(theinformer)said.Themen

〃///theQarluqs/〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃/〃/1crossedtheArti蓉

riveratthepoo1?(Qrpond?)oftheriver-headareaofArqar,【because】men

[spread?,orsupported?]reed(raft?,orbridge?)atthelowerside.Onthe18th

dayofthellthmonth,Imet*****ontheway.ThereIbeatthe(troopof)

Three-Qarluqs(situated)aroundtheriverBo16u.

Iturnedbackfromthereanddismounted(tosettledown).Myregimentofa

ソ
thousandmencamedrivingtheCikpeople.〃 〃 〃 〃 〃Imadethesummercamp

within(?)mystockadeof(?,orbuiltat?)theriver-headareaofTez,Ifixedthe ソ
frontier(ofmydominions)there.InominatedatotoqfortheCikpeopleandthen

presented(themwiththetitlesof)励 αrαsand'αrg硼s.〃 〃/〃///〃 〃/〃/〃

〃 〃aman(ascout)came.

Hesawfromthemountain***nearthelakeQazluq.Hecame,saying

``Theenemyiscoming
."Onthel5thday,////ノ//1(andmyarmy?)

assembledatthelakeTayγap.Idispatchedaroyaltent-maker(asentourage)

fromthere.(The?)[man]came.PassingoverQara-Yotalqan,hebrought

(them).Imarchedagainst[theml.///////〃/〃///////////////〃/〃/

/////〃/theybecame///////

Iheardthathe(amanoftheBasrni'ls?)sentmen(soldiersorscouts?)towards

theQarluqs.Iheardthathesaid〃//〃 〃/〃 〃 〃.Iheardthathesaid,``Inside,

Iwillproduceastateofdisorder,"and``Fromoutside,Iwill*****."Becoming

myenemies,theBasmi'lswenttowardsmy(royal)tent.Icouldnotsubduethem.
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Fromoutside,theThree-Qanuqs〃/〃/〃 〃thethreesacredmountains,i.e.(Mt)

OtUkan,(Mt.)*****,and(Mt.)*****,///〃 〃/〃 〃/〃/〃// .At

OtUkan,I

S5***ed〃 〃 〃 〃the爬.Onthe21stdayofthe6thmonth(A.D .753),Ifbughtand

defbate4(them)thele.PassingoverI6Uy,Irouted***吝*straightly.Iheardthatthe

T廿rgi恙thereupontookthemovableproperty(fnainlyIivestock?)oftheQaduqsand

pillagedtheirdwellingsandwentaway.Idismounted(tosettledown)atmy(royal)

tent.//////////////////ノ////////////////ノ//ノ///////ノ/

S6becomingenemy〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃//standingup,theywenttowa1dstheh・

Iand.〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃inthe8thmonth,.Imarchedoutpursuing(them).Isetupmy

(royal)tentatthelakeYulainArsagUn.Ipursued(them)fh)mthere.〃/〃 〃 〃 〃

////////////////////!////////////////////////

S7[Leaving?]theBasmils[alone?],〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/onthe21stdayofthe**th

month,he[defbat】edtheQarluqsnearathand.Iroutedtheamlyat(theplainof)

Yoγra-Ya且'蓉.Iheardthattendaysago
.theyhadgoneoffwiththe辻tentsinafhght.

Imarchedback丘omtheleanddismounted(tosettledown).〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

/////////ノ////////ノ ノ////ノ

S81nthellth[month](or,Onthellthdayofthe**thmonth),1【routedthe

enemy?】 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃Ienteredamongthepeopleof*****.Iovertook(the

enemy)atTalaqimiOninIrlUn.IheardthattheOγuzandtheT琶rUkpeoplewhohad

fbmlerlybeeninChinacameoutandjoinedup(withthee血emy)there.TheBags

there///////////////////////////////////////////////ノ/////

S9myamly/〃three/〃 〃/〃 ノ〃 〃 〃 〃/〃///〃 〃 〃/〃 〃/5001ightly-

amlouledin㎞tries,countingoneortwoeachother,came(tome).Thentheheaven一

』

godandtheearth-goddeignedtotell(me)thatthe(Turkic)peopleweremy(i.e.the

.Qaγan's)slaves.ThenIdefbated(them).〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃//〃

///ノ ノ/////ノ ノ//!//////////////ノ///////
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S10Therethepeoplesubmitted(tome).〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃They

ranawayandenteredinto(thelandof)theQarluqs.HavingltUrnedbackfromthere

…mddismounted,IhadthethroneoftherealmsetupattheconfluenceoftheOrqun

andBali'ql'iγ(rivers).//〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃

〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃

S11////////////////////////////////////////////////0nthe20thday

ofthellthmonth(AD.753),atSuqaq-YullintheeastofQara-Buluq,the　
totoqofCigil/////ノ//////////////////////////////ノ//////////////

〃////

S12〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃/making(myarrny)crossoverTuγruV〃 〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃/Idefeated(them).TheQarluqsandtheBasmils〃 〃/〃 〃beingalive

/〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃 〃///〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/

WItheyc㎜e。 〃 〃theQaduqpeople〃/〃 〃 〃 〃//〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 ./〃///

//////////////////////////////// ./////////////////////0nthe3rdday

ofthe8thmonth(AD.754),Imarched.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃/

〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/thoseoftheQarluqswhohadsurvivedwe且tawayand

enteredinto(thelandof)theTUrgi蓉.〃 〃againdismounting,

W20nthe2nddayofthe10thmonth,〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/!〃 〃/〃 〃 〃.〃

/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃///

Hecame.Iheardthat////***edtothenorth.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃

Idismounted(tosettledown).Fromtheletotheffontier(ofmyrealm),theBasmi

andQarluqpeopledisappeared.IntheSheepYear(A.D.755),

W31setdeddownat〃 〃/ands剛thesu㎜er.〃 〃 〃//〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃

[IntheMonkeyYear(A.D.756)]//////〃 〃 〃/1heardthattheemperorof

China(i.e.玄 宗Xuanzong)ranawaytothewest(fromthecapital長 安Chang-

an).〃 〃 〃 〃//〃 〃/〃/1put(orabandoned?)hisson(i.e.粛 宗Suzong)〃/
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////////////////////////////////////////////////////people////ノ

/////////////////1had(it)driven///////.Stayingthere(=Settingthe

headquarters),Imadeanomamentalflagoffortu獄eforthe(royal)tent(or

encampment).

W4My(royal)tentiswide//〃 〃 〃 〃/1went〃 〃 〃/〃 〃people(acc .),fb賞une

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ/0nthe6thdayofthe2ndIno煎h,Idismounted(tose重tle

down)atmy(royal)tent.IntheHenYear(A.D.757),Isettleddown〃 〃 〃 〃 〃

/〃 〃 〃 〃 〃 〃flntheDogYear(A.D.758)亅 〃/〃/〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃/〃//

///////////ノ///ノ/////////////////hegaveinorderto///////.Iheardthat

heannihilated****clanthoroughly.Thus,hecameandgave(me)thetwodaugh-

ters(Princesses寧 国Ningguoand小 寧 国XiaoNingguo)

W5fbr(my)serve./〃/〃/〃/・ 〃 〃 〃will****andgo〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!/

〃//〃my(royal)tent/〃/〃 〃//〃/〃 〃///〃 〃 〃He(presumablyan

㎜bassadorffomSuzong)said,"IwillnotcommitasintoHisM句esty ."Hesaid,"I

willnotmakemistakes(ormisbehave).Weshouldbecomeasbefbre."〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃/1hadBay-Baliq

builtontheSalaηafbrtheSogdiansandChillese .(whohadprobablycomeorbeen

brought丘omChinabecauseofthe安 禄 山AnLushanand史 思 明ShiSiming

Rebellion).

W6//〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃

////////////////////////////////////////////////////ノ/////theflag

〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃theyassembledandc㎜e.〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃///0nthe21st

day[ofthe*thmonth],〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃

[onthe**thdayofthe*thmonth],Idef6ated(them)there.BetweenYa打'舊and

Aγuluγ,withintheriver-heada【eaofYatUk,

W7〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃 〃//〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ

////ノ ノ///ノノ///ノノ///ノノ///ノノ///ノノ////ノ////////ノ ノノ//ノノノノ/ノノノノtenthousand
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〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃attheplacewhere(we)defbated(theenemy)

〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃onthe16thdayofthe2ndmonth(A.D.759),theTUrUkswiththlee

standards

W8/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃/

///////////////////////////////////////////〆////////////////////

/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//

〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃there,thenephew

ofthegα ∫〃η,OzBilg註BUhi

W9〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃//

////////////////////////////////////////////////////////////////

/ノ//////////////////////////////////////ノ/////////////ノ/////////

////////////ノ////////ノ////////ノ////ノ ノ////////////////////Iheardthat

[onethousand]horsesremainedandtenthousandshβepremained(tobewithme).

Extra・a/〃 〃 〃/〃 〃///〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃///〃hishorsethatwastied

〃 〃 〃/〃 〃 〃/notknowing(?)〃 〃exhaustingall***,runningaway

Extra-b/〃//〃 〃 〃 〃//〃!/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/thebeer(acc.)/〃 〃 〃//

〃 〃 〃 〃1***ed.Thus/〃/〃 〃inschption(acc.)〃 〃 〃 〃 〃 〃/

Extm・c/〃Iwasthe[㎜y]co㎜ ㎝der.〃 〃 〃 〃 〃1*****edone出ous㎝d

horsesandtenthousandsheep/////1defbated(the皿)./////////////////////

〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃/〃Idismounted(tosettledown)./〃 〃 〃/〃

Extm・d //////1*****edandbrought.
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(3)和 訳Japanesetranslation

N1テ ン グリデ=ボ ル ミシュ(天 より生 まれた)エ ル=エ トミシュ(国 を建 てた)
カガン

ビ ル ゲ(賢 い)可 汗 〃〃〃////〃/〃〃/〃//〃〃/〃〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃ノ〃/〃/〃〃〃〃///〃/////〃

テ リ ス(?)/〃 〃〃//〃〃〃〃//〃/〃/〃〃〃〃〃〃//〃〃/〃〃〃//〃〃〃//〃/〃〃〃〃〃〃〃/〃/〃〃〃/〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃/〃/〃〃〃〃〃〃〃/〃//〃〃//〃

N2オ テ ユ ケ ン 地 方 と オ グ レ シ ュ 地 方,そ の2つ の 間 で 支 配 して い た と い う.

そ の 河 は セ レ ン ゲ で あ っ た と い う.そ こ に て そ の 国 〃〃〃〃〃//〃〃//〃////〃/〃〃〃/〃

/〃〃〃/〃/〃/〃〃////〃/〃〃 独 立 して 生 活 して い た とい う.〃 〃〃〃〃〃//〃〃////〃//〃/〃〃/〃〃

/〃〃〃〃〃〃〃〃〃///////〃〃〃〃〃〃〃//〃〃〃//〃//〃〃〃〃ノ//〃〃/〃/〃〃〃〃///〃//〃〃

N3****に 留 ま っ た 者(あ る い は 生 き残 っ た 者)が 民 衆 で あ る オ ン=ウ イ グ

ル(十 姓 ウ イ グ ル)と トク ズ=オ グ ズ(九 姓 オ グ ズ,九 姓 鉄 勒)の 上 に 百 年 間

〃〃〃/〃〃〃/〃〃〃/〃〃〃//〃〃//〃〃〃//〃〃/〃〃〃//〃/〃オ ル ホ ン河/〃 〃〃〃/〃〃〃〃〃/〃〃〃〃/〃〃〃

〃〃〃〃/〃〃〃/〃〃/〃〃〃〃〃〃/〃〃〃///〃〃/〃//〃〃〃〃〃/〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃/〃/〃〃〃〃〃

N4突 厥 の 可 汗(た ち)は ま る ま る50年 間 支 配 し て い た と い う.突 厥 の 統 治 時

代 に,私(磨 延 啜)の26歳 の 時(739年)に,平 和 裡 に 〃/〃///〃//〃/〃/////〃//〃//〃

与 え た(ま た は,***し た).そ こ で/////〃//////〃〃〃//〃〃////〃〃/〃/〃〃/〃〃/〃//〃〃/

〃〃//〃〃〃/〃/〃〃/〃〃〃〃〃/〃〃〃〃///〃/〃〃/〃〃〃//〃////〃/〃〃〃〃〃///〃/〃/〃〃//〃〃〃〃〃//〃///〃〃/

N5戻 っ て(ま た は,再 び)〃//〃 〃〃〃〃〃〃/〃〃/私 は 私 の ト ク ズ=オ グ ズ の 民 を 集 め

に 集 め て 掌 握 し た.私 の 父 で あ る キ ョ ル=ビ ル ゲ 可 汗 は 〃//〃〃/〃/〃〃/〃//〃〃〃〃/

〃〃〃〃〃〃〃〃〃////〃〃/〃〃〃///〃/〃//〃/〃〃//〃〃〃〃〃///〃〃〃//〃〃〃〃///〃〃/〃〃/〃〃/〃/〃/〃〃/〃〃/〃〃

//〃〃〃/////〃〃〃////〃/〃/〃〃/〃〃/〃/〃/〃//〃〃〃〃/

N6軍 隊 が 進 ん だ.私 自 身 を彼 は 東 方 へ 千 人 隊 長 と して 派 遣 し た.ケ イ レ に 東

方 か ら私 が 戻 っ て く る よ う な 時 に,羊 ・小 羊 の い る/〃/〃/〃〃/〃/〃〃//〃/〃〃/〃/〃〃

〃〃〃〃〃/〃〃〃/〃/〃//〃〃〃/〃〃〃〃//〃〃/〃〃〃〃〃〃〃//〃/〃〃〃〃〃〃〃〃///〃〃/〃〃/〃/〃〃〃/〃〃/〃〃/〃〃

/〃〃〃/〃////〃〃〃//〃〃/〃〃〃〃〃〃〃/〃〃〃〃〃〃〃////
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N7征 服 し て,私 は 再 び 進 軍 し た.ケ イ レ の 河 源 地 帯 に あ る ウ ッチ=ビ ル キ ュ

で,私 は カ ン(父 の キ ョ ル=ビ ル ゲ 可 汗)の 軍 隊[と]合 流 し た .そ こ で//〃

〃〃〃〃//〃////〃〃//〃〃〃〃〃〃//〃/〃/〃〃〃//〃〃〃〃〃〃/〃/〃〃/〃〃〃〃〃〃//〃//〃〃〃〃///〃〃/〃〃〃〃///

//〃//〃/〃〃〃/〃〃//〃/〃〃〃/〃〃/〃〃//〃/〃〃〃/〃〃/〃〃//〃〃〃〃/〃〃///〃/////〃〃/〃〃〃〃//

N8に 私 は 到 着 し た 。(既 に)カ ラ=ク ム(黒 沙 砂 漠)を 渡 っ て し ま っ て お り,

キ ョゲ ル や キ ョ ミ ュ ル=タ ー グ(炭 山)や ヤ ー ル 河 に(い る)三 纛 突 厥 の 民 に

対 し て,〃//〃 〃〃/〃//////////〃/〃〃//〃〃〃////〃/〃〃〃//〃〃〃/〃/〃////〃///〃/〃〃〃//〃〃/〃//〃//〃〃〃/

/〃〃〃〃〃//〃〃/〃//〃/〃//〃/〃〃/〃〃///〃〃〃////〃//〃〃//〃〃〃〃///〃////〃//〃//〃〃〃〃〃

N9オ ズ ミ シ ュ(烏 蘇 米 施)=テ ギ ン が(突 厥 の)カ ン に な っ た と 聞 い た.羊 歳

(743年)に,私 は 出 軍 した.6月6日 に2回 目 の 戦 い(で 敵)を[私 は]

打 ち 負 か し た(?).//〃 〃〃/〃〃〃/〃〃//〃///〃/〃〃〃1//〃//〃〃/〃〃〃〃/〃〃////〃〃(744年)

////〃〃〃〃〃//〃〃//〃〃〃〃〃〃〃〃〃////〃//〃〃〃〃〃〃〃//〃/〃〃〃〃////〃〃//〃〃〃〃〃〃〃〃〃//〃〃〃〃〃/

〃〃〃/〃

カトゥン

N10私 は(オ ズ ミシュ可汗 を)捕 らえた.そ こで彼 の可敦(可 汗の正妻)を 捕 虜

に した.そ の時以来,突 厥 の民 はいな くな った.そ の後,鶏 歳(745年)に

〃/〃〃〃〃〃〃〃/〃//////////〃/〃〃〃〃/〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃/〃////〃〃〃〃〃〃〃/〃/〃〃/〃////〃/////〃〃〃〃〃〃〃

/////〃〃〃〃〃〃〃//(746年)//〃 〃//〃〃〃/〃〃〃〃〃〃//〃/〃/ノ////〃〃//〃〃/〃

Nll三 姓 カルルクは敵 意 を抱いて(私 の支配下か ら)逃 げて行 った.西 の方,

オ ン=オ ク族(十 箭す なわち もとの西突厥)(の 地域)に 竄入 した.豚 歳(747

ト トク

年)に,9[都 督]〃 〃〃〃〃〃〃/〃〃/〃〃〃///〃/〃////〃/〃〃/〃//〃〃〃///〃/〃〃〃〃〃〃〃////〃民 衆

(?)/〃//〃/〃 〃/〃〃////〃/〃〃〃〃/〃〃〃〃/〃//〃〃〃〃〃//〃〃/〃〃〃〃//を 感 じ て,

N12彼(父 で 初 代 の キ ョ ル=ビ ル ゲ 可 汗)が(私 を)ヤ ブ グ(葉 護)に 任 命 した.

そ の 後,私 の 父 で あ る 可 汗 は み ま か っ た.民 衆 の 行 い/〃 〃〃/〃,鼠 歳(748

年)に,〃 〃〃〃/〃//〃〃/〃/〃//〃〃〃/〃/〃/〃//〃[こ こ に 磨 延 畷 の 可 汗 即 位 記 事 が あ る

は ず]〃/〃 〃〃///〃〃///〃〃//〃/〃〃〃/〃///////〃〃//〃〃/〃〃//〃/〃〃〃〃〃/〃〃〃/〃〃〃/〃〃〃〃/〃〃//〃

//〃/〃//〃〃 タ イ=ビ ル ゲ 都 督 を
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N13〃 〃〃〃〃〃 民 衆/〃 〃〃〃/〃〃〃〃〃/〃〃〃/////〃〃/〃///〃〃〃/〃〃〃〃〃/〃//〃〃/〃〃///〃〃〃///〃〃〃

〃/〃〃〃〃〃〃[牛 歳(749年)に]〃 〃〃〃〃〃〃〃〃〃ノ〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃ノ〃〃〃〃/〃〃〃〃/〃ノ私 は

***し,

E1捕 ま えた.〃 〃〃/(749年)3月1日 にビュケギュ クにて私 は(敵 に)追 い付

いた.夕 方,陽 が沈んでい く時,私 は戦って,そ こで勝 った.昼 が[壊 され]

夜 が消 された ビュケギュ クには,セ キズ=オ グズ(入 姓 オグズ)族 も トクズ=

タ タル(九 姓 タタル)族 も残 らなか った.(そ の月の)2日 には,陽 が昇 る時

に私 は戦 った.民 は(可 汗 である)私 の奴婢(で ある),と 天

E2地(の 神)が(私 に)仰 せにな った.そ こで私 は(敵 に)勝 った.罪 のある名

士 たちを*****天 は(私 のために)捕 まえて下 さった.名 もない民 衆た

ちを私は抹殺 しなかった.彼 らのテ ン ト(家)・ 家財 ・家畜 を私 は奪わ なかっ

た.私 は(彼 らに)肉 体 刑 を言い渡 した.(し か し)私 は(彼 らを)立 ち上が

らせ て(も との生活 を立 ちゅかせ て)お い た.「 私の ものたる民 たち よ!」,

「(私に)つ いて来い」と私 は言 った.私 は(彼 らを)残 してお いて立 ち去 っ

た.(し か し)彼 らはや って来 なか った,ま た以前の よ うに

E3私 は(彼 らを)追 いかけ た.私 はブルグで(彼 らに)追 い着 いた.(749年)

4月9日(ま たは29日)に 私 は(彼 らと)戦 って勝 った.彼 らの家畜 ・動 産 ・

娘 ・寡婦 を私 は運 び去 った.5月 に彼 らは(私 に)従 属 しに来た.セ キズ=オ

グズ(八 姓 オ グズ)族 ・トクズ=タ タル(九 姓 タタル)族 は一人残 らず やっ

て来た.セ レンゲ(河)の 西の イル ン=コ ルの南側 の シプの河 源地帯 に至 る

まで,私 は軍 を配置 した.

E4彼 ら(敵)は*****計 略 的にシプの河源地帯 を偵察 しにや って来 た.

ア イグチはセ レンゲ(河)に 至 る まで軍 を展 開(?)し た.(749年)5月2g

日 に,私 は戦 って,そ こで勝 った.私 は(敵 を)セ レ ンゲ(河 畔)に 追い詰 め

て勝 った.私 は平 定 した.彼 らの多 くはセ レンゲを下 って行 った.私 はセ レ
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ンゲ を渡 り,(彼 らを)追 って進軍 した.戦 闘で捕 虜 に して,(そ の中か ら)

10人 を(敵 方 に伝言 させ るために)派 遣 した.

E5厂 タ イ=ビ ル ゲ都督 の卑 劣 さの ゆ えに,一 ・二 の名 士(貴 人)の 卑劣 さの

ゆ えに,私 の平 民 よ!諸 君 は死 んだ り,路 頭 に迷 った りした.再 び(私

に)臣 属 せ よ.(そ うすれ ば もう)死 なない で あろ う,路 頭 に迷 わ ないで

あろ う」と私 は告 げた.「 以前 の よ うに私 に奉 仕 せ よ!」 と私 は告 げ た.

2ヶ 月私 は待 った が,彼 らはや って来 な か った.(749年)8月1日 に

私 は 「軍 を出 そ う」と言 った.(軍 の)纛 が 出陣 しよ う としたち ょう どそ

の 時 に,

E6偵 察 の者が帰 って きた.「 敵 が来 る」と彼 らは告 げた.敵 と共 にその首領

が進軍 して きた.8[月]2日 に チギ ルテ ィル湖 畔 よ りカス イ(河)に 沿 っ

て行進 し,私 は戦 った.そ こで勝 った.そ こか ら私 は追撃 を した.そ の月

の15日 に,ケ イ レの河源地 帯の ウチ=ビ ル キュで,タ タル族 と入 り乱 れ

て(戦 い),私 が 打 ち負 か した.そ の半分 の民 は

E7(私 に)服 属 した.そ の半 分の民 は****に 竄 入 した.そ こか ら私 は引

き返 して,下 馬 した(居 を落ち着 けた).オ テユケ ン(山)の 北側 で私 は冬

営 した.私 は敵 か ら解放 され 自由 にな った.私 は2人 の息 子 にヤブ グ と

シ ャ ドの称 号 を与 えた.私 は(彼 らを)タ ル ドゥシ ュ(右 翼)と テ リス(左

翼)の 民 に(そ れぞ れの 長 として)与 えた.そ う して虎歳(750年)に,

私 はチ ク族 に向けて 出軍 した.2月14日 に ケム(河 畔)で

E8私 は(彼 らを)打 ち負か した.そ の月の[**日 に]オ テユケ ン(山)の 西

の端 で,テ ズの河源 地帯 にて,カ サ ルの西 にて,私 は玉座 をそ こに設置 さ

せ た.私 は墻柵 をそ こに打 ち立て させ た.夏 にそ こで私 は夏営 した.私 は

そ こに国境 を設定 した.私 はそ ζに私 の標 識 と碑 文 を作 らせ た.そ う して

その年 の秋 に私 は東 へ 向け て進軍 した.私 は タタル族 を査 問 した.兎 歳

(751年)
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E95月 まで,〃///〃////〃〃〃〃///〃〃〃/〃/〃[龍]歳(752年)に/〃 〃/〃/〃/〃〃/〃//〃=バシュ

と***ア シュ=オ ンギュズの河源地帯にあるイ ドゥク=バ シュの西方 にて,

ヤ ヴ ァシュ(河)と トクシ ュ(河)の 合 流地点 にて,そ こで私 は夏営 した.

私 はそ こに玉座 を創 設 させ た.私 は墻柵 をそ こに打 ち立 て させ た.千 年万

日まで続 く私 の碑 文 と標 識 とを,そ こに平 らな石 にて

E10作 らせた.私 は(そ れ を)打 ち立 て させ た.〃/〃 〃〃〃///〃〃〃/〃〃〃//〃〃〃//〃〃/〃〃

〃/〃〃/〃〃〃 また/〃〃//〃〃〃〃〃〃/と いう,(カ ル ルク族の ヤブグが?)白 い(高

貴 な)幽ベ グ と黒 い(卑 しい)奴 隷,そ のく上 に 〉君臨 した とい う.彼 はキル

ギス族 の方へ 人 を(使 者 と して)派 遣 した とい う.「 お まえたち は出動 せ

よ!チ ク族 を出動 させ よ!」 と告 げ,「 私 も出動 しよう」と彼 は言 った と

い う.「 注 目せ よ!ブ ダカルの森で

E11我 々 は集 まろ う!」 と言 ったとい う.〃/〃〃////〃〃〃〃///〃〃///〃〃//〃〃 と言 った と

い う./〃/〃/〃〃〃〃〃〃//〃〃//〃〃〃〃〃///////〃//〃〃〃〃〃/9日 に,私 は軍 を出動 させた.

***都 督 を隊長 と してチ ク族 に向け て千人 隊 を派 遣 した.彼 の 同盟 者

の土 地 に向 けて私 は少 数 の人 を(使 者 と して)派 遣 した.「 見 よ!(ま た

は,従 え!)」 と私 は言 った.キ ル ギス の カ ンはキ ョグ メ ン(曲 漫 山)の

北 側 で

E12/〃///////〃/〃/〃〃/〃/////〃で あった とい う.彼 は 自分の偵察隊 を同盟者 の土地へ

送 った とい う.そ の偵 察隊を私の部下が そこで急襲 し,情 報提供者 を捕 まえ

た とい う.「 彼 ら(キ ル ギス)の カ ンに向けて

S1****人 が 来 た.』 カル ルク族 は彼 らの同盟 者 の もとへ は来 なか った

(ま た は,彼 らはカルルク族 の同盟者 の もとへは来なか った)」と彼(情 報提

供者)は 言 った.男 た ち 〃〃〃カルル ク族 〃///〃〃/〃〃〃〃//〃/〃/〃〃〃〃〃〃〃//〃//〃〃//

〃〃〃〃//エ ル テ ィシ ュ(イ ルテ ィシ ュ)河 を,ア ルカルの河源地帯 の沼 地 に

て男 た ちが葦(の 筏?橋?)を 下 側で[敷 き詰 つ めて?支 えて くれ たおか げ
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で?],私 は渡河 した.11月18日 に,私 は***に 遭 遇 した.ボ ルチ ュ河

にいた三姓 カルルク族 を

S2私 はそこにて打 ち負か した.そ こか ら私 は引 き返 して,下 馬 した(居 を落

ち着 けた).チ クの民 を私 の千 人隊が駆 り立てて来た.〃 〃〃/〃〃〃〃/〃〃/〃テズ

の河源地帯 の(?)私 の 墻柵 を私 は夏営 地 とした.私 はそこに国境 を設定 し

た.私 はチ クの民 に都督 を任命 した.私 はイシュバ ラや タルカ ン(の 称号)

を そ こで(彼 らに)賜 与 した.〃/〃 〃〃〃〃〃〃〃//〃〃〃〃〃/〃/〃〃〃 人(兵 士?斥

候?)が 来 た.カ ズル ク湖付 近 の

S3****山 か ら彼 は見た.「 敵 が来 てい る」と言 いつつ彼 は来た.15日

に,〃////〃/〃タイガン湖 に私 は集合 した.(腹 心 の部下 であ る)帳 幕設営人 を

そ こか ら私 は派遣 した.(そ の?)[人]が 来た.カ ラ=ヨ タルカ ンを越 えて

連 れて きた.[そ れ に]対 して私 は進軍 した.//〃 〃〃/〃〃〃/〃〃/〃//〃〃/〃〃〃〃〃///〃

〃〃//〃/〃〃〃/〃〃//〃/〃//〃/〃〃/〃////〃〃 となった.カ ルル ク族

S4に 向け て彼(バ ス ミル側 の者?)は 人(兵 士?斥 候?)を 派 遣 した とい

う.〃/〃 〃〃/〃〃〃〃と彳皮は言 った とい う.「 内 にて私 はか き乱 そ う」,「外 か ら

私 は 〃〃〃〃〃 しよ う」と彼 は言 った とい う.バ ス ミル族 が敵 とな って私 の

帳幕(本 営)の 方へ 向か って行 った.私 は彼 らを服従 させ られ なか った.

外 か ら三姓 カル ルク族が3つ の聖 山で あるオ テユケ ン 〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃/〃〃〃

/〃〃〃/〃〃〃〃〃〃/〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃//〃〃オテ ユケ ンで私 は

S5/〃//そ こ で 〃/〃/〃〃(753年)6月21日 に,私 は戦 った.そ こで私 は勝 った.

イチュイを越 えていって,*****を 直 接私 は敗走 させた.そ の後,テ ユ

ルギシ ュ(突 騎施)族 が カル ルク族か ら財 物 とテ ン ト(家)を 掠奪 し去 った

とい う.私 は私 の帳幕(本 営)に 下馬 した(落 ち着 いた).〃 〃〃〃〃/〃〃/〃〃/〃/〃

〃〃〃〃/〃〃〃/〃〃//〃/〃〃〃〃/〃〃〃////〃/〃/〃///〃//〃///〃〃〃/〃〃〃〃/〃///〃〃〃〃〃/〃〃〃〃/〃〃/〃〃/

S6敵 と な り 〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃//〃〃〃〃〃〃〃 立ち上が って,彼 らの土 地に向か って

行 った.彼 らを 〃/〃〃//〃〃/〃/〃////〃????8月,私 は追 いか けて進軍 した.
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私 の帳幕(本 営)を エルセ ギュ ンにあるユ ラ湖(畔)に 置い た.そ こか ら私

は追いかけ た.〃 〃〃〃〃〃〃〃〃〃////〃/〃〃〃〃〃〃〃/〃〃/〃/〃〃/〃〃/〃/〃〃/〃/〃/〃〃/〃〃/〃〃〃〃〃

///〃/〃〃〃////〃

S7バ ス ミル族 を[放 置 してお いて?]/〃////〃//////////〃////〃〃〃////〃*月21日 に カ

ルルク族 を近 くで彼 は[敗]っ た.ヨ グ ラ=ヤ リシュ(平 原)で,私 はその軍

をそこで敗 走 させた.彼 らの テ ン ト(家 々)は10日 前 に驚 い て立 ち去 った

とい う.私 はそ こか ら引 き返 して進 軍 して,下 馬 した(本 拠 に落 ち着 い

た).〃 〃〃〃/〃〃〃〃/〃/〃〃〃〃〃〃/〃〃〃/////〃//〃/〃〃///////〃〃〃/〃〃〃〃/〃〃/〃〃〃〃/〃〃

S811[月]に(ま た は,**月11日 に)/〃〃〃〃/〃〃//〃〃///〃/〃///〃/〃//////〃〃〃//[私 は

敗走 させ た?]〃///〃〃私 は*****の 民 の もとへ入 った.イ ル リュ ンにあ

るタラキミ ンで私 は(敵 に)追 い付 いた.か つて唐 にいた オグズ族 と突厥族

が 出て きた とい う.そ こで合流 した とい う.そ こでベ グたち は 〃/〃/〃〃〃〃〃〃

/〃〃〃〃〃〃/〃〃////〃〃/〃〃〃////〃///〃〃////〃〃〃〃〃〃/〃/〃/〃〃/〃//〃/〃////〃/〃///〃〃/

S9私 の 軍は3〃/〃 〃//〃〃〃///////〃〃〃/〃〃〃〃〃///〃/〃/////〃//〃///////〃〃〃〃/500人 の 軽装歩

兵が一人二人 と数 えあってやって来た.民 は(ウ イグル可 汗である)私 の奴

婢(で あ る),と 天 地(の 神)が(私 に)そ こで仰せ になった,そ こで私は(敵

に)勝 った./〃 〃〃/////////〃〃/〃///〃/〃〃〃////〃/〃///〃//〃/〃//〃〃/〃〃/〃//〃〃〃/〃//////〃//〃///〃/

/〃〃/〃//〃/〃〃〃///〃〃〃〃/〃〃〃/〃

S10そ こで民衆 は(私 に)服 属 した./〃//〃///〃〃〃〃///〃〃////〃/〃/〃〃////〃/〃〃〃//〃〃〃〃//

///〃〃/カルル ク族の方へ逃 げてい った.そ こか ら私 は引 き返 して下馬 し(本 拠

に落 ち着 き),オ ル ホン(河)と バ リク リク(河)の 合流点 に国の玉座 をそ こ

に造営 させた.〃 〃〃/〃/〃/〃〃〃////〃/〃/〃〃〃〃/〃/〃∠/∠/〃〃〃〃/〃〃//〃〃〃〃〃/〃/〃/〃/〃〃//〃〃/

〃〃/〃///〃〃〃

S11//〃/〃 〃〃〃〃〃///////〃〃〃〃〃/〃〃//〃〃//(753年)ll月20日 に,カ ラ=ブ ル クの東方

のス カク=ユ リ,そ こにてチギル都 督は////〃/〃〃〃//〃〃////〃〃〃//〃//〃〃〃/〃/〃〃/〃〃/

〃//〃/〃/〃/〃〃/〃//〃〃〃〃〃〃〃//
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S12〃 〃〃〃〃〃〃〃〃〃/〃∠〃〃〃〃〃〃〃〃Z///(私 の 軍 に)ト ゥ グ ル グ を 越 え さ せ て,〃 〃/〃///

///〃////私 は勝 っ た.カ ル ル ク族 とバ ス ミ ル 族 は 〃/〃///〃/〃//〃/生き 延 び て//〃/〃

/〃〃〃〃〃〃〃〃〃////〃/〃〃〃〃〃/〃〃/〃/〃〃/〃//〃//〃〃/〃//〃〃〃〃〃〃〃////////〃〃〃/

W1彼 ら は 来 た.〃 〃〃 カ ル ル ク 族 の 民/〃 〃〃////〃//〃〃///〃/〃/〃〃〃〃〃/〃///〃//〃〃〃〃//〃〃

/〃/〃〃〃/〃〃//〃//〃〃〃〃〃/〃〃〃////〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃/〃//〃/〃〃〃///〃/////〃〃〃〃〃〃〃〃〃//〃〃/〃〃

(754年)8月3日 に 私 は 進 軍 し た.//〃 〃〃/〃〃〃/〃〃/〃〃〃〃〃/〃//〃〃/////〃///〃〃〃/〃〃/

////〃〃〃〃/〃〃/〃/〃/〃〃〃〃〃〃/〃〃//〃〃/〃〃〃〃〃〃///〃〃〃 カ ル ル ク 族 の 生 き残 り は 出 発

し て,テ ユ ル ギ シ ュ 族 の も と に 竄 入 し た.〃 〃〃 再 び 下 馬 し て,

W2'10月2日 に,〃//〃//〃 〃/〃/〃〃/〃""//""///////////"//////////////"///"/"////"////////////////"

〃/〃〃〃〃/〃〃〃〃//〃〃〃/〃〃/〃〃/〃//〃/〃〃〃〃〃〃〃〃///〃〃〃〃//〃〃〃/////〃/〃〃/〃/〃〃〃//〃/〃〃///〃〃

//〃///〃〃///////〃ノ〃〃〃〃//〃〃〃〃〃///////〃〃//〃//〃〃////〃/〃〃〃/〃〃〃//〃彼 は 来 た.北 に**

し た と い う.//〃 〃〃/〃〃〃〃/〃//〃/〃〃〃〃〃/〃/〃私 は 下 馬 し た.そ こ か ら 国 境 ま で

バ ス ミ ル 族 と カ ル ル ク 族 は い な く な っ た .羊 歳(755年)に,

W3***で,私 は 腰 を 落 ち 着 け て,夏 営 し た.////〃 〃〃/〃〃/〃〃///〃〃〃〃〃/〃〃〃//

〃〃/[猿 歳(756年)に]////〃 〃/〃〃////〃/〃〃〃/唐 の カ ン(皇 帝,こ こ で は 玄 宗)が

(首 都 の 長 安 か ら)西 の 方 へ 亡 命 して い っ た と い う./〃///〃/〃 〃〃〃/〃//彼 の 息 子

(す な わ ち 粛 宗)を 私 は 置 い た(設 置 し た?ま た は,放 置 ・黙 認 し た?).

〃〃〃〃〃/〃〃/〃〃/〃//〃〃〃〃〃/〃/〃///〃〃〃〃〃〃〃//〃///〃〃//〃〃〃/〃〃///〃〃〃〃〃〃〃〃〃***

の 民 衆 〃〃/〃〃〃〃/〃/〃/〃〃///〃//〃/〃/〃//〃〃/〃/***を 私 は 打 ち 立 て た.そ こ に

留 ま っ て,私 は そ の 帳 幕(本 営)の た め に 幸 運 の 装 飾 用 纛 を 飾 り付 け た.

W4私 の 帳 幕 は 広 く,〃/〃 〃/私 は 行 っ た.〃/〃 〃〃/民 衆 を,幸 運/〃 〃〃〃〃/〃〃〃〃ノ〃/

/////〃/〃/〃/////////〃//〃〃〃/〃//〃〃////〃///私の 帳 幕(本 営)に,2月6日 に 下 馬 した.

鶏 歳(757年)に,私 は 居 を 定 め た./〃//////〃///〃〃〃/〃/〃〃/〃//〃/〃/〃/〃〃//〃〃〃〃//〃/

〃〃〃〃〃/〃/〃〃〃//〃/〃〃〃〃/〃〃〃///[犬 歳(758年)に]〃 〃/〃//〃〃〃〃/〃//〃/〃〃〃/〃〃〃〃//〃

***す る た め に 彼 は 与 え た.彼 は???一 族 を ひ ど く滅 ぼ し た と い う .

そ う し て 彼 は や っ て 来 た.2人 の 生 娘 を
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W5(私 に)奉 仕 に 出[し た?].//〃/〃/〃/〃 〃〃〃/**し て 行 く だ ろ う.//〃 〃〃〃〃/〃/

〃/〃〃/私 の 帳 幕(本 営),そ の(?)〃 〃〃/〃〃/〃//〃〃//〃/〃//〃〃〃/〃/〃/〃〃〃/〃〃//〃//〃//〃

〃〃〃〃〃/〃/〃〃〃//〃〃〃〃〃 「私 は(可 汗?)殿 に 背 く ま い 」 と 彼(粛 宗 の 使 者 と 推

定)は 言 っ た.「 私 は 誤 り を犯 す ま い 」 と 彼 は 言 っ た.「 以 前 の よ う に な ろ

う!」 〃〃/〃〃〃〃〃/〃//〃〃〃〃〃〃〃///〃//〃〃〃〃〃〃〃〃/〃///〃〃〃〃〃〃〃〃〃/〃/〃〃〃〃/〃〃〃〃/〃〃〃

//〃〃〃〃〃〃〃/私 は ソ グ ド人 と 漢 人 の た め に セ レ ン ゲ 河 畔 に バ イ バ リ ク(富 貴

城)を 建 設 せ し め た.

W6//〃 〃〃/〃〃〃〃/〃//〃〃〃/〃/〃/〃/〃//〃〃〃〃/〃/〃〃〃〃/〃/〃/〃//〃〃/〃/〃ノ/〃〃〃〃〃/〃//〃〃/〃〃〃〃

〃〃〃/〃//〃〃/〃〃//〃/〃〃〃/〃〃〃〃///〃〃///〃〃〃/〃〃///〃〃 そ の 纛 を/〃 〃〃〃///〃//〃//彼 ら は

一 緒 に な っ て や っ て 来 た .//〃 〃〃/〃〃〃///〃//〃/〃[*月]21日 に 〃〃〃〃〃〃〃/〃/////

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃//〃/〃〃〃/〃〃〃〃//〃/〃/〃〃〃〃[*月**日]に そ こ に て 私 は 勝 っ た.

ヤ リ シ ュ と ア グ ル グ と の 間 で,イ ェ テ ユ ク の 河 源 地 帯 の 間 で

W7//〃 〃〃/〃/〃〃〃〃/〃/〃/////〃/〃/〃〃/〃〃〃/〃/〃〃/〃〃///〃〃////〃〃//〃〃//〃〃〃〃//〃〃〃〃〃////〃〃〃〃

/〃〃〃〃//〃〃〃〃///////〃〃〃//〃/〃////〃///〃〃〃〃〃〃〃/〃万////〃 〃〃//〃〃//〃〃/〃/〃/〃〃〃勝 利 した

場 所 で/〃 〃〃/〃〃〃////〃//〃〃〃〃〃〃/〃〃///〃〃〃〃/////〃〃〃//〃〃/〃〃/〃/〃///〃/〃/〃//〃〃〃〃〃〃///〃

〃〃/〃/〃//////〃〃///〃〃〃〃〃//〃//〃/〃〃〃〃///〃〃/〃〃//〃〃//〃(759年)2月16日 に 三 纛

W8突 厥 〃〃/〃〃/〃〃///〃///〃/〃〃///〃///〃〃/〃〃/////〃/〃//〃///〃/〃//〃〃/〃/〃/〃/〃//〃〃〃〃〃〃〃〃//〃

/〃〃〃/〃〃/〃/〃〃//〃〃〃〃〃////〃〃/////〃〃〃///〃/〃〃//〃///〃〃〃〃//〃〃//〃/〃///〃/〃〃〃/〃/〃/〃〃//〃〃/

/〃〃//〃/〃〃〃〃〃//〃〃〃///〃〃/〃〃/////〃//〃〃〃/〃/〃///〃〃/〃〃〃〃〃//〃/〃/〃〃/〃〃//〃//〃/〃〃//〃〃/〃/

//〃〃〃〃/〃〃〃〃//〃〃〃〃〃〃/〃〃〃///〃〃〃〃〃そ こ に て 可 敦 の 甥 で あ る オ ズ=ビ ル ゲ=

ビ ユ ニ

W9/〃 〃〃〃〃〃〃〃〃//〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃/////〃〃〃〃〃〃〃〃//〃〃〃〃〃〃//〃/〃/〃〃〃/〃〃〃〃/〃/////〃〃〃〃/

〃//〃〃〃/〃〃〃〃//〃〃〃〃〃〃〃/〃/〃//〃〃〃〃/〃〃/〃/〃/〃〃/〃/〃〃〃〃〃〃///〃〃〃〃〃〃〃〃〃/〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃/〃〃〃〃/〃/〃〃〃〃〃/〃〃〃ノ〃/〃〃 〃〃〃〃〃〃〃/〃/〃〃〃〃〃〃/〃/〃〃////〃〃〃/〃〃/ノ〃/〃〃〃//〃

〃/〃〃〃〃/〃〃//〃/〃〃〃〃〃〃//〃//〃/〃〃/〃〃〃[千](頭 の)馬 が 残 っ た と い う.万(匹 の)

羊 が 残 っ た と い う.
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Extra・a//〃 〃/〃/〃////〃//〃〃〃///〃〃//〃/〃〃〃〃〃〃〃/////〃〃/〃〃/繋 い だ 彼 の 馬/////〃/〃〃〃〃〃/

〃〃 知 ら な い(?)/〃 〃〃〃***を 全 て 尽 く し て,逃 げ て

Extra・b/〃 〃〃〃/〃//〃〃/〃〃〃///〃〃////〃/〃/〃〃〃〃//麦 酒 を/〃////〃〃//〃///〃//〃〃〃〃//〃私 は*

**し た.こ う して 碑 文 を/〃 〃////////〃

Extra・c//〃/私 は[軍 隊 の]長 で あ っ た.〃 〃/〃////〃//〃〃/千(頭 の)馬 と(万 匹 の)

羊 を 私 は 〃〃〃〃〃〃〃/私 は 勝 っ た.///〃 〃〃//〃〃〃〃//〃〃〃〃/〃〃〃〃〃////〃〃〃///〃〃〃/〃ノ/〃/

〃/〃〃〃私 は 下 馬 し た./〃//////〃 〃/〃〃/

Extra.d〃 〃///〃〃/私 は***し た.私 は もた ら し た.

5.訳 注

ここで は第2章 の考 察で あげた 旧版 以前 の全 訳や,旧 版 の出版以後 に発表

され た全 訳(K:apxay6説2002;Berta2004;耿 世 民2005)と の 違 い を逐一 注記

す る ことはあ ま りにも煩瑣 になるの で,行 なわない.ま た本碑 文の内容 を,漢

籍史料 と比較検討 した歴 史学的研 究 として,王 静如1938;Ogell951;羽 田1957;

片 山1984;川 崎1993;片 山1994,pp.10-14;石 見/北 條1994,ppユ5-21な どが あ

るが,こ れ らに取 り上 げ られた点をすべ て指摘す るこ とはせず,重 複 を避 けて

必要 な部分のみ に言及 す る.

な お,旧 版 の出版以 後,シ ネ ウス碑 文 を直接 の考察対象 に取 り上 げた もの

として,カ ザ フス タ ンの カマ ロ フが 出版 した論文が あ るが(Kamalov2003),

彼 は 旧版 の存在 を知 らず,そ れ以前 の古 いテキス トに依拠 しているため,残 念

なが らテキス ト本文 についての新知見 は皆無 であった.た だ,解 釈 につ いては

我 々 も注 目すべ き新見解 があ るので,そ れは訳注 にお いて言及 す る.
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Nl,t洳ri雌bolmi薈detmi恙bilg昌qaγan:taqridabolm駑 な る成句 につい ては,

護 雅 夫の著作(護1967)に 対 す る村 山七郎 の書評(村 山1968)中 に 異論 があ る

に もかかわ らず,護 を含 む先学 の考 えに従 って「天 より生 まれた」と訳 したい.

確 か にbol一 の 原義 は,村 山の主張す るよ うに,状 態 の変 化 を示 す 「成 る」で

あって,「 生 まれる」では ない.実 際,古 代 トル コ語で 「生 まれる」を意味す る

語 としてはtuγ一があ る.し か し,bol一 の 反対表 現で あるyoqbol一 「な くな る,

存 在 しな くなる,滅 亡す る」は,目 の前 か らいな くな る状態 をい うので あ っ

て,そ の反対 は 目の前 に現れ るこ とと考 えて よか ろう.天 か らや って来て 目の

前 に現 れ,存 在す る ようになる状態 を指 して「生 まれる」と翻訳 して もなんら不

都合 では あるまい(c£ED,p.331;Klyashtomy1982,p.343;SCMT,p.222).

と こ ろで この人物 は,東 ウイグル司'汗国第2代 可汗であ る登里囃没蜜施頡翳

徳蜜 施眦伽可汗(葛 勒 可汗),す なわち磨 延畷 を指す.そ の在位 は748～759年

で ある.磨 延啜が正式 に可 汗 として即位す るのは,タ リア ト碑 文S5-6よ り判

明 した通 り748年 で ある.し か し,漢 文 史料 とシネウス碑 文 の双方か ら確 認

され る よ うに,初 代 可汗 は747年 に亡 くなって い るか ら(cf.羽 田1g57,p.

182),実 権 はその時か ら握 っていたはず で,漢 文史料 もその こ とを反映 してい

る(cf石 見/北 條1994,pp.18-19).な お,こ の人物が シネ ウス碑文 の主人公

であるか ら,こ の 冒頭 部分 に碑 文の タイ トルがあ った こ とは疑 いない.

N2,δgr樋ehekinara36gr齬 は ラムシュテ ッ ト以来tag(i)ras(i)と 読 まれて き

た もので(Ramstedt1913,p.13),ク ロ ー ソンはtagra-si「 そ の周 辺」か と考えた

(ED,p.485b).こ れ と平行 する表現 を持 つタ リア ト碑 文が学界 に初 めて紹介 さ

れた時 も,そ の紹介者の シネフーは,E3の 対 応箇所 を同様 に読んだ(HIHHgXYY

lg75,p.82).Tekinlg83,p.46で もや は りt註grasと している.さ らに1974～

1975年 に シネ ウス碑 文 を実際 に調査 した ク リャシ ュ トル ヌ ィも,こ の語 を

tagrasiと 読 み,ラ ムシュテ ットが不 明 とした部分 を含 め全体 を6tUkanelit註gr註si

eliekintiolurmiヨ と し,タ リァ ト碑文E3の 対応箇所 を6tUkanelitagrasieliekinti

(andnotel面ara)と す べ きこ とを主張 した(Klyashtomylg85,pp.148-14g).
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ただ しKlyashtomyl982,p.342で は6面k…血eli戯giraseliekinamと していた.い ず

れ にせ よ我々が シネウス ・タリア ト両碑文 を精査 した ところで は,t註grasiで は

な く6gr蕊 で あ り,ekintiで は な くekhlaraで あ った.確 か にシネ ウス碑 文で

は表面の風化が進 んでいて読み に くいが,タ リア ト碑 文の対応箇所 は明瞭に読

み とれ,6gr館 とekinaraで あ るこ とに一点の疑 い もない.な お,『 大慈恩寺三

蔵 法師伝』巻5(中 外交通史籍叢刊2,中 華書局,2㎜,p.117)に 「在兩 山間」とあ

る原文を,ウ イグル訳本で は[i]kitaγikinaraと 表 現 してお り(Tyry皿eBa1991,p.

69),i㎞(=e㎞)の 解釈 に手がか りを与 える.ま た,elはiと1と の2文 字で も1

の1文 字 のみで も表記 され るので,シ ネ ウス碑 文では6gr鬮eliと も読 めるが,

タ リア ト碑文の書 き方 と比較 すればや は り6gra蓉eliと 読 む方が妥当であろ う.

N2,ermi蓉barm蝕ED,p.194aを 参 照.

N3,su・ 〃 〃・ntaαalmi獣bodunonuyγur重 ①quzoγuz血z蕊y血zyn#〃 〃=ラ ムシュ

テ ッ トが ここを「[ある河 の流域]に 留 まった民衆がオ ン=ウ イグル と トクズ=オ グ

ズの上 に100年 間支配 して」と訳す(Ra皿stedt1913,pp.12-13)の に対 し,ハ ミル

トンは,バ ザ ンの意見 も容れ て,「[セ レンガ?]河 の流域 に留 まった者(を 含

む)人 々た るオ ン=ウ イグルが トクズ=オ グズ の上 に100年 間 支配 して」と訳 し

た(Hamiltonl962,pp.39,59).し か し本稿 はqalmi'蓉iの 一1に着 目し,こ こまで

が文の主語 と考 え(cfGOT,p.179),「[あ る場所]に 留 まった(あ るい は生 き

残 った)者 が民衆 であ るオン=ウ イグル と トクズ=オ グズの上 に100年 間 」と解

釈す るこ とにす る.あ る場所 に留 まった(あ るい は生 き残 った)者 とは,お そ ら

く葛 勒可汗(磨 延畷)の 直接 の祖先 になるウイグルのヤ グラカル氏族,す なわ

ちオ ン=ウ イグル(十 姓 ウ イグル)の 中の支配氏族,な い しはヤ グラカル氏 出

身の貴人 たち を指 すの では なかろ うか.こ こに見 える「100年 間 」の解釈 につ

いて は次 注 を参照.と ころで,ラ ムシ ュテ ッ トがyhzyilの 後 に読 んでい た

olurup「 支 配 して」は,現 在の残画 がその読 み と矛盾 しない ことを確 認す るこ

とさえ不可 能で あ った.な お,ト クズ=オ グズ(九 姓 オグズ,九 姓鉄勒)と ウ

イグル の関係 について は,片 山1981を 参 照.
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N4,¢血r前kqaγan奮q=ラ ム シュテ ッ トがテ キス ト本 文(Ramstedtlg13,p.13)

でt6r...B乙Qと 翻字 し,訳 注部分(P.44)でturkQiB乙Q(TurkQlb6aq)と

読 む可能性 を示唆 した ところを,本 稿 はこの ように復元す る.実 はこの部分 に

キプチ ャク(Qibこaq～Qipこaq)と い う民族集 団名が 読み とれ るか否 かは,ト ル

コ学 のみ ならずユ ーラシァ史全体の大問題で ある.な ぜ ならば,も しその読み

が正 しけ れば この名前 が史上 に現れ る最 初 の史料 になるか らであ る.ク リャ

シュ トル ヌィによれ ば,ラ ムシュテ ット自身 はその翌年の論文で は信念 をもっ

てQlbこaqと 読 んだが,慎 重 なバ ル トリ ド ・ペ リオ ・ミノルスキー らはキプチ ャ

ク族 に関す る論文や コメ ン トの中でいず れ もこれを無視 したとい う(Klja忌tomyj

1988,p.74).そ の 一方で,ト ル コ文献学者のマ ロフらは,こ の読み を踏襲 して

きた(cfPDPMK,pp.30,34).ク リ ャシュ トル ヌィは,サ ンク ト=ペ テルブルグ

に所蔵 され るラムシュテ ッ ト拓本で は6Qの2文 字 しか判 読で きなかったが,

自身が1974～75年 にモ ンゴルの学者 シネフーと共 に行 なった現地調査 によって,

2人 は前 半のthrkに 全 く疑 問の余 地がない こと,さ らに後半 も[刺bこaqと 読 め

るこ とを確信 した といい(Klja蓉tomyj1988,p.75),一 文 をもの している.し か

しなが ら我々 は,こ の読み に もそれ を補強す るため に展開 した同氏の議論 に も

従 うことはで きない.同 氏 らが[ql】bこaq即 ち翻字 に直せ ば[QijB乙Qと 読む所

を,本 稿 は(QGN:)こQと 読 む.即 ち語頭 のQを 読む点で は一致す るが,3文

字 目のBをNと 読 み直 した.ル ー ン文字で は後舌 のBとNが 共 に右 に膨 らむ

弓形のス トローク を持 っているのであ り,文 字が欠けてい る場合 には混同 され

やすいのであ る.我 々は,後 に黒海沿岸 にまで進出す るペチェネー グ族 さえ ま

だバ ルハ シ湖 の東 方 にい た(cf森 安1977,pp.30,32)こ の 時代 に,キ プチ ャク

族 がそれ よりさ らに東 にいた などと信ず ることは到底 で きない.バ ル トリ ド ・

ペ リオ ・ミノルス キー らも,8世 紀 中葉の ウイグルのシネ ウス碑 文の 冒頭部 に

い きな りキ プチ ャク族 が現れ るの は不 自然 と考 えたが故 に,ラ ムシュテ ッ ト

の提案 を無視 した のであ ろう.本 稿 は,問 題 の箇所 を含 む一文 をtUrUkqaγan

6aqaligy1101um雌 と復 元 し,厂 突厥 の可汗(た ち)が まるまる50年 間(ウ イグ
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ルに先行 してモ ンゴリァを)支 配 していた とい う」と解 釈す る.い うまで もな

くそれは突厥第二 可汗国 がオルホ ン河 畔に本拠 を置 いて,モ ンゴリアを約50

年 間支配 してい たこ とを指す に違 いない.前 行 の 「オル ホ ン河」は,や や離 れ

てはい るが,お そ ら くこち らの文 脈 にか か るの であ ろ う.

さて,シ ネ ウス碑 文の最初 の紀年 は,こ の記事 の直後 にある「私 の26歳 の

時(739年)に 」で ある.そ こか らさか のぼ って50年 となれば,689年 ご ろ

にな る.岩 佐 精 一郎 に よれ ば,漠 南 で復興 した突 厥第 二 可汗 国が 漠北 の オ

テ ユケ ン山を再 び制圧 したのが,686年 末 か ら687年 前 半期 で あ るか ら(岩

佐1936,p.131),シ ネ ウス碑 文 は,漠 北制圧 以後 を突厥 の治世 と判 断 してい

ることになる.一 方,タ リァ ト碑文 に も冒頭のE4に 年数 の記述が あ り,片 山

1999,p.172で は,「70年 の 間,統 治 した とい う.**年 が過 ぎた」と読 まれ

ていた.し か し今 回,阪 大 所蔵拓本 を再確認 した ところ,こ の部分 を(lt)m蓉

YiLWRm孝[s】(lt)m舊YiLBRms=altmf蓉yilolu衄'忌#altmi'蓉yilbarmi.蓉

「60年 の 間,統 治 した とい う.60年 が 過 ぎた とい う」と新 たに読 む ことが で

きた.タ リァ ト碑 文で は,シ ネウス碑 文 同様,こ の年数 の記 述 の直後か らウ

イグ ルに よる突厥討 滅の記事 が現 れ,そ の最初 の紀年 は「私の28歳 の時 に,

蛇 歳(741年)に 」で あ るので,こ の二度繰 り返 され る60年 とはや は り突厥

第二可汗 国の治世 を指 してい る もの と判 断で きる.シ ネウス碑文の記述 よ り10

年 も治世が長 くなっているの は,タ リア ト碑 文では,突 厥 が漠南で復興 した682

年 か ら突厥 の治世 と考 えてい るためだろ う(741年 一60年=681年).

で は,両 碑文 にお ける突厥統治年数の差 はなぜ生 じたのか.そ もそ も両碑文

が突厥 の歴史 を記述 しているのは,ウ イグルが,突 厥 を自分 たちの先駆者で あ

ると見 な して いた ためで,突 厥 ・ウイグル両者 を包含す るような トルコ民族史

を描 こうとす る意識 があったためと考 えられる.ウ イグルが突厥 を 自らの先駆

者 とみ な していた こ とは,西 ウイグル国時代 の史料 ではあ る ものの,ウ イ グ

ル文書 中の歴 史文献 と して知 られ るU1文 書 の 中で,突 厥 の武人宰相 ビルゲ=

トニ ュククの名が現 れているこ とから既 に指摘 されているので ある(森 安2002,
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pp.149-150).そ う した前提 に立 った上 で両碑 文の年数 の差 異 を考察す る と,

タ リア ト碑 文は,唐 の羈縻 支配 か ら脱 して突厥が再 び独立 を勝 ち取 ってか らの

年数,つ ま りは トル コ民族全体 の歴 史を描 こ うとす る意識が強 く現 れ,一 方 の

シネ ウス碑文 は,突 厥 第二可汗 国が聖地 たるオテユケ ン山を再 び制圧 してか ら

の年 数,す なわちオテユケ ン山を保 つ者 を トルコ民族 の正統 なる支配者 として

捉 えようとす る意識 が強 く現 れていると考 えられる.ま た,シ ネ ウス碑 文にお

いて は,N3に 「民衆 であ るオ ン=ウ イグル(十 姓 ウイグル)と トクズ=オ グズ

(九姓 オ グズ,九 姓鉄勒)の 上 に100年 間 」とい う記述 も見 られ る.こ こに現

れる100年 間 オ ン=ウ イグル と トクズ=オ グズ の上 に君 臨 したで あろう主体 は,

前 注 で も見 た ように,ウ イ グルの支配層で ある.シ ネウス碑 文の最初の紀年で

ある73g年 か ら100年 遡 る と639年 で あ るが,そ の当時 の ウイ グル の指 導者

は菩薩 という人物で,貞 観の始 め頃 に突厥第一可汗匡1を薛延陀 とと もに攻め,

貞 観 四(630)年 に第一 可汗 国が滅 んだ後 には強勢 を誇 った とい う(『 旧唐 書』

巻195,迴 統,pp.5195-5196).つ ま り,シ ネ ウス碑 文 はこの菩薩 の治世 をもっ

てウイグルの勃興 と考 え,オ テユケ ンの支配者で ある突厥の治世 と平行 して,

ウイグル自身の歴史 を概観する形で,碑 文の冒頭 を執筆 し始めているのである.

N4,t髄r血keho舗3ジ ローは接尾辞 一〇a/一ηaを 「時 間を示す与格 」である と説明

す るが(Ghlaudl961,pp.66,120),テ キ ンは この接 尾辞 をあ くまで 「行 為する場

所 を示す与格」に分類 してお り(GOT,p.132),議 論 が分 かれてい る(cfOTWF,

p.605).そ もそ もelは,一 般的 には人 間の集 団 としての 「国」を指 し,「 国土」

とい う意味 はそ こか ら派生 した もの である.こ のelが 特 定 の支配者/王 朝 を

受 けた上 で与格 の接尾辞 一ηaを とった場合,「 ～の治世/統 治時代」とい う意

味 を持つ こ とは,(1)ト ニ ュクク碑 文第1行 目,(2)ト ニ ュクク碑文 第58行 目,

(3)オ ンギ碑 文 ・東(正)面 第4行 目の3例 か ら帰納で きる.(1)bilgat面uquq

ban6zUmtavγa乙eliOaqilMm「 ビルゲ=ト ニュクク こと私 自身は唐 の統 治時代 に

生 まれ育 った」,(2)t励kbilgaqaγaneliOabititdimbanbilg欲 面uquq「 突 厥 の

ビルゲ可汗 の治世 に私 ことビル ゲ=ト ニ ュククが書 かせた」,(3)qapγanelt… 繃
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qaγaneliOaqilinαm「 私 はカプ ガ ン=エ ルテ リシュ可汗(黙 啜)の 治世 に生 まれ

育 った」.

N4,a璽tiotuzya獣ma;「 私 の26歳 の 時」を西暦 「739年 」に当 て る根拠 は,

タ リア ト碑 文E5に 「私 の28歳 の時 に,蛇 歳 に」とあ り,そ の蛇歳が西暦741

年(辛 巳)に 比 定 され るか らで ある.

N5,yana〃 〃=従 来yanaの 直:後に読 まれて いた 鷹diは 読 み取 れない.yana

の後 には3文 字分 のスペ ース しかな く,そ の後 のiと あわせた4文 字 でtUヨdi

と復 元す るの は不可能 であ る.

N5,bilg瓢:冒 頭 のbは 拓本へ の墨 入れが下手で明瞭 でないが,拓 本の 凹凸 で

はっ きり見 える.こ のK61BilgaQaγanは 東 ウイグル可汗 国初代 の闕眦伽可汗

(懐仁 可汗)す なわち骨力裴羅 を指す.在 位744～747年.

N6,b町a3デ ル ファー はこの単語 を,従 来の通 説の よ うな「千人 隊」の意 にと

らず,「 前 衛部 隊」の意味 に とるべ きで あ る と主張す る.そ の根拠 のひ とつ と

して,直 前 にあ る6ηraに 着 目し,こ れ を通説 のよ うな 「東 に」ではな く 「前方

に ・先 に」と解釈 し,6zUmUn6ηrabioaba蓉iidα を 「私 自身 を彼 は前衛部 隊長 と

して先発 させ た」と解釈す る(TMEN,IV,p.86).ベ ル タは この説 を取 り上げて

再検討す る短 い論文 を発表 した(Bena1995).そ の行論 はやや乱れ ていて論 旨

を追 いに くいが,結 局 は従来通 りの説 に落 ち着 いてい る.

N6,k輙r爼a60d血n=6ηdUnは 普 通 には「東 に,東 へ」の意 であ るが,こ こで は

す ぐ前 にある6qra「 東 方へ」との関係 を考慮 し,敢 えて 「ケイ レに東 か ら」と解

釈 してお きた い.あ るいは6ηraを 「前方へ」と解 し,こ こを 「ケ イレか ら東 に」

とすべ きか もしれ ない.

N6,yanta猷mda:破 断 部 を挟 んで いるために,ラ ム シュテ ッ トがyanda乙_.da

と読 み(Ramstedt1913,P.15),マ ロ フがyantaこfと 読 み(PDPMK,P.35),そ の

後 もこの いずれかが踏襲 されて きた ところで ある.し か し原碑 文 を精査 した と

ころ,こ の次の文字 はiで はあ り得 なか った.本 稿 は これ をYnt酵(m)Daと

復 元 ・翻 字 し,yantaこfmdaと 転 写す る.す なわ ち動詞yan一 「戻 る」の 未来 分
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詞形 に一 人称単 数の所有 語尾 と位格 の格 語尾 が付 い た もの とみな し,そ れを

「私が戻 って くるであろ う(よ うな ・はずの ・べ き)時 に」と解釈 するのである.

そ れで うま く文脈 はつ ながる し,文 法的 に も問題 ない と思 うが,た だ同時代

の用 例 を未 だ 見 出 し得 てい ない.

N7,【birl瓢】=拓 本 か らはbirlaと 読 むの は困難 だが,文 脈 か らはそ うす る し

かない ようで ある.し か し,1の 文 字 はむ しろntに 見 え る.即 ち//ntaと 読

める.そ して またntの 前 の文字 には縦の一 本棒 が見 え るの でs,iな ど か も し

れ ない.

N8,qaraquma蓉mi畄=ラ ム シュ テ ッ トはaヨmi蓉 を終 止形 とみたが(Ramstedt

1913,pp.14-15),バ ザ ンは後 ろの 「三纛 突厥 の民」にかか る連体 形 とみ る

(Bazinlg82,p.57).文 法 的 にはいずれ も可能 であるが,こ こではバザ ン説 に

従 う.「 カ ラ=ク ム(黒 沙砂 漠)を 越 え た」とい うこ とが,漠 北 か ら漠南 へ の

移 動,す な わちモ ンゴ リア本土 か らゴビ砂漠 を渡 って内モ ンゴリアの大草原

地帯 に移 る ことを意味す る ととる点 で は,我 々 もバ ザ ンや谷憲 の考 え(Bazin

1982;谷1984)に 賛 成で あ る.カ ラ=ク ムにつ いては,欧 米 人が しば しば引用

す るチ ェグ レーデ ィの研 究(Czegl6dy1962)以 前 に,既 に我 国の岩佐の研 究が

ある(岩 佐1936,pp.106-119).岩 佐 論文の 当該箇所 を一読す れば,カ ラ=ク ム

が現 在の フ フホ トの北方,陰 山山脈 地方 を指 してい た こ とが判 る.従 って,

740年 代 に入 って ウイグル ・バ ス ミル ・カル ルクの三 部連合 のク ーデ ター に

遭 って漠北の本拠 地を追われた突厥が,そ もそ もの突厥復興(突 厥 第二可汗 国

発祥)の 地であ る漠南 に活路 を求めた様子が理解 で きよう.

N8,k6g翫,k6m血 撹aγ,yar6g血z=こ の3つ の地名 を漠南 の内モ ンゴリァに求 め

ようとす るバ ザ ンの考 え(Bazin1982)は 納 得 で きるが,実 際のバザ ンの比定 に

はかな り無理 や見落 としがあ り,賛 成で きない.例 えばk6mUrtaγ 「炭 山」を黄

河北岸 の 「黒 山」に比定す るが,契 丹勃興 に関係あ るそ の ものず ば りの 「炭 山」

につ いて検討 していない,具 体的 な地名比定 は今後 の課題 である.

N8,擬tUY匪uγ 荊血r鹸klbodun:漢 籍 史料,例 えば『資治通鑑』巻215,玄 宗 本紀,
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オズミシュ

天宝元年条には,「上,遣 使 して鳥 蘇 を諭 し内附せ しめんとするも,烏 蘇は從
おど

わず.朔 方節度使の王忠嗣は兵を磧口に盛んにし以て之を威せば,烏 蘇は懼れ

て降 らんことを請うも,而 るに遷延 して至らず.忠 嗣は其の詐を知 り,乃 ち遣
バ ス ミ ル ウイグル カル ル ク

使 して拔悉密 ・回絶 ・葛邏祿 を説 き之を攻 め しむれば,鳥 蘇 は遁去す.忠 嗣は

因 て出兵 し之 を撃 ち,其 の右廂 を取 り以 て歸 る」とあ り(p.6855),谷 は シネ

ウス碑 文 に現 れ るこの 「三纛 突厥 の民」を,こ の史料 そ の他 に見 え る突厥 の

「右廂 」部 か と考 えて いる(谷1984,pp.11-12).

と こ ろで,タ リア ト碑 文E7に あ る平行表現 に よれ ば,こ の直後 にantayetinこ

ayt6rtyegimika「 そ こにて7月14日 に」とい う語句 が続いて いる.こ の 「7月

14日 」につ いて は,740年 代 初頭 のウイグル関連漢籍 史料 を分析 した片 山章雄

が,742年 に繋 年 してお り(片 山1984,pp.28-29,38),ま た平行 す るシネウス

碑 文N8の 冒頭部分(k6gar～bodun)の 記 事 も742年 の 出来事 とす る(片 山lgg4,

pp.10,13;cf.Bazin1982,pp.57,60).本 稿 もこれに従 う.

N9,0zmi'iteginqanbolmi'9=タ リア ト碑 文E9の 平行表現 で は,bollniヨ の部

分 がbolth'と な ってい る.

N9,althさ#ay3ラ ム シュテ ッ トはaηilkiay「最 初 の月=正 月」と読み(Ramstedt

1913,p.15),オ ル クン(ETY)・ 王 静如(1938)・ マ ロ フ(PDPMK)・ ア イダロフ

(AttnaPOB1971)の テ キス トで も全 てこれ に従 ってい る.さ らに この箇所 を部分

的に引用 した羽 田(1957,p.185)お よびバザ ン(SCMT,p.224)も こ の読み を

積 極的 に支持 してい る.し か し2つ に割 れ てい る碑 文 の小 断片(上 部 断片)

末 尾 のsUηtisの 後 に は1文 字分,大 断片(下 部 断片)の 上端 のayの 前 に も

1文 字分,両 単 語の 間 には合 計 で2文 字分 の スペ ース しか な く,ηlkiと い

う4文 字分 を必要 とす るagilkiが 入 る余 地 はない.ay「 月」の前 に2文 字 く

るだ けで月名 にな るの は,aramay「 正 月」のRmかaltinこay「6月 」のltn6

の い ずれ かの場合 だけで ある.現 地で碑 石 を精 査 した ところ,小 断片 の末端

にはltの 右 半分 が残 ってい るのが見 えた.ラ ムシ ュテ ッ トの写真 にはそ れほ

どよ く出ていないが,我 々の撮影 した写真 ではかな り明 白で ある し,ビ チェー
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スの他 のメ ンバ ーに も確認 して もらった.ltとRと は書 き方 によってはその右

半分が酷似 した形 にな り得 るが,シ ネウス碑 文で はそ うで はな く,か つ また古

代 トル コ語 にar㎜ayが 現 れ るのは,こ れ まで知 られてい る限 りでは もっと後

代 になってか らで ある.従 って ここは「6月 」と復元す るのが正 しいであろ う.

NlL冒 頭 に2文 字分のスペースが あるのは,石 が硬 くて文字が刻 めなか った

ところら しい.テ キス トは連続 している.

N11,龍 αar置uq:川 崎 浩孝 のシネウス ・タリア ト両碑文 における関連記事の比

較検 討 によって,こ の記事 は,746年 に行 なわれた カルル ク族 の最初 の西遷 に

ついて記述 された もの と論証 されている(川 崎1993,pp.95-98).二 度 目の西遷

記事 について は,Wlの 注 を参照.

N11,toquz【 重otoq】=旧版 で は,こ の部分 にTの1文 字 しか判 読で きな いに

もかか わ らず,タ リァ ト碑 文S4に あ る同 じ く豚歳 の 記事 を参 考 に して,

t[oquztatar】 と推定復 元 してい た(旧 版,pp.179,192).な るほ ど,タ リア ト碑

文の当該 箇所 を振 り返 ってみる と,シ ネ フー以来,ク リャシュ トルヌ ィ,テ キ

ンに至 るまで一貫 して 「トクズ=タ タル(九 姓 タタル)」 を読 んで きた(nl冊3XYY

1975,p.90;Klyashtomy1982,p.343;Tekinl983,p.47).し か し,1996年 に採拓

され た最 新の拓本 を用 いた片 山の翻字 では,当 該 箇所 に前後す る部分 が//U

乙[QRLuQ】:LGzNYiLQa:TuQzT[T】(R)//〃 〃 と読 まれ(片 山1999,P.

169),「 タ タル」の読 みが完全 な ものではな く,補 足 された もの であった可 能 ,

性 が示 唆 された.そ こで この度,改 めて阪大所蔵 拓本 を精査 した ところ,2点

の発 見が あ った.

第 一 に,上 掲 部分 が刻 され てい るタ リア ト碑 文 の第 二断片,十 二 支獣 に よ

る紀年 表記laγzinyilqa「 豚 歳 に」の直前 に,Dとiの 残 画 を見 出す こ とが で

きた.す なわち,そ こを//0乙 〃(Di):LGzNYiLQaと 読 み直 した.こ れ

までu6が 刻 まれ てい るこ とか ら,こ れ に続 けてQRLuQの4文 字 が推定

復 元 され,驚qarluq「 三 姓 カルル ク」が登 場す る と推測 され て きた.し か し,

我 々が改 めて読 み直 した翻字 に よれば,こ の部分 には過去 を表す三 人称 の終止
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形語尾(一dl')を 想 定す るこ とがで き,年 代表記 の直前で文章が完結 していた と

み なす ことがで きたのである.

第 二 に,toqUZに 続 く部 分 も新た に読み 進 める こ とがで きた.す なわち,

我 々はlaγz'inyrlqa「 豚 歳 に」の直後 を,T(uQ)zT(w)[T工(uQw)[L】(Yw)TuQ

zBWYRuQ#[b亅issqut:QraBWDNと 翻 字 して,toquztotoqulayutoquz

buyruqbegstintitqarabodun「9人 の ト トク(都 督)に 続 き9人 のブ イルク(梅

録)と5人 の将軍 と平民 た ち(が)」 と解読 す る ことが で きた,こ れ までは冒

頭 に トクズ=タ タルが刻 まれてい るもの と想定 されていたた めに,前 後 の文脈

を通 じさせ ることがで きなか った.し か し,こ の解読 によって,こ の部分全体

をtoquztotoqulayutoquzbuyruqb鐚saηUtqarabodunturuyinqaがmqanqa6t壮nti

と復 元す るこ とがで き(cf.片 山1999,pp.169,173),「9人 の都督 に続 き9人 の

梅録 と5人 の将軍 と平民 は立 ち上が って,私 の父た るカ ン(骨 力裴 羅)に 対 し

て懇 願 した」とい う記事 内容が明瞭 とな った.

ウ イグル可汗国初期 の状 況 を伝 える漢籍 史料 には,「(ウ イグル には)十 一都

ヤグラカル

督有 り,本 と九姓 部落 な り.一 に藥 羅葛 と日 う.印 ち可汗 の姓 な り.二 に胡 咄

葛 と日い,…(中 略)…,九 に奚耶勿 と日 う.一 部 落毎 に一都督 な り.拔 悉密 を

破 りて,一 部落 を收 め,葛 邏祿 を破 りて,一 部落 を收 め,各 おの都督 一人 を

置 けば,統 べ て十 一部落 と號す.行 止 ・鬪戰 毎 に,常 に二客 部落 を以 て軍鋒 と

爲 す」とあ り(『 旧唐 書 』巻195,迴 絶,p.5198),ウ イ グ ルは も とも と9部 族

か ら構成 され,そ れぞれ を都 督が 率い ていた こ とがわか る.従 って,タ リア

ト碑 文 に言及 された 「9人 の都 督」とは,ま さに漢籍 が記録 した 「九姓部 落」

の部族 長 た る 「都 督」た ち を指 す こ とにな る.と ころで また,上 掲 の史料 に

は,ウ イグルが,バ ス ミル とカルル クを打倒 した後,彼 らの部族長 をそれぞれ

都督 に任 命 した ことによって,最 終 的に11人 の都督 を擁iする に至 った と記 さ

れていた.川 崎1993に よれば,カ ル ルクは746年 と754年 の 二度 にわた り,

ア ル タイ 山脈以西 に西 遷 したこ とが 明確 にな ってい る(pp.98,108),タ リア ト

碑文 の豚 歳747年 の記 事で都督が11人 ではな く9人 と記述 されてい るの は,
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カルルク ・バスミルが まだ完全にはウイグルのもとに併呑されていなかったか

らであろう.な るほど,本 箇所 に続 くシネウス碑文の南面には,750年 代初頭

に繰 り広げられたカルルク ・バス ミルとの抗争が記載 されている.そ れ故,

この時点のこの場面 にカルルクが現れることはあ り得ないのである.こ れ ら

のことは,カ ルルクが746年 にモンゴル中央部から駆逐されたものの,依 然

としてアルタイ山脈方面で勢力を保持 していた とい う川崎の論証(pp.108-

10g)と 合致する.

さて,以 上のように本稿が読み直 したタリア ト碑文のS4に 続 くS5で は,

「ヤブグ(葉 護)に 彼が任命 した」とあ り(片 山1999,pp.169,173),シ ネウス碑

文Nl2の 冒頭にもまったく同じ文言を見出すことができる.こ のシネウス碑文

N11に はじまる豚歳のヤブグ授与は,第1章 で述べたように,従 来,N13の 存

在が想定されていなかったため,バ イルク部のタイ=ビ ルゲ都督に対するものと

考えられてきた.し かし,今 やNl3が 発見されたことにより,ヤ ブグ号がタイ

=ビ ルゲ都督に授与されていた可能性 は完全に排除され,懐 仁可汗こと骨力裴

羅か ら息子の磨延啜に対 して授与されていたのだと理解できるようになった.

これによって,シ ネウス碑文Nl2の 冒頭部分 とタリア ト碑文S4-5と は,磨 延

畷に対するヤブグ授与に関 して平行する内容を持っていたことが初めて確定さ

れたのである.そ の上で両碑文の内容に立ち返ると,可 汗に次ぐ第二位の称号

が碑文の主人公に授与 されるという重要な場面にもかかわらず,唐 突に異種族

である「トクズ=タ タル」が出現するという想定はやは り不自然 と言えよう.

ここは,前 年(746年)に カルルクを駆逐 してモンゴリアの主導権を確実にした

ウイグルの骨力裴羅が,国 家体制の整備のために息子である磨延啜をヤブグに

任命 していたと見る方がはるかに自然である.そ うすれば,本 稿が読み直した

ように,都 督 ・梅録 をはじめとするウイグルの構成部族長や高官 ・廷臣たち,

さらには将軍や平民たちまでが登場することも首肯できよう,彼 らは磨延畷

へのヤブグ授与 を 「懇願」していたのである.

それ故,本 稿 はタリア ト碑文における平行部分,す なわち豚歳(747年)の
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記事 の再読 か ら判断 して,シ ネ ウス碑 文Nllのtoquz以 下 にtatar「 タ タル」

を推 定復 元す る従来 の見解 を斥 け る.そ の上で,toqUZ以 下 には,ウ イ グル麾

下 の9人 の都督 と9人 の梅録 た ちの懇願 を受け た,磨 延畷へ のヤブグ授 与 に

いたる経 緯が記 され ていた もの と結論す る,

と ころで,タ リア ト碑文S4行 末 か ら次行S5冒 頭 を見 る と,ll6Uapaatlbar

tediと 再 建 され,先 行研究 は「祖先 の名前/名 声」が取 り沙汰 されている とみな

して きたが(ex.Teki且1983,p.50;片 山1999,p,173),こ のat「 名前/名 声 」が何

を指 すのかが問 われ ることはな く,具 体 的に碑文 の文 脈 を把握す るこ とが で き

なか った.そ こで,再 度 タリア ト碑 文 の拓 本 で当該箇所 を点検 してみ る と,

これに続 く文字の欠損部分 はわずか に22文 字分 ほど しかない.そ して欠損部分

の直後 にはantayabγuatadi「 そ こでヤブグ(葉 護)に 彼が任命 した」とあった.

す なわち,こ の一 文に先行 するテキス トにおいては磨延啜 に対す るヤブグ授与

が話題 になっている蓋然性 が きわ めて高 く,a6Uapaat'iを 「先祖の称号」と訳 し

て具 体的 にそのヤブグの称 号 を指 している と解釈すべ きではない だろうか.

そ もそ もヤ ブグ(葉 護)と は,エ フタル語に起 源す るとい う見解(ED,p.873b)

もあ るよ うに,中 央 ユ ーラシ アの遊 牧国家が採 用 し続 けて きた重要 な称 号 で

ある.西 突厥 では,そ の最盛期 を築 いた統葉護可汗の称号要素 のなかに現れ て

いる.ま た,東 突厥 ・第二 可汗国で は,し ば しば右 翼長 たる9adシ ャ ド(殺,

察,設)に 対 す る左 翼長 の称号 として授与 されていた(cf.護1967,pp.37-38).
たま

そ して ウイグル につ いて は,『 新唐書 』巻217上,回 鶻上 に,「 會た ま突厥 亂 る

ヤ ブ グ

るに,天 寶初,(骨 力)裴 羅は葛邏祿 と自ら左右葉護 を稱 し,拔 悉蜜を助けて

(突厥の)烏 蘇可汗を撃走せ しむ」とあり(p.6114),742年,バ スミル可汗の

もとでカルルクの首長とともに骨力裴羅が葉護 を自称 していたという.本 稿

のN4,tUrUkqaγanこaqの 注で述べたように,突 厥 ・ウイグル両者 を包含する

トルコ民族史を描こうとする意識が,シ ネウス ・タリァ ト両碑文の背景にあ

り,碑 文の文脈上「祖先」が指す範囲は単にウイグル族だけでな く先行する突

厥可汗国も含 まれていたと考えられる.以 上のことか ら,磨 延啜に与えられた

(54)



ヤブグとは,当 時の トル コ系遊牧民 にとって由緒 ある称号であったとみなす こと

がで きる.従 って,本 稿 は,タ リア ト碑 文S5冒 頭の当該箇所 を 「先祖(代 々)の

称号があ る,と 彼(ら)は 言った」と訳 出 して,具 体 的に磨延畷に与 え られたヤ ブ

グ号の ことが話題になっていた と解釈 したい.

こ こまで シネ ウス碑 文NIlと そ れ に平行 す るタ リア ト碑 文S4-5の 文 脈 を

検討 し'てきた ように,ウ イグル可汗 国の初 期段 階 にお いて は,ウ イ グル族 自

体 の主導権 は決 して絶 対的 な もので はなか った ことが わか る.突 厥 可汗 やバ

ス ミル ・カルル ク族 を打倒 して可汗 を称 し得 た とい って も,骨 力 裴羅が 息子

をヤ ブグに指名す る際 には,可 汗 国を構 成す る9人 の部族 長(都 督)た ちの賛

同を必要 としていたのであ る.こ れ は,ウ イグル可汗 の政権 はあ くまで トクズ

=オ グズ(九 姓 鉄勒)と いう9部 族 の連合体制 を基 盤に してい たのであ り(山 田

1989,pp.143-144),か つ彼 らに よる推 戴王権 の性格 が非常に強かった ことを物

語 ってい る.こ の ウイグルの主導権 は,可 汗の代替わ り,す なわち骨力裴 羅が

没 して磨延 啜が可汗 に即位 した際 に大 きな動揺 に さ らされた と考 え られ る.

とい うの は,シ ネウス碑文の東面 には,ウ イ グル に対す る反乱 ともみな され る

べ きセキズ=オ グズ(八 姓 オグズ)と の戦 闘の記録 が残 されて いるか らであ る.

こ れについて は,E1のsakizoγuzの 注 を参照 されたい.

N123行 頭 を示 す ライ ンは,先 に彫 られた タムガの ヒゲが延 びて きているた

め,他 の行 よ り少 しだけ下が っている.さ らに3文 字分のスペースがあるのは,

石 が硬 くて彫 れなかった ところ らしい.テ キス トと しては連続 している.

N12,yabγ 瓢atadi3拓 本 には よく出なかったが,ビ チ ェースの複数のメ ンバー

が実際 に碑石 を見 て確認 した.

N12,k髄sg血y恥a:ラ ム シュテ ッ ト(Ramstedt1913,pp.16-17)以 来,誤 解 され

て きた部分で あるが,片 山章雄 らの研 究 グループが正 しい読み に気付 き,そ れ

を1994年 に発 表 した(片 山1994,p.12).ラ ム シュテ ッ トの テキス トでは文字

にか な り欠損があ るように思われ るが,片 山が指摘 した ように,実 際には ラム

シュテッ ト自身が付 載 した シネ ウス碑 文の写真 か らも,文 字はほぼ完全 に読み
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とれ るのである.も ちろん,我 々はこの点 を現地で も確 認 したので あ り,疑 問

の余 地は全 くない.

N12,taybilg"totoq:taybilgaの 部 分 は拓本 にはよ く出なか ったが,ビ チ ェー

スの複 数の メンバ ーが実際 に現 地で確 認 した.こ のtaybilgatotoqはE5に も

現れ,両 者が 同一人物 であ り,九 姓 オグズ(九 姓鉄勒)を 構 成す るバ イル ク/バ

ヤルク(抜 曳固/抜 野固)部 の 「大 砒伽都 督」として漢籍 に見 えてい ることを発

見 したのは王静如で ある(王 静如1938,p.14;cf.小 野 川1943,p.361).実 際 に

『冊府 元亀 』巻975,外 臣部,褒 異 第二 には,「[天 寶八載(749)]十 月丁卯,九 姓

勃曳固の大田比伽都督黙毎等十人來朝すれ ば,並 な特進 を授 け,錦 袍金鈿帯魚 袋
かえ ゆる

七事 を賜 う.蕃 に還るを放 す」とい う朝貢記事 があ り(p.3881),彼 の 名 を確 認

で きる.な お,カ マ ロフは,こ のバ イル ク部の大眦伽 都督が ウイグル に破 れた

結果,唐 に投 降 したために朝貢記事 に記 録 された と考 えてい る(Kamalov2003,

p.84).し か し朝貢後 に 「蕃 に還 るを放す」とあ り,体 よ く本 国帰還 を命 じられ

てい るか ら,そ の後 どうなったのかは知 る由 もない.

N12・13=こ こ に新 た に13行 目を設定 した経 緯 は,第1章 で述べ た 通 りで

あ る.鼠 歳(748年)の 紀 年が あ るタ リァ ト碑 文S5,そ れ に続 くWlと の比

較 に よ り,本 箇所N12に 磨 延啜 の可汗即位記事 が あった ことは,ほ ぼ間違 い

ない.そ して 「牛歳(749年)に 」とい う語 がN12な い しN13の どち らか に

あ った こと も疑 い ないが,と りあ えず はN13に あ った と推定 してお く.

E1,椀 崩nさaybiryaO珂a3日 付 としてのU甜nごay「3月 」と,biryaq垣a「1日

に」とは新 しく読 めた部分で ある.ラ ムシュテ ッ ト以 来誰 もこう読 んでい ない

が,文 字 の残 画 と,す ぐ後 にekiyaηiqa「2日 に」が現 れる文脈 とか ら,ま ず 間

違い ない.

E1,k血n[artat血 蒔?】1血n66血ri且m橇 こ こは ラムシュテ ッ ト以来の読み と全 く

異な る(cf.Ramstedtl913,p.17).kUn「 日中,昼 」と 伽 「夜,夜 中」の読 みは

ほぼ確 実であ り,か つ前後 には単純 な過去ない し完了の終止形 が きてい る文脈
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で,一mi舊を伝聞過去 とみなすのは,ど うにもすわ りが悪い.む しろこれを地名

ビュケグックにかかる完了の連体形 とみなすべきと考え,残 画と矛盾 しない語

を探 した上で推測 したものである.

E1,訟kizαYuz3こ の「セキズ=オ グズ(八 姓オグズ)」が,漢 籍に頻出する九姓

鉄勒,す なわち古代 トルコ語碑文に現れるトクズ=オ グズ(九姓オグズ)と は全

く別の集団であるのか,そ れとも九姓オグズよりウイグル部を除いたものを八

姓オグズと呼んだのかという問題は,こ れまで結論が出ていなかった.し かし

本碑文の北面末尾か ら東面冒頭で,ウ イグルが戦っている敵は八姓オグズ と

九姓タタルであ り,本 稿で新たに復元 したN13の 文脈からすれば,入 姓オグ

ズの中にバイルク部長のタイ=ビ ルゲ都督がいたことはほぼ疑いない.そ う考

えれば,東 面前半に749年 のウイグル帝国の大混乱が叙述 され,そ の原因の

一つ としてE5に 「タイ=ビ ルゲ都督の卑劣 さのゆえに」と記されていること

と符合す る.一 方,バ イルクは九姓鉄勒の重要な構成部族であったことは明

らかなのであるから,必 然的に入姓オグズは九姓オグズに含まれていたことに

なる.漢 籍には「八姓鉄勒」という呼称は一度も在証されないから,入 姓オグズ

とは,九 姓オグズの筆頭部族であると意識 していたウイグルが,自 己以外の8

部族を呼んだものと考えるべ きであろう.N12に 記されているとお り,磨 延畷

は父である初代可汗の死去直前にようやくヤブグに任命されたのであるから,

恐 らく彼の可汗即位によってウイグル部が引 き続 き九姓オグズのリーダーにな

ることを素直に認めなかった8部 族が,ウ イグルに反旗を翻 したために,こ の

ような大規模の内乱が勃発 したのではなかろうか.

E1,k髄ntuγuru=OTWF,P.730で エルダルはこの表現 を"throughouttheday"

と解すべ きであると主張するが,前 後の文脈はやはり従来の解釈を支持すると

思 う.

E1・2,quhmk恥nmbodunuγ1知riyerayuberti:ほ1ま 同様の表現がS9に も現

れる.直 訳すれば「私の奴婢 は民 を天地が言 って くださった」であるが,文

脈からこの部分が天地の神の言葉であることは疑いない.taηriが 「天神」で
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あ る こ とに も問題 はな いが,yer「 土 地,大 地 」が 単独 で 「地神 」を意 味 して

い る とみ なす 点 には註釈 が必要である.そ れ には突厥 第二可汗 国時代のキ ョル

=テ ギ ン碑 文 ・東面第10-11行 目にUzat励ktaηrisitU而kiduqye亘suvianこatemi忌

「上 方で テユル クの天神,テ ユル クの神 聖 な地水 が次 の ように言 った とい う」

とあ る表現 が根拠 となる(cf小 野 川1943,p.291;GOT,pp.233,265).こ こ に

見 えるyersuv「 地水 」が 人格 神で あ るこ とは明 らかで あ る.元 来,中 央ユ ー

ラシア東 部の乾燥 地帯 に住 んで いた古代 トル コ民族 やモ ンゴル民族 の間で は

一般 に人々の生活 に有用 な 「土:地」を指 し示 す ため に 「地」と 「水」を組 み合 わ

せ た 「地水」とい う表現 を使 う.シ ネ ウス碑 文の この箇 所のyerをyersuvの

同 義語 ない し短縮 形 とみ なせ ば,yer単 独 で 「地神」と解釈す る こ とは許 され

るので ある.そ こで本稿 は,bodun「 民 」に接続 す る対格 一γを間接 話法 の主語

を示 す もの,さ らに 「私 の奴婢」と「民」とが倒置 されてい るとみ な し,「(そ も

そ も トル コの全)人 民 は私(ウ イ グル可 汗)の 奴婢 で ある」と,天 神 と地神 が

仰 せ になって くだ さった もの と解釈 した.

と ころで,古 代 トル コ語碑文研究 にお いて,可 汗 と天神 の関わ りについては

以前 より言及 されて きたが,可 汗 と地神(yer)の 関 わ りにつ いて は史料 も乏 しく

あま り検討 されて こなかった.遊 牧民 に とって雨 を降 らせ る天 と牧草 を育む大

地 とは,生 活 の根幹 を保証 する ものである.万 民 を統べ る可汗 に とって,そ の

天 地 を司 る天神 ・地神両方 か らのク トqut「 恩 寵」があ って こそ,民 を養 って支

配す る ことがで きる.こ の点で参考 にな るのが,西 方ユー ラシア草原 で可汗 と

王が並立す る二重王権 体制 をとっていたハザ ルの例であ る.10世 紀 の地理学者

マス ゥーデ ィー(al-Mas`Udi)は 次 のよ うに伝 えている.「 ハザルの土地が旱魃 に

遭 った り,災 害が彼 らの国 を苦 しめた り,彼 ら以外 の人々に対 する戦いが彼 ら

(自身)に 矛先 を変 えた り,・予期せぬ ことが起 こる と,一 般 人 と高官 たちはハ ザ

ルの王の ところに駆 け込み,そ して(以 下の ように)言 うのである.『 我 々 は こ

の可汗 にすで に悪い兆 しを見 て,彼 の運命 に悪 い兆 しを得 たので ある.彼 を

殺 せ.あ るいは彼 を我 々 に引 き渡せ.彼 を我 々が殺 すか ら』と」(Pellatl962,
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p.163).こ の よ うにハザ ル民 族の あいだで は,災 害 ・戦禍 な どは可 汗の責任

と考 えられ ていた.そ こで旱魃 が挙 げ られていた のは,可 汗が地神(yer)か ら

の ク トを失 った と考 え られ たので はなかろ うか.

E3,yao童qa3旧 版 では文脈 か ら 〔otuz]qaと 読 む可 能性 も残 してお いたが,

今 回,大 阪大学 に将 来 した2セ ッ トの拓本 を改 め て精査 した結 果,yaηfqaで

あ ると確定 で きた.

E3,〔直zihqoduzh1:Bazin&Hamiltonl979を 参 照.

E4,k6r釜:ED,p.957aの 指 摘 どお り,y廿raはk6raの 誤 りだった ことを現 地で

確認 した.

E4,ayγu猷 これ は現地では読 めなか ったが,2セ ッ トの拓本 を照合 して新 た

に読 めた部分 であ る.ア イ.グチ は「顧 問官 ・大 臣」であ り,突 厥の トニュクク

碑 文(第10,29,49,50行 目)で は可 汗 を補 佐す る立場 にあった有名 な武 人宰相

トニ ュクク自身 を指 してい るが,こ こでは誰 を指すのか即座 には分か らない.

しか しなが ら,ウ イグルの磨 延啜時代 にもアイ グチがいた とい う事 実は,大 き

な発見 であ り,今 後の研 究 に貢献 す るで あろ う.

E4,猷rig膳di:ラ ム シュ テ ッ トは こr[g]#[itldi(6arigitdi)と 読 ん だが

(Ramstedtlgl3,pp.18-1g),大 断 片 の上 端 のdの 前 には1文 字分 のスペ ース

しかな く,し か もその文字 はtで はな く,1か 蓉のいず れか であ る.そ こで

本稿 では,6arigを 動 詞化 した こarigla一と読 んで お きた い.こ の語 は古代 トル

コ語 にはい まだ在証 されてい ないが,チ ャガ タイ語 には「軍隊 を導 く」とい う

意味 で在 証 されてい る(cf.VWTDIII,pp.1967-1968).こ こ で は仮 に 「軍隊 を

展 開す る」 と解釈 しておいた.

E4,ya匐i〔f隙m:「 私 は平定 した」と訳 したのは,yaZiをyas1と 同 じ とみ な し

たか らであ る(cfED,p.984b:`andscatterdthem(?)')・

E5,taybilg飢otoq3Nl2,taybilgatotoqの 項 を参照.

E6,yaYh:ベ ル タは これをyaγiのComita丘ve(共 格 ・随格)と み な して 「敵 と

共 にその首領が進軍 して きた」と訳 してい る(Berta1995,p.10).本 稿 もそれ に
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従 う.こ のComitativeは 普 通 には具格 に含 まれ るものである(cf.GOT,p.137).

E6,qatrr=ク ロ ーソ ンは このqat一 を(1)"tomix;toaddto"で は な く(2)"tobe

hard,fhm,tough"で 解 釈 す るが(ED,pp.594-595),逆 で あ ろう.因 み にバ ザ ン

はここを 「私 はさらにタタル族 と衝突 した」と訳 している(SCMT,p.226).

E7,〃 〃1[・q】a(?)=ラ ム シュテ ッ トは語注 にお いて"zudenKitanen?"と して

お り,ql'tafiqaと い う再建形 を推 定 している ようであ る(Ramstedt1913,p.52).

一 方
,チ ェグ レー デ ィは元来 ここにqarluqaが 彫 られ てい た と考 え てい る

(Czegl6dyl973,p。265).5文 字 程 度 の欠落 の後 にaが 判 読 で き,kirti「 彼

(ら)は 竄 入 した」が続 くこ とか ら,本 箇所 には何 らかの集 団名 あ るいは地名

に与格(一ka/qa)が 付 属 した語 末形 を予想 で きる.し か し,現 時点 で はaの

1文 字 しか翻 字 で きな いた め,判 断 を保留 した.

E7,irin:irはyl'r/yirと 同 じ語で,「 北」を意味す る(cf.ED,p.954b).

E7,bogunildi'm=ED,p.383aのbogun一 の項 ではbogunladimと 読 んでいるが,

従 えない.

E7,yabγugadat,tardugt61isbodun:テ ス 碑文W6に は,oγhtardu蓉yabγu

t61is6adolurt'i「 彼 の息子(た ち)は タル ドゥシュ=ヤ ブグ とテ リス=チ ャ ドに就

任 した」とあ る.大 澤孝 は,テ ス碑文 の建造 が750年 に かか るとい う見解 か ら

(本稿E8,6tUkankedinu6i'ntaの 注 を参照),こ のテス碑 文の記 述が,シ ネ ウス

碑 文 の本 箇所 にお ける,磨 延啜 によるヤブ グ ・シ ャ ド任命記 事 に対応す る と

考 えてお り(大 澤1ggg,pp.159,161,163),本 稿 もその見解 に従 う.

ところで,軍 政一致 の遊牧 国家 のひ とつ である突厥 において,タ ル ドゥシュ

とは古代 トル コ語で右翼 すなわち西方の区画 を,テ リス とは左翼,東 方の区画

を指す(小 野川1943,pp.350-351).そ して,ヤ ブグ とシャ ドとは,そ の左右翼

の長 にそれぞれ授 け られ た称号 であった(護1967,pp.37-38).具 体 的に例 をあ
ク トゥルグ

げれば,突 厥第二可汗国の勃興期,骨 咄禄 こと初代エルテ リシュ可汗(在 位
ま

682頃 ～691年)の 即位 を伝 え る漢籍 には,「(骨 咄禄 は)又 た九姓(鉄 勒)を
いよ すなわ

抄掠 して,羊 馬を得 ること甚だ多 く,漸 いよ強盛に至れば,乃 ち自ら立ちて可
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シヤド ヤ ブ グ

汗 と爲 る.其 の 弟 の默 畷 を以 て殺 と爲 し,咄 悉 匐 もて葉 護 と爲 す」 とあ る

(『旧唐書』巻194上,突 厥 上,p.5167).こ れ に対応 す る突厥 第二可汗 国の ビ

ルゲ=カ ガン碑 文 ・東面第12行 目[cf.キ ョル=テ ギ ン碑 文 ・東面第13-14行 目]

に は,t61istardugbodunuγantaet皿i蓉yabγu拶ad1γantabermi訐 彼(骨 咄禄)は テ

リス とタル ドゥシュの民 を組織 した.彼 は ヤブグ とシ ャ ドの称 号 を(彼 らに)

与 えた」と記載 され てい る(cf.小 野 川1943,p.292;GOT,pp.233,265).

この よ うに,突 厥 第二 可汗 国 の建 国期 に は,

左 翼(東)テ リス ー ヤブグ

右翼(西)タ ル ドゥシュ シ ャ ド

とい う対 応関係が確認で きる.こ れ に対 して,シ ネ ウス碑 文の本箇所E7と テ

ス碑 文W6の 記載 に よれば,東 ウイグル可汗国の建国期 には,

左 翼(東)テ リス シャ ド(チ ャ ド)

右 翼(西)タ ル ドゥシュ ヤ ブグ

とい う対応 関係 を看 取で きたので あ った.つ ま り,時 代 を前 後 して成 立 した

同 じ古代 トル コ系遊 牧 国家 であ りなが ら,突 厥 第二可 汗 国 と東 ウイグル可汗

国は,そ れぞれ建国期 の左右翼 体制 に着 目してみる と,左 右翼長 の帯 びている

称号 が逆転 している とい う興味深い現象 を観察 で きるのである.

なお,シ ネウス碑文の本箇所で ウイグルの右翼長 に任命 され たヤブグ とは,

後 に ウイグルが安史 の乱 に介 入 した際 の至徳二(757)年 九 月以 来,磨 延畷か ら

唐本 土の粛宗の もとに派遣 された彼の長子 「太子 葉護」の こ とで あろ う(cf.『 旧

唐書 』巻195,迴 紜,p.5198;『 新 唐 書』巻217上,回 鶻上,p.6115).た だ し,彼

は磨 延畷が 亡 くなった759年 の 時点で は,す で に罪 を得 て処刑 され てお り,

第3代 の牟羽可汗(B6gttQaγan)と して即位 したの は,磨 延啜 の次子(末 子)の

移 地建であ った(cf.『 旧 唐書』巻195,迴 訖,p.5201;『 新 唐 書』巻217上,回 鶻 上,

p.6117).こ の 移地建が,夲 箇所 におい て,磨 延 畷か ら左 翼長 として任 命 され

たテ リス=シ ャ ドで あった ことは十分 に予想 で きよう.

E8,01ay:ラ ム シュテ ッ トはolyilと 推 定 しているが(Ramstedt1913,pp.23,
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53),こ こ の文字列か らは,01ayの 読 み もolynの 読 み もどち らも可能であ る.

E8,δt髄k謎nkedinu衝nta3タ リア ト碑文W1に は,6敝ankedinu6intatezb讎nta

「オ テユケ ン(山)の 西 の端,テ ズ の河源 地帯 で」とい う部分 があ り,こ れ は750

年 に碑 文 を作 成 した場所 を示唆す る部分であ る.次 注で示す ように,本 碑 文で

もこの箇所 の直後 には同 じ く「テズ の河源地帯で」が刻 まれてお り,続 く碑 文作

成 ・夏営の記事 もタリア ト碑 文に対応 している と思われ る.こ の ような観 点か

ら改めて両碑 文の阪大拓 本 を精査 した結果,こ こに「オテユケ ン(山)の 西の端」

と再建 するために十分な数文字 を確 認する ことがで きた.な お,大 澤は この記

事 をテス碑 文作 成記事 と考 えている(大 澤1999,pp.166-167).

E8,tezba菖fn重a雪 バ ザ ン教授 は,1981年3月17日 付 けの森安へ の個 人的書簡

の中で,ラ ムシュテ ッ トが …zba蓉iantaと しか判読で きなか った この箇所 を

tezb謝ntaと 復 元 し,こ の場所 をテス碑 文のテス に比定す る考え を示 され た.

我 々は現:地で(t)iz即 ちTezと 読 め ることを確 認 した.S2,tezbaヨ1も 参照せ よ.

E8,qasarαuridh=ク ロ ー ソ ンは,ラ ム シュテ ッ トがaqslraqorduと 読 んだ

の を退 け,ラ ムシュテ ッ トが注 で示 唆 した別解 を少 しだけ修 正 して この よ う

に読 んでい る(ED,pp.95b,645a;cfKlyashtomyl982,p.340;Ramstedt1913,

PP.23,53).こ のQasarが 杜 環 『経行記 』の記事(『 太平寰 宇記』巻184,大 秦 国,

p.3516)に 見 え る 「可 薩突厥」,あ るいは 『新唐 書』巻221下,波 斯 国(p.6258)

に記 載 され る 「突厥 可薩部」であ るはずは ないが,タ リア ト碑 文E2のatllγln

t6kabam譱qadirqasarabdibarsil,テ ス碑 文N3-4のatliγfnt6kabam懿_.,abdi

barsilqadirqasarと 比 較 して,別 の集団名であった可能性 は高い と考え られる.

な お,大 澤 に よるテス碑文 の訳注S2,tezigqasarqu助qontlの 項 を参照(大 澤

1999,pp.166-167).

E8,乙it=タ リ ア ト碑 文 のW2に は,ウ イグル第2代 可 汗 の磨延 啜が6rgin

「玉 座」と 乙itと を立 てた とあ る.玉 座 は,タ リア ト遺蹟 に現存 す る円形 のマ

ウン ド(半 径18～19m,高 さ約15m)の 上 に豪華 なテ ン ト(帳 幕)が 建 て られ,

そ の中 に置かれた と考えれば納得 がい く.一 方,こ れ まで 「フェンス,柵,垣
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根,塀,囲 い,縁,へ り,境 界」な どと解釈 されて いる 猷 が,土 塁 ・土塀 ・

レンガ積 み ・石垣 の ように後世 に残 る ものでなかったこ とも,タ リア ト遺蹟 の

状況か ら知 ることがで きる.お そ らくこれは木の柵であった と思 われ る.一 般 に

ハ ンガイ地方の 山の北斜面 の頂上付 近 には針 葉樹 林 が しば しば見 られ るが
,

タ リア ト地方 も例外 ではな く,遺 蹟東南 の近 い山の北斜面 には:豊か な針葉樹 林

があ る.木 材 の貴重 なモ ンゴル草原で あって も,こ こで は こitを木 材で作 るこ

とに何 ら問題 はなかったであろ う.1996年8月28日 の 現地調査記録 を参照(森

安/オ チル1999,pp.166-167).

E9,【 腿1u】yflqa3Tekin1983,p.45は,龍 歳(752年)に 磨延畷 が彼の碑文 を

bunta「 こ こで」作 らせた と記す タリァ ト碑 文W2-3を 検 討 した際,そ こにシネ

ウス碑 文E9-10に 対 応 す る同内容 の平 行表現 を見 出 した ことか ら,紀 年 が欠

落 してい るシネ ウス碑文 の当該箇所 も龍年 の記事 であ ろ うと予測 してい た.

今 回,拓 本の精査 によって,そ の平行表現 で記述 された記事 の直前 に,新 たに

圃qaを 読む ことがで きた.何 歳か を示す十二支 の部分 はまった く判読す ること

がで きなかったが,上 述の ように,タ リア ト碑文 その ものが建立 された龍歳 の

夏営 が話題 になっているのであるか ら,yilqaの 直 前 には元来WLW,つ ま りulu

「龍 」が刻 まれ,龍 歳 の紀年が あった ことは間違 いない.

E9,1〃 〃b誘 〃3ラ ムシュテ ッ トの推測で は6[tUkany駑ba強an[ta】 で あるが

(R㎜stedt1913,p.23),我 々 にはそ うは読 めなかった.

E10,toσtdim:ラ ム シユテ ッ トがTW[uQz]W[Gz](=ToquzOWz)と 推 定 し

(Ramstedtlgl3,p.23),旧 版 で はTW...//と して敢 えて読 まず にお いた こ

の部 分 を,今 回我 々 はTW(uQiT)[Dm]と 復 原す る こ とが で きた.直 前 に

は碑文 を 脚aα 麒m「 私 は作 らせ た」とあ るか ら,そ れ に連続 す る この部分 で は

碑文 をtoqitdim「 私 が打 ち立 て させ た」となる文脈 は きわ めて 自然 であ る.

Elo,曲r血o贓gigqamαu皿uquγ 書 この箇所は ラム シュテッ トも推定復元 して い

るところで あるが(Ramstedt1913,p.23),本 稿 もほぼ これ と同 じよ うに読 む こ

とがで きた.た だ し大 きく違 うのは,ラ ムシュテ ッ トがBWLuQG(buluquγ)
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と推 定 した とこ ろを,新 た に[Q亅WLuQG即 ちqulluquγ と読み,全 体 を

「白い(高 貴 な)ベ グ」と「黒 い(卑 しい)奴 隷 」とい う対 立す る集団概念 の組 み

合 わせ と解釈す る点 であ る.

「ベ グ」な い し 「貴族」とい う支 配者集 団 と,「 平民 」ない し「奴隷」とい う被

支配者 集団 とが対 立概念 と して組 み合 わ され て表 現 される こ とは内陸 アジァ

の遊牧社会 では珍 し くない し,さ らに両者 を白 と黒の対立 で象徴す ることもモ

ンゴル遊 牧民 で よ く知 られた事 実で ある.古 代 トル コ民族 にお いては,西 方

ユ ー ラシア草原 のハザル人の事例 があ る.す なわち10世 紀 に書か れたイス タ

フリーの 地理書 は,ハ ザ ル人 が 「浅黒 い」人々 と「白い」人々か ら成 っている と

記 述 している(al-15tak㎞,p.223).ゴ ー ルデ ンは この記事 を遠 方の イスラーム

世 界へ の誤 った情報 の伝達 とみな した上 で,こ の区別は身体 的差 異の謂 いでは

な く,支 配 ・被 支配の関係 にあ る二つの政治的集 団の表徴 である と解釈 してい

る(Golden1980,p.142).こ の ような例 を考慮すれ ば,シ ネ ウス碑 文 と時代 的

に近 いキルギスのイェニセ イ銘文 に見 えるUrU胆mqaram「 私 の白い もの と私 の

黒 い もの」とい う表現 に対 し,マ ロフや クロー ソンは,こ れ を 「家 畜」とみ な

しているが(c£MaπoB1952,pp.30,81-82;ED,pp.643b一 ←44a),そ の 解釈 に も変

更 をせ まるこ とになろ う.

ElO,ani<肱 義>o且urmi舊=anfolurm駑 の ままで は文意 を通 じさせ るこ とが で

きないので,恐 ら く両 語の問 にUzaが 彫 り忘れ られ たので あろ うと推測す る.

と ころで,E10か らSlに か けての文脈 か らは,カ ル ルク とキルギス とが 同盟

を結 ぼ うとしていた ことが うかがわれる.当 時,チ ク族 を出動 させ られる状況

にあ るの は地理 的条件 を考慮 して もキルギス に間違 いないので,こ こで「白い

ベグ と黒 い奴隷」の上 に君臨 しつ つキルギス に人 を派遣 したのは,カ ル ルク側

と考 えられる。なお,カ ルルクの君 長は,バ ス ミル ・ウイグル と共 に突厥第二

可汗 国を滅 ぼ してヤ ブグ(葉 護)の 称号 を 自称 す るよ うになった740年 代 前 半

以降,一 貫 してこのヤブグ号 を保持 していたはずであ るか ら(羽 田1957,p.183;

佐 口/山 田/護1972,pp.373,443;川 崎1993,p.97),本 稿 で はそれ を踏 まえて,
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この部分の主語 をカル ルクのヤブグ と想 定 した.

ElO,皿 装n2manもbanも 一 人称 単数主格の代名詞 であるが,こ こで はbanと

記 されて ない ことに注意 されたい.El2&S9に も属格 でm飆 ηと表記 されて

いる.一 方,よ り古 い形のbanは,本 碑 文のE4,S4(2t㎞es),S6,Extra-b,Extra-c

(2times)で 使 われている.突 厥碑文 では,ト ニュ クク碑文 とキュリ=チ ョル碑 文

にはbanの み が,キ ョルニテギン碑文 とビルゲ可 汗碑 文 にm洫 の みが現 れるの

に,ウ イグル初期 のシネウス碑文 に両者が並 出す るのは興味深 い現象 である.

ち なみに ラム シュテ ッ トはN1に もbanを 読 み取 るが(Ramstedt1913,p.13),

当該 箇所 に残 っているのは文字bの み であ り,ま た文脈 か らも確実 とはいえな

いので,我 々は採 らなか った.

E11,totoqba薈in=ベ ル タと同 じ く一1nをComitadve(共 格 ・随格)と み なすが,

ba蓉 について は人名構 成要素で はな く普通名詞 「隊長 ・頭」とみ て,「 ト トク(都

督)を 隊長 として;ト トク(都 督)を 先頭 に」と解釈す る.

E12,y飢m謎sin=ベ ル タはこの行 に2回 見 えるyalmasinに つ い て,前 者 を従

来通 りに対格 とみな しなが ら,後 者 をComitative(共 格 ・随格)と みな し,「 その

(キ ルギスの)偵 察隊 と共 に私 の部下(ウ イグル軍 人)を そ こで急襲 し,情 報提

供者 とな し,(私 の部下 を捕虜 として)彼 ら(キ ルギス)の カ ンに向 けて[連 れ て

いった]」 と解 釈す る(c£B飢a1995,p.10,n.5).恐 ら くそれ は,本 文が伝 聞過

去形 一m踏 で終わ って いるので,「 私 の部下」が 主語 ではおか しい と考 え,そ れ

を 目的語 と解釈 したいがためであ ろ う.し か しこの解釈 には従 いがたい.

E12,basm濺 こ の 一mi'蓉の 表記 法は,テ キ ンのい う母音調和 の例外 法則(GOT,

pp.59-62)に 外 れている.本 碑 文で もほ とん どの場合 はその例外法則 に従 って,

後 舌語 で あって も前舌系 のmsで 表記 され るが,こ こを含 め5回(S5&S7,

barmi鴬;S8,qa田mi'恙;Extra-a,bam鋤 だ けm蓉 と表記 される.

S1,to飜nIa:TIT,V,p.335,noteA.23に 引 用 さ れ た 仏 教 文 献TID200(Mainz774)

に 見 え るto蓉 を 「池,沼 」 と す る 解 釈 に,ク ロ ー ソ ン も ツ ィ ー メ も従 っ て い る
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(ED,pp.557-558;Zieme1981,p.242).ク ロ ー ソンはまた 「氷,氷 水 」との関連

も考えているので,碑 文がい うところのエルティシュ河,す なわちイルティシュ

河の河源 となる永久凍土の溶けだしたような高原の沼地 をい うのか もしれ ない.

い ずれにせ よウイグル軍が通過 したのは沼地地帯であ った と考え られ る.

ところで,S1で は ウイグル軍が イルテ ィシュ河 を越 えることにな るのだが,

従 来,こ れ は漠然 とカ ラ=イ ルテ ィシ ュ河 に比 定 され て きた(cf.川 崎1993,

p.105).し か し,カ ラ=イ ル ティシュ河 はイルティシュ河上流 の総称 であ り,

多 くの支 流 をかか えて いる.そ こで,イ ルテ ィシュ河 と ともに越 えた とい う

アル カルの河源 地帯の候補 となるべ き支流 を探 してみ る と,東 か ら西 へ狭義

の カラ=イ ルテ ィシュ河,ク ラ ン(Kran克 蘭)河,ア ラガ ク(Alagak阿 拉 哈

克)河,ボ ルチ ュ ン(Burchun布 尓 津)河,カ バ'(Kaba哈 巴)河 などを挙 げる

ことが で きる.そ の うちア ラガク河畔 にのみ阿拉 哈克湖 な どの湖沼 地帯 が存

在 し,科 克蘇湿地 自然保護 区 も設 定 され てい る.ウ イ グル軍 が沼地 を越 えた

ことを考 え,ア ル カル はア ラガク河 に当て てお く.

S1,鉦rqami畄a1伽1yanta1〃1k読dim=こ こ は 溢q㎜ 駑 を地名 とみ るラム シュ

テ ッ トよ りも(Ramstedt1913,p.25),む しろそれを 「男 たち,兵 士た ち」並 び

に 「葦」の意味 に とるクローソ ンの考え(ED,p.131a)に 近 いが,そ れで も全体

の解釈 はかな り異 なる.と ころで,な ぜ水 辺 を渡 る際 に葦 が現 れ るか とい う点

に関 して,『 魏書』巻1,序 紀 ・昭成 帝 には 「[建國]三 十(367)年 冬 十 月,帝

(昭成帝/什 翼驩)は 衞辰(匈 奴 の首領)を 征つ.時 に河の冰,未 だ成 らざれ ば,
むす

帝は乃ち葦の組(荒 縄)を 以て撕(流 氷)を 約ぶに,俄 然 として冰合するも,

猶お未だ堅まること能はざれば,乃 ち葦を上に散らす.冰 草は相い結びたれば,

浮橋の如 し」とある(p.15).こ の記事は鮮卑拓跋氏の北魏が まだ代を名乗 り,

陰山南方の盛楽に都 を置いていた頃の もので,昭 成帝が匈奴討伐の際,ま だ

凍結 しきらずに流氷 が流れる黄河に葦の荒縄 を投げ入れ,河 を凍結 させて

渡ったという記事である.こ の記事で用いられた葦の荒縄は,現 地の河辺で調

達され,即 席で縄に編まれたものと思われる.つ まり,鮮 卑族は河辺にあるも
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の を利 用 して,騎 馬の まま河を渡 る知恵 を身につけていたので ある.昭 成 帝の

時代 はシネ ウス碑 文の成 立か ら約400年 遡 る とはい え,こ うした知恵が 遊牧

民 に共通 した もの だった可 能性 は高 い.to9が 池 や沼 であれば葦で舟 を造 った

とい うこ とにな り,永 久凍土 の沼地で あれ ば葦 を敷 き詰 めた こ とになるが,

い ず れ に しろ ウイ グル軍 は,イ ルテ ィシュ河 の河畔 に生 えて いた葦 を即席 に

利用 して,騎 馬の ま ま水 辺 を越 えてい った もの と思 われ る.

Sl,bo且だu=こ こにbol6uと い う推定復元 を したの は,ラ ムシュテ ッ トに従 った

か らであ る(Ramstedtlg13,pp.24-25,56).ト ニ ュクク碑 文第35行 目(cf.小 野

川1943,p.327;GOT,pp.251,288),キ ョル=テ ギ ン碑文 ・東面 第37行 目(cf.小

野川1943,p.300;GOT,pp.236,269),ビ ル ゲ可汗碑文 ・東面第28行 目(cf.小 野

川1943,p.303;GOT,pp.243,276)で は 河川名で はな く,単 独 の地名 として記載

されてい る.い ずれ も突厥 軍がアル タイ山脈 を越 えて,イ ルテ ィシュ河を渡 っ

オンニオク テユルギシュ

て西突厥(十 姓/十 箭)の 後継勢力 である突騎施 を攻撃 した とい う同一 の事件 を

記録 した箇所 に現れ る.

こ の突騎施攻 撃は岩佐 とクリャシュ トルヌ ィに よる と,711年 に行 なわれた

とい う(岩 佐1936,p.198;Knfi皿TopHblti1964,pp.140-141).内 藤 み ど りは ト

ニュ クク碑文 の記述 に現れ るイルテ ィシュ河 をカラ=イ ルテ ィシュ河 と見 な し

た うえで,こ のBo1こuが ウル ングル(Ulungur烏 倫 古)湖 付近 では ない か と推測

してい る(内 藤1988,p.250,注81).一 方,岑 仲 勉 は 『西域 水 道記 』に記 録 さ

れた イルテ ィシ ュ河 の支流 であ る博 喇濟 河(現 在 のBurchun河)を,音 の類

似 か ら諸碑 文 に記 載 のあ るBo16uに 当 た る可能性 を示 している(岑 仲勉1958,

p.875).ま た,茜 伝 明は岑仲勉 とは別 に検討 を行 なったが,彼 と同 じ結論 に達

している(茜 伝明1998,pp.105-108).川 崎 は現在のBurchun河 が本碑 文のBo1こu

に あた るか どうか定 かでは ない と述べ てい る(川 崎1993,p.106,注34).

と こ ろで,現 在 の地形図 によれ ば,Burchun河 は,前 々注 で挙 げた アラガク

河 の西 に所在 し,ア ラガク河 とほぼ平行 してイルティシュ河 に流 れ込 み,ア ラ

ガク河 との最短 距離 は約30kmで あ る.ウ イグル軍 は東 か ら西へ進軍 したの
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であ り,碑 文の記載通 り,ア ルカルの河源 地帯 を越 えた後 にBolδu(河)に 到着

した ことは間違いが ない.そ こで,前 々注 で連べた ように,ア ル カルの河源:地

帯 をアラガク河 の上 流域 と考 える ことが で きれ ば,ウ イグル軍 はアル カル を

越 えた後 に現 在のBurchun河 を通過す ることになる.碑 文のBolこuがBurchun

河 で ある とい う岑 仲勉 の推測 も補 強 され るで あろ う.

S2,tezba甑 ラ ム シュテ ッ トがtszと 判 読 して いた語 は(Ramstedtlg13,

p.26),正 し くはtizで あ る.周 知 の よ うにsとiと は よ く似 てい て,保 存

状態 の悪 い碑 文面 では判別が きわめて困難 であ る.E8と そ の注 を参 照せ よ.

S2,猷h血yayla丗m:こiimihの 一nは前舌で ある.後 舌語 に一人称語尾 と前舌

の+nが 付 いているのであるか ら,テ キ ン文法書 の法則(GOT,p。59;cfKoHoHoB

l980,p.159)に 従 うな ら,こ の+nは 具 格(な い し共格 ・随格)で はな く対 格 と

考 えね ばな らない.後 続 の動詞yayla一 「夏営す る」は普通 は 自動詞 であ るが,

こ こでは敢 えて 「～を夏 営地 とす る」と他動詞 的 に解釈 して お きたい.

S2,atber・=ラ ムシュテ ッ トの翻字で はTの1文 字 を抜か している.従 って

転写 もしていない.そ の後 の諸家 もそれに追従す るが,間 違 いな くT字 が存在

するので,atと 読 むべ きであ る.OTWF,p.78で はatを 読 まず単独 でber一 の み

を対象 と して いるので"supply"と 英 訳 してい るが,正 しくはatber一 な ので

"no血nate"と 訳 さね ばならない
.

S2,齢arastarqat31蓉barasは 突厥 の称 号f蓉baraイ シ ュバ ラの,ま たtarqatは

tarqanタ ル カ ン(達 干,達 官)の そ れぞれ複 数形で あ る.こ れ らの複数語尾 で

ある 一sと 一tにつ いては,GOT,p.122;GOTH,p.158を 参 照.と ころで,漢 籍

に 「始波 羅」や 「沙鉢 略」な どと音写 されるイ シュバ ラについては,当 初,ペ リ

オが突厥碑 文での再建形 を(i)蓉baraで あ る と提 案 し,非 トル コ語 の原形 として

*(i)蓉paraを 推 定 した(Pelliot1929 ,pp.210-211).そ の 原語 につ いての説 明 はな

いが,ペ リオは 『通典 』巻197,突 厥 上 の官称号 記事 で 「始波 羅」に 「勇 健者」

とい う訳 語が与 え られ てい る(p.5402)こ と を指摘す る.我 が国で は,小 野川

秀 美 ・山田信 夫がペ リオ説 を採 用 している(小 野川1943,pp.299,367;佐 ロ/
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山田/護1972,pp.43-44).し か しなが ら,ア ール トは,こ の称号が サ ンス ク

リ ッ ト語igvaraか らの借 用で ある こ とを指摘 してお り(Aaltolg46,pp.127.

133),ク ロ ーソ ンもそれ に従 い,"10rd,prince"と い う訳語 で採 用 して い る

(ED,p.257a).イ シ ュバ ラが借用 語で あった点 は間違 いないで あろ う.た だ

しイ ン ドのバ ラモ ン教 ・ヒン ドゥー教 で は,igvaraは 世 界 を創 造 した最高神

であ る 「自在天」を指 し,多 くの場 合 シヴ ァ神 の別名 となる.

S3,k齟r=新 た に読 めた部分 であ る.

アイマク ソム

s3,tayγank61:モ ン ゴル国の南西部 に所在す るゴビアル タイ 県 デルゲル郡

には,現 在,タ イガン湖(TatiraHHyyp)と い う名 の湖 があ る(北 緯46度22分

10秒,東 経97度23分39秒).そ の湖 は,ハ ンガイ山脈の南斜面 に形成 され

た ものであ り,ハ ンガイ山脈 とアルタイ山脈 の間に位置 している.碑 文 の本箇

所 は,既 にアルタイ山脈 の西麓方面 に逃れ て行 ったバス ミル族 ・カル ルク族 に

対 する前哨戦 の場面 であるか ら,ハ ンガイ山脈方面 か ら彼 らを追走す るウイグ

ルの磨延啜が,現 在の ゴビ=ア ルタイ方面 に所在す る,こ の湖 の周辺で軍勢 を展

開 していた ことは十分 に考 え得 る.

S3,蕊vedgtiEi:も と もとラムシュテ ッ トはbidgU6iと 読 み"leichteTrupPen"と

す る解釈 を提 案 してい たが(Ramstedtl913,p.57),ミ ュ ラーはそれ を退 け,

「書記」とい う方向で の解釈 を示唆 した(Mnller1915,p.33,n.2).そ れ を受 け

てク ロー ソンはbidigU6iと 読 んでbitigtiei"scribe,secretary"と 同 じとす る(ED,

p.304).し か し「書記,秘 書」の場合 はbitigin6i,bit(i)kaei/bit(i)ga6i,bitig6iの い

ず れかであ り,語 根 にbid-/bidi一 を含 む例 は まった く在 証 されてい ない.そ れ

ゆえ我 々は まった く見方 を変 えて,avedgtt6i「 テ ン ト作 り,帳 幕設営 人」とい

う役職 名の可汗側近 とみなすべ き と考 える.遊 牧政権 にお いて 「帳幕設 営人」

が いか に重要 で あるか につ いて は,モ ンゴル政権の場合 のyurt6i「 宿 営官」の

例 が参 考 にな ろう(cf.本 田1991,pp.72-74).

S5,altinEaybirotuzqa:こ こ は新 読部分であ る.

S6,〃 〃 〃 〃〃:こ こに(YG)RW:YGRDQNと 刻 まれてい ることは明瞭で
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あるが,未 だに解釈不 能である.

S7,ya巾1Ia#utdi:ラ ム シュテ ッ ト版 に(btnt)〃Diと あ り(Ramstedtlg13,p.

28),旧 版 で はそれ に引 きず られてbt(nt)#〃.と した ところを,新 たに読 み直

す こ とが で きた.ま ず 冒頭 部 はbtで はな くYQで あ り,そ れ とntの 残 画 か

ら,yaqlntaと 再 建 した.つ ぎに,碑 文の断裂面 を挟 んでDの 残画 とiと を判

読す ることがで きた.こ れは動詞 に接続す る三 人称過去形の語尾 一diを形成 し,

欠落 部分 には「カルルク族 を」目的語 とす る後舌系 の動詞語幹が刻 されていた こ

とが予想 され る.と ころで直前 にyaqintaを 再 建す るため にはaと い う1文

字分 のス ペースが必 須 だか ら,こ の動 詞の ため には1文 字分 のスペ ース しか

残 らず,推 定 され る動詞 は極 めて限 られ る.し かる に,こ の1文 字 をWと 推

定 して動 詞ut一 を復原す るな らば,utdf>uddfと[d]の 音 を重 複 させ(テ キン文

法書GOT,p.99が 示 す子音 の同化現 象),合 計3文 字で動詞語幹 と語尾 とを再

建す る ことがで きる.以 上 の ような考察 を経 て我 々 は,本 箇所 を「カルル ク族

を近 くで彼 は[敗]っ た」と解釈す るのであ る.

S7,ya萠da=こ こ とW6の ヤ リシ ュ(yans)は,ト ニュクク碑 文の第31,36行

目に現れ るヤ リシュ平原(ya雌ya五')を 指 すの だろ うか(cf小 野川1943,pp.323-

324;GOT,pp.251-252,287-288).そ のヤ リシュ平原な らアル タイ方面でボルチ ュ

河 に も近か ったはず である.

S8,a甑uq靴avγa猷aαioγuzt血r前kt謹q面 儀 カマ ロフは「かつ て唐 にいたオ グ

ズ族 と突厥族」を漢籍史料 に現 れる阿布 思 とい う人物 が率いた集 団 とみな して

い る(Kamalov2003,p .97).こ の 阿布思 は,『 旧唐書』巻9,玄 宗本紀 に よれば,

第 二可汗国滅亡期の742年,突 厥 可汗の一族 を率いて唐 に投 降 して きた人物で

あ り(天 宝元年 八月丁亥 の条,p.215),後 に朔方節 度副使 に任命 され た.し か

し,安 禄 山 と対 立 した こ とで,752年 に漠北 に逃 れた人物 であ る(同,天 宝 十

一載三月 の条
,p。225).な る ほ ど,『 通典』巻199,同 羅伝 な どに よれ ば,彼 は

同羅部の族長 であ った と言 うので(p.5467),シ ネ ウス碑文の本箇所 で「オグズ

族 と突厥族」を率 いて現 れる に相応 しい人物 であ る.ま た,『 資治通鑑 』巻216,
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天宝十二載(753)五 月 己酉以降 の条 には「阿布 思は回紜 の破 る所 と爲 る」とあ る

(p.6918).本 箇 所 は753年 の11月 に紀年 されるべ き記事 が刻 まれている部分

で あるか ら,カ マ ロフの指摘 は正 しい もの と考 え られ る.

S10,bahq町3オ ルホ ン河(Orqun)と 合 流 す るバ リクリク河(Baliq岬)を,

ラ ムシ ュテ ッ トは,モ ンゴル語ハ ルハ方言 で「魚の豊富 な」とい う意味 を持 つ

dZarmant(ε の 訛 った現在 の ジルマ ン トゥDiirmantu=n]KvapMaHT(ジ ル マ ン

タイJI()KvaPMaHTati・ ジ ャルマ ンタイ)河 であ る と提唱 し,田 坂興 道 は さらに

それ を清代 の漢籍 に見 える朱爾馬 台河 ない し済爾瑪 台河 に比 定 し,羽 田亨 も

同 じ結論 を繰 り返 してい る(Ramstedt1913,p.60;田 坂1941,p.201;羽 田1957,

p.200).古 ウ イグル語 のbali'qは 「魚 」とい う意 味(偶 然 に も「城 郭」のbal'iq

と 同音 異 義語 であ るの で注 意),一IIγ は モ ンゴル語 の 一tu/-taiと 同 じ所 有

を表 わす接 尾辞 であ るか ら,ラ ムシ ュテ ッ トの言 う通 りで あれば なん ら問題

は ないが,一 般 にはモ ンゴル語 で 「魚」をい う語 はJiγasu～zaγasで あ る.

しか し,レ ッシ ングの辞書 にはJiram-a"littlefish"とjimlaγai"fishroe,caviar"

が 載 録 されて いる(Lessing1960,pp.1058,1060).確 か に,現 代 の ジルマ ン

トゥ(ジ ルマ ンタイ ・ジ ャルマ ンタイ)河 は,カ ラ=バ ルガス ンの西南 のホ ト

ソム

ン ト郡の方 か ら北流 して オルホ ン河 に合 流 してい る.東 ウイグル可汗 国時代

の首都 オル ドゥ=バ リク(宮 帳の城)の 遺蹟 であ るカラ=バ ルガス ンは,そ れ ら

両河 に囲 まれた場所 にあ るのだか ら,:葛 勒可 汗 こと磨延 畷が オル ホン とバ リ

ク リク との合 流点 に造 営 させ た とい う「国の玉座」の地 が ここであ るこ とに疑

問 の余地 はなか ろ う.

さ らに本稿 は,E9に 龍 歳 の紀年 を見 出 した ので あ るか ら,編 年体 の文 脈

か らみ て,そ のオル ドゥ=バ リクの造営 が753年 に かか るこ と も確 実 であ る

(田 坂1941,p.199は753年 と し,羽 田1958,p.200は751～754年 の いずれか

とす る).し か るに田坂(p.201)が,6rgin「 玉 座」とballq「 城 郭 ・都城」とはあ

くまで別物 との立場か ら,こ の年 にはまだ この地 に都城 はな く,従 って葛勒可

汗(磨 延 畷)の 父の初代可汗(骨 力裴 羅)の 時 には都城 はお ろか宮殿 さえな く,

(71)



あったのは牙 帳す なわ ちテン トにす ぎない と断言 し,羽 田(1957,pp.200-201)

もほ ぼそ れ と同様 の見 方をするのは承 認で きない.我 々はむ しろカ ラ=バ ル ガ

ス ン出土 の 墓葬 壁記 「大唐 安西阿史夫人壁記」の考察 によ り,こ の地には ウイ

グル可汗 国成立以前 に既 に唐朝 に よって都 護城(Toγo-bahq)と い う城 郭が建 設

されてい た との結論 に至 っている(石 見/森 安1998,pp.109-110).

な お,松 井 太の指摘 によれ ば,『 元史』巻2,太 宗 本紀 ・六年 甲午(1234)秋 の

条 に,太 宗オ ゴデ イの行営 地 として ダラ ン=ダ バス(答 闌答入思 くmong.Dalan-

Dabaa(s))と 並 記 される 「八里里」は,古 代 トル コ語Bali'qli'γの 漢字音写 と考 え

られ るとい う.旧 報告 書 「モ ンゴル時代 遺蹟 ・碑 文現 況」におい て,松 田孝一

が指摘す るように(森 安/オ チ ル1999,pp.228-231),オ ゴ デイ ～モ ンケ時代

のモ ン ゴル皇帝 はオル ホ ン河 ・オ ンギ河 の流域 に沿 って季節移 動 してお り,

この八里 里 くBallqliγ も この領 域 に含 まれてい た蓋 然性 は高 い.お そ ら く本

シネ ウス碑 文 のBaliqllγ と同地で あろ う,と 推定 す るこ とが で きる(森 安/

オ チ ル1999,p.194,n.1).

Sl2,tuγruγuγ:ラ ムシュテ ッ ト以来,toyurγuγ と再建 され,toγurγuと い う名

前 の河川 が想 定 されて きた(Ramstedt1913,pp.30-3'1).し か し,本 稿 は,こ の

部分 をtuγruγuγ と再建 し,ウ イグルの磨延 啜がtuγruγ とい う場所 を配下の軍
アイマク

勢 に越 え させ た,と 解釈 したい.現 在,ゴ ビアル タイ 県 の中西部 には トゥグ
ソム

ルクTeiperと いう名の郡がある(北 緯45度49分32秒,東 経94度49分08

秒).そ こは,S3の 注で言及 したタイガン湖力}ら約200km西 南西に位置 し,

アルタイ山脈を南北に越えるルー ト上にある.つ まり,こ の トゥグルク郡から

南西に30㎞ ほど進み,ア ルタイ山脈の峠を越えれば,ハ ミや北庭(ビ シュバ

リク)方 面 に通 じるのである.次 行W1に は,カ ルルクの第二次西遷を示唆す

る記述があり,北 庭方面に逃 れていたカルルク族に向けて,ウ イグルの磨延啜

が遠征軍を進発させていたという文脈 を読みとれる.こ の ような状況に鑑み

れば,本 箇所に記録されたtuγruγを現在の トゥグルクに比定することができる

であろう.な お,モ ンゴル時代に長春真人が中央アジアでチンギス=カ ンに会見
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した帰路,ア ル タイ山脈 を南 か ら北 に越 える際,彼 がこの トゥグルクを通過 し

たであ ろ うこ とは,現 地踏査 に よって確 認 され てい る.ア ル タイ越 えの交通

ルー トを復元す る上 で参考 になるだろ う.村 岡倫 に よる調査記録 とルー トの復

元 図を参照 の こと(村 岡2007,pp.19-21,28-29[図1,2]).

W=西 面 の行の長 さは他 の三面 に比べ て長 く(FigureEを 参 照),か つ 文字 は

小 さいので,翻 字 の分量 が他の約1.5倍 に なる.

W1,bodun:こ れ は新読部分 である.

Wl,qarluq:川 崎 は,こ のカルル ク族に関す る記事が,746年 の 西遷 に続 く,

二 度 目の 西遷(754年8～10月)に ついての記述 だ と初 めて明確 に指摘 し,

さ らに,二 度 目に西遷 した勢力が,最 初の西遷 によって アル タイ地方 を根拠 地

にす るようになっていた と考 証 してい る(川 崎1993,pp.107-108).

Wl,ba㎡<p>:ラ ム シ ュテ ッ ト版(Ramstedt1913,pp.32-33)のBRi←bari')を

ED,p.543bで はBRPと 読 んでbari'pと 復 元 してい る.発 想 としては正 しく,

本 稿 も同様 に読 むが,実 際 に刻 まれているのはpで はな く,iで ある.碑 刻 者

が誤刻 した もの と考 えたい.

W2,ekiyaり 角a3日 付 のeki「2」 は,ラ ム シュテ ッ ト版(Ramstedtlg13,p.33)

で は疑問符付 き,旧 版で は読めない と して削除 した部分であ るが,今 回,再 確

認で きた.

w2,k甜i頭 雌ya=こ こは今 回初 めて読めた部分で ある.

w2,yaqaγaru;「 国境 まで」.こ れ は旧版で の新読箇所で ある.こ こにい う国

境 とは,E8とS2と に 「私 はそ こに国境 を設定 した」とあ るもの と同 じはず で

あ る.も ちろん この時代 に現代 的 な意味で の国境 とい う概念 があ るわ けはな

いが,当 時 もそれ な りの領土意 識が あ ったこ とが うかが える.

W2,bastnil=S4で はBgmiL,S7,S12で はBgmLで あ るが,こ こで はBg

mlと あ って 一1の部分 には前舌 文字1が 使 われ ている.タ リア ト碑 文N4の み
アイマク

ならず,同 時代に作成された と考えられているバヤンホンゴル 県 発現のプン
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ブグル碑 文 に もBSmlと い う同様 の例があ る(BaTryπra2005,p.119).

W3,0璽u而m=こ こ は新読部分 である.

W3,qurb・a:こ こ も新読部分であ る.森 安2002,p.138で はW3の 記 事 を安史

の乱(755～763年)に よる玄宗皇帝の蒙塵(756年)と 絡 めて,こ の欠落部分

をqu直 γaru「西 方へ」と推測 したが,こ の度 の拓本再精査 に よ り,む しろqu亘:ya

と読 むべ きと判断 した.

W3,α 頭nレnの 部分 には前 舌文字nが 使 われてい る.後 舌語 に,明 記 され

た三 人称 語尾4と 前 舌の+nが 付 いてい るのであ るか ら,こ の+nが 対 格で あ

るこ とは,テ キ ン文法書 にいう母音調和の例外法則(GOT,pp.59-62;c£K:oHoHoB

1980,p.159)通 りである。同 じような現象が 以下のW4,q1zfn;W6,tuγlnで も見

られ,さ らに一 人称命 令形 につい てはW5,yazmayln,yaηllmaylnbolayinで 見

られ る.た だ しテキ ン自身が い うように,こ の例外 法則 は突厥 時代 の特徴 で

あって,ウ イグルで はむ しろ母音調和の原則 に従 う方が多 い.も ちろん本碑 文

で もそ うなってお り,そ の実例 はテ キ ンが列挙 して いる8例(GOT,p.61)以

外 に,N5,bodunun宜h(BWDNmN)が あ る.に もかかわ らず その例外 法則 が

本碑 文の終 わ りの方 になってやや集 中 して現れ るの は,何 か特別の理由があ る

ので あろ うか.

W3,・kibodun=ekibodun「2つ の人 々」と 一d…盟bodun「 ～ にいる人 々」のいず

れか決 めかねる.bodunの 後 にはGかmの どち らかの残画 が見え る.

W3,・gt閃 献m=シ ネ ウス碑 文 中 に見 えるtoql一 の 用例 は,「(敵 を)打 ち負 か

す」か 「(墻柵 を)打 ち立 て る」のいず れかで あ る.こ こで は文脈 か らして前者

で はあ り得 ないので,後 者 の可 能性 を考 えて お きた い.こ の推測 は,直 後 に

続 く文が 「そこに留 まって(本 拠 を定 めて)そ の帳幕 のた めに幸運 の装飾用 纛

を飾 り付 けた」とな ってい るの とうまく合 致す る.す なわち,こ こには,磨 延

啜が 率い て南 下 して きた ウイグル軍 団の本拠 とな るキ ャンプ地 を設営 した こ

とが 述べ られてい たはず であ る.

W3,議viO互e重tim=Be並al995,p.12,n.14で は この前舌語aviqaを 後 舌語biηaと
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同じであるとみなし,か つ前舌語ettimま で も後舌語1'dti'mと読み換 えることを

提案する.し かしここは次の行にも2回av厂 テント,帳 幕;家 」が現れる文脈で

あるから,敢 えてそのような解釈 をする必要はない.

w3,qutyara餅t岬 ㎞=カ マロフは,w3-5の 記事 を,磨 延畷が自らウイグル

軍を率いて南下 した中国遠征に関わるものであり,756年12月 に安史勢力側

の阿史那従礼が率いる軍勢を,唐 軍と共同 して破 わ,757年2月 にモンゴリァ

に帰還するまでを叙述 したものとみなした(Kamalov2001,pp.251-252).こ の

事件に関連する漢籍の最重要記事 を次に引用する.

『新唐書』巻217上,回 鶻上(p,6115)

肅宗即位,使 者來請助討禄山.帝 詔燉煌郡王 承粟與約,而 令僕固懐恩

送王,因 召其兵.可 汗喜,以 可敦妹爲女,妻 承粟,遣 渠領來請和親.帝 欲

固其心,即 封虜女爲眦伽公主.於 是可汗 自將,與 朔方節度使郭子儀合討

同羅諸蕃,破 之河上.與 子儀會呼延谷,可 汗恃其彊,陳 兵引子儀拝狼纛

而後見.

和訳:佐 ロ/山 田/護1972,pp.376-377の 和訳を部分的に改変 した.

[至徳元(756)年 七月]粛 宗が(霊 武で)即 位す ると,(回 鶻の)使 者が

来て,唐 を援助 して安禄山を討ちたいと請うた.帝 は敦煌郡王 ・承粟 に詔

して,盟 約 を結ばせ ようとはかり,僕 固懐恩に王を(回 鶻 まで)護 送 さ

せ,そ うして回鶻の軍隊を招かせた.可 汗は喜んで,可 敦の妹を王女にし
めあ

て,承 粟に妻わせ,つ いで首領を派遣 して きて,和 親を請うた.帝 はその

(回鶻の)心 を固めようと欲 し,虜(回 鶻)の 王女を封 じて眦伽公主 とな し

た.こ こにおいて,可 汗はみずから大将となって(漠南に出軍してきて),

朔方節度使 ・郭子儀 と合流 し,(安 史側の)同羅などの諸蕃を討ち,こ れを

黄河のほとりに破った.(そ して)郭 子儀 と(陰 山の)呼 延谷 において会見

す ることになった時,可 汗は自分が強力であることを誇示 して,兵 隊を整

列 させ,郭 子儀 を面前へ呼びつけ,狼 の飾 りを頭につけた纛(旗 の意)を拝

礼 させてか ら会見 した.
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森安2002,p.131,n.21で も詳述 した ように,こ の ウイグル可汗 の権 力 ・権威

の象徴 とも言 うべ き「狼纛」に,唐 側 の総大 将であ った郭子儀が拝謁 させ られた

とい う記事の信憑性 について は,こ れ を認 めな い羽 田説(羽 田1957,p .195)で

は な く,真 実 とみなす カマロ フ説 に従 いたい.ま た,W4の 「2月6日 」を,

そ の直後 に見 える 「鶏歳(757年)」 とみなす点で も我々 はカマロ フと同意見 で

ある.し か しなが ら,磨 延畷が,阿 史那従礼 の率 いる同羅 を始 め とす る安史勢

力軍 を打破 した後 に下馬 した本営 を,モ ンゴ リァの本拠地 とみ なす点 には同意

で きない.我 々 は,む しろ この本 営 は遠征 先の漠南(現 在の 内モ ンゴル)の ど

こか(恐 ら くは包頭 のす ぐ北 にある呼延谷)に 置か れた仮 本営 であ る とみなす

ので あ る.と はい え,い ずれ にせ よ,W3行 末 に見 え るtuγ 「纛」とは ,上 の

記事 に見え る「狼纛1の こ とに違い ない と確 信 し,旧 版で直前 のavi⑫ettimと

合 わせ て厂私 は彼 の帳幕 のため に作 った,幸 運???????纛 を」と してい

た解釈 を改 めて,「 私 はその帳幕(私 の本営)の た めに幸運 の装 飾用 纛 を飾 り

付 け た」とす る.et一,yarat一 の 第一 義 は 「作 る,造 作す る」で あるが,い ず れ

に も 「飾 る」とい う派生 的意 味が あ る.

W4,bar丗m3こ こ は新読部分 である.

W4,01u而m3こ こ も新読部分であ る.

W4,0nだuγu醐 瓩Wyoqqnm厳 ラ ムシュテ ッ ト版(Ramstedt1913,p.34)で も

旧版で も十分 には解 釈で きなかった箇所で,UYU肱 猷Yは 新読部分で ある.こ の

箇所 は757年 以 降の記事で,ち ょう どウイグル軍が安 史の乱 に介入 していた

頃に対応す る.onご の解釈 がで きないが,唐 王朝側 あるいは安史勢力側 いずれ

かのあ るuγ 凶 「一族」が問題 にな ってい るので あろ う.安 史の乱 にお ける唐

とウ イグルの動 向 につ いて は,森 安2002,pp.130-134を 参 照.Kalnalov2001

で も同 じテーマ を扱 うが,史 料 の読解 にやや誤 りがあるので注意 されたい.

W4・5,ekiq抛 血ta画ber[蝋?)】=qizlnの 一nの 部分 には前舌 文字 且が使 われて

い る.た だ し翻 字 はiQiznで あ ってIQizinで は ない .先 行 語が数詞 の厂2」

であ るか らだろ うか.W3,0γ11nの 項 参照.さ て,カ マ ロフは,ウ イグルの磨
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延 畷 に「奉仕 に 出」され る この二 人の生娘 を,漢 籍 に見 える粛 宗 の娘 ・寧 国公

主 と,そ の添 い嫁 で あった栄王 の娘 ・小 寧 国公 主 に比 定 した(Kamalov2003,

pp.88-8g).寧 国 公主 は粛宗 の第二女 であ り(『旧唐書 』巻10,粛 宗 本紀,p.253;

『新 唐 書』巻83,諸 帝 公 主,p.3660),小 寧 国公主 は,玄 宗 の第六子 であ る栄王

の娘であ るこ とが(『旧唐 書』巻107,玄 宗 諸子,p.3261;巻195,迴 絶,p.5210),

そ れ ぞれ確 認で きる.そ の迴絶伝 の同 じ箇所 の記述 によれば,磨 延啜 の死後,

子 供の いなか った寧国公主 が唐 に帰朝 した後 は,磨 延啜の子 を産 んでいた小

寧 国公主 に可敦号 が授 け られ,続 く第3代 牟羽可 汗の可敦 に もな った(佐 口

/山 田/護1972,p.346).2人 の 公 主 は,乾 元 元(758)年 七 月に唐 か らウ

イグ ルに向 けて 出発 してお り,同 年九 月に ウイグルか ら唐 に向 けて,公 主降

嫁 に対す る返礼使 節 が送 られ てい る(『 旧唐 書』巻195,迴 絶,pp.5200-5201)

こ とか ら考 えれ ば,寧 国公 主一行 が ウイ グルに到着 したの は,明 らか に758

年 中 であ る.そ こで,本 稿 訳文 中 にお いて は,「2人 の生娘」が現 れ る直 前の

欠落 中 に 「犬歳(758年)」 を復元 ・提示 して いる.

W5,barta猷 こ こは新読部分で ある.

W5,釜 ▼im=こ こは新読部分である.直 後の単語 はolかolur一 の 可能性 がある.

W5,qu助a3ラ ム シュテ ッ トは(snz)ηaと 推定 したが(Ramstedt1913,P.34),

qの 直 前は明確 にTを 読み とる ことがで き,さ らにuQWの 残 画 を確認で きた.

W5,yazmayh,ya岨may買h3-maylnのnの 部分 には2回 とも前舌 文字nが 使 わ

れ てお り,ト ル コ語の母音調和の大原則か らははずれてい る.し か しこれ も上

のW3,0γhnの 項 で見 たの と同 じ く,テ キ ン文法書 にい う突厥時代 の母音 調和

の例外法則 には合致 している.

W5,y黼bo置ayin:ラ ム シュテ ッ トがiこikmadi「 服 属 しなか った」と読 んだ

部分 を(Ramstedtl913,p.35),旧 版 でyi6abol[tliと 読 み 変 えたが,今 回さ ら

に,こ の よ うに読 む こ とがで きた.や は り一人称命 令形 を形成す る接尾辞 の

一ayinのnの 部分 には前舌文 字nが 使 われ ていた .先 行す る2文 の よ うに,

本 箇 所 の一 人称命 令 形の 文言 の後 にはtedi「 と彼 は言 った」が彫 られて いた
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可 能性 は高 い とみ られ る.

W5,suγdaqtavγa面as舗 願 臘baybaliαyapftfbeτtim=こ の 一文 に対 し,

こ れ まで我 が国で は一 般 に,757年,葛 勒可汗 こ と磨延啜 が領土 内の「ソグ ド

人 ・中国 人に命 じて」一都 市 を建設 させ たので ある と解釈 され て きた(c£ 護

1981,p.121).suγdaqtavγa6に 付 いている与格 語尾 一qaは,使 役 文の中で は使

役 され る者 を表す か ら,文 法的 にこの解釈で問題 はない.そ れ に もかか わらず

クロー ソンはED,p.872bに お いて"soIhadBayBalfkbuiltontheSelengafor

εravellingSogdiansandChinese"と 訳 してい る."mve11ing"と い う訳語は,原 文

の 舊W(GD)Q=suγdaqの 前 の..乙9(n)をk66gan/k6こgan"migratory,transitory"と

と るか らで ある(ED,p.697a).も し この復元 が正 しけれ ば,「 定住 しないで移

動 しているソ グ ド人 ・中国人」とは ソグ ド人や漢人 の商人 と考 えて間違 いなか

ろう.恐 ら くクローソンは,ソ グ ド人や漢人の商人が土木建設 に従事す るの は

い ささか無理 と考 えて,上 の ような解釈 を したのであ ろうが,そ の復原 はまだ

確 実 とは言 えない.そ こで,旧 版で は,単 に「ソグ ド人 と中国人に」と翻訳 した

上で,そ の解 釈 に関 しては「ソグ ド人 と中国人の職 人たち に命 じて」あるい は

「ソグ ド人 と中国人 を住 まわせ るため に」とい う2つ の案 を提示 して おいた.

さ らに森安2007,p.279で も,「 ソグ ド人 と漢人 を駆使 して」と解釈 した. .

しか しなが ら,そ の後,我 々は議論を重ねて,本 碑文のこのあた りの記事 は,

ウ イグルが安史の乱制圧の ために唐 に遠征軍 を出動 させ た「成果(人 的資源の獲

得)」を誇示 している部分 である という認識 に到達 した.つ ま り我 々は,ウ イ グ

ルの唐 遠征 を契機 に,唐 側か ら大 量 の ソグ ド人 ・漢人 が 自 らの意志 に よ り,

あ るい は捕虜 と して,新 たにモ ン ゴリアに流入 しただ けで な く,寧 国公主 ・

小寧 国公主 の ウイグルへの 降嫁 に際 して もかな りの随行 員が到 来 したのであ

り,そ れ らの人員 を収容す るた めに,バ イバ リク(富 貴城)を 建設 したのであ ろ

うと考 えるに至 ったのであ る.そ れ ゆえ,最 終的 に厂ソグ ド入 と漢 人のために」

とい う訳文 を採 用す る.
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W6,tuγih=一nの 部分に は前舌文字nが 使 われ てい る.W3,0γhnの 項 参照.

W7,ekint董ay3先 行 す るW4-5に 見 え る2人 の公主 降嫁は,漢 籍 史料 よ り乾

元 元(758)年 七 月以降 の こと と判 明 して いるか ら,こ のekintiay「2月 」は

759年 で なけれ ばな らない.そ して磨延 啜 自身は乾元二(759)年 四 月 に逝 去

す るか ら,W8-9&E紺aa-dに は彼 の最期 と葬儀 に関 わる記述が あって,本 碑

文 を締 め く くって いたはず である.

W9,嫐m盃n3tUmNと あ って 一nの部分 には後舌文字Nが 使 われている.
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FigureAシ ネ ウス遺跡(MssP,p59の 図面 に増補)
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FigureBシ ネウス碑文と亀趺(計 測:森 安孝夫/作 図:片 山章雄)

碑文の現況 左:小 断片(上 部)右:大 断片(下 部)

碑文の下底部

亀趺のほぞ穴

単 位:cm
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FigureCシ ネウス碑文の亀趺(作 図 バヤル)
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FigureDシ ネウス碑文の計測図(計 測
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FigureEシ ネウス碑文の行の進み方
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Summary:　
Sine・UsuInscriptionfromtheUighurPeriodinMongolia:

RevisedText,TranslationandCommentaries

TakaoMo㎜Asu,KosetsuSuzulq,ShigeoSAm,

TakeshiTAMuRAandBAIYudong

　 　
Sine-UsuInscriptionisfoundinMogoynSine-Usuregionlocatedsome360km

west-northwestofUlaanbaatar,thecapitalofactualMongolUlus.ItisanTurkic

epitaphwritteninRunicscriptcommemoratingMoyanchuo磨 延 啜,thesecondQaγan

oftheUighurQaghanate(r.747-759A,D.).

InthisarticlewehaverevisedtheeditionpublishedbyT.Moriyasuin　
hiscontribution"SiteandInscriptionofSine-Usu"inT.Moriyasu&A.Ochir

(eds,),」ProvisionalReportofResearchesonHistoricalSitesandInscriptionsin

Mongolia丿From1996to1998,0saka:TheSocietyofCentralEurasianStudies,

1999/3,pp.177-195.Moriyasu'seditionwasbasedmainlyonthetworubbingsof

theinscriptionpreparedbyhimandhisteamduringl996-1999asoneofthefruitsof

Japan-Mongoljointexpeditionnamed"BicheesPr()ject",whilefromplacetoplacehe

alsoreferredtotheoldphotographspublishedinRamstedt1913.

Sincethenthepresentauthorshaveattemptedtoclarifythepartsleft

undecipheredbyMoriyasu.Bycarefullyexaminingtheabove-mentionedtwo

rubbingsnowhousedatOsakaUniversity,wehavesucceededinreadingsomany

lettersandwordsthatwehavedicidedtopublishtherevisedversiontogetherwith

fullcommentaryondifficultwordsandexpressionsaswellasonthehistorical

backgroundsofsomepassages.Inthisarticlewepublishthephotographsofoneof

therubbingsthatwasmadein1996forthefirsttime.Wealsorevisefiguresoftheソ
Sine-UsuinscriptionpublishedintheProvisionalReport.

(92)


	00728.pdf
	00730.pdf
	00731.pdf
	00732.pdf
	00733.pdf
	00734.pdf
	00735.pdf
	00736.pdf
	00737.pdf
	00738.pdf
	00739.pdf
	00740.pdf
	00741.pdf
	00742.pdf
	00743.pdf
	00744.pdf
	00745.pdf
	00746.pdf
	00747.pdf
	00748.pdf
	00749.pdf
	00750.pdf
	00751.pdf
	00752.pdf
	00753.pdf
	00754.pdf
	00755.pdf
	00756.pdf
	00757.pdf
	00758.pdf
	00759.pdf
	00760.pdf
	00761.pdf
	00762.pdf
	00763.pdf
	00764.pdf
	00765.pdf
	00766.pdf
	00767.pdf
	00768.pdf
	00769.pdf
	00770.pdf
	00771.pdf
	00772.pdf
	00773.pdf
	00774.pdf
	00775.pdf
	00776.pdf
	00777.pdf
	00778.pdf
	00779.pdf
	00780.pdf
	00781.pdf
	00782.pdf
	00783.pdf
	00784.pdf
	00785.pdf
	00786.pdf
	00787.pdf
	00788.pdf
	00789.pdf
	00790.pdf
	00791.pdf
	00792.pdf
	00793.pdf
	00794.pdf
	00795.pdf
	00796.pdf
	00797.pdf
	00798.pdf
	00799.pdf
	00800.pdf
	00801.pdf
	00802.pdf
	00803.pdf
	00804.pdf
	00805.pdf
	00806.pdf
	00807.pdf
	00808.pdf
	00809.pdf
	00810.pdf
	00811.pdf
	00812.pdf
	00813.pdf
	00814.pdf
	00815.pdf
	00816.pdf
	00817.pdf
	00818.pdf
	00819.pdf
	00820.pdf
	00821.pdf
	00822.pdf
	00823.pdf
	00824.pdf
	00825.pdf
	00826.pdf
	00827.pdf
	00828.pdf
	00829.pdf
	00830.pdf
	00831.pdf
	00832.pdf
	00833.pdf
	00834.pdf
	00835.pdf
	00836.pdf
	00837.pdf
	00838.pdf
	00839.pdf
	00840.pdf
	00841.pdf
	00842.pdf
	00843.pdf
	00844.pdf
	00845.pdf
	00846.pdf
	00847.pdf
	00848.pdf
	00849.pdf
	00850.pdf
	00851.pdf
	00852.pdf
	00853.pdf
	00854.pdf
	00855.pdf
	00856.pdf
	00857.pdf
	00858.pdf
	00859.pdf
	00860.pdf
	00861.pdf
	00862.pdf
	00863.pdf
	00864.pdf
	00865.pdf
	00866.pdf
	00867.pdf
	00868.pdf
	00869.pdf
	00870.pdf
	00871.pdf
	00872.pdf
	00873.pdf
	00874.pdf
	00875.pdf
	00876.pdf
	00877.pdf
	00878.pdf
	00879.pdf
	00880.pdf
	00881.pdf
	00882.pdf
	00883.pdf
	00884.pdf
	00885.pdf
	00886.pdf
	00887.pdf
	00888.pdf
	00889.pdf
	00890.pdf
	00891.pdf
	00892.pdf
	00893.pdf
	00894.pdf
	00895.pdf
	00896.pdf
	00897.pdf
	00898.pdf
	00899.pdf
	00900.pdf
	00901.pdf
	00902.pdf
	00903.pdf
	00904.pdf
	00905.pdf
	00906.pdf
	00907.pdf
	00908.pdf
	00909.pdf
	00910.pdf
	00911.pdf
	00912.pdf
	00913.pdf
	00914.pdf
	00915.pdf
	00916.pdf
	00917.pdf
	00918.pdf
	00919.pdf
	00920.pdf
	00921.pdf
	00922.pdf
	00923.pdf
	00924.pdf
	00925.pdf
	00926.pdf
	00927.pdf
	00928.pdf
	00929.pdf
	00930.pdf
	00931.pdf
	00932.pdf
	00933.pdf
	00934.pdf
	00935.pdf
	00936.pdf
	00937.pdf

